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本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。




























この作品は、ミライショウセツ大賞、ミライショウセツ部門

応募作品『太極仙華伝』を改稿・改題したものです。
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　万ばん物ぶつは陰いんと陽ようでできている。

　渾こん沌とんであった世が天と地に分かれた時、澄すんだ気は天となり、濁にごった気は地となった。

　天は陽、地は陰。二つの気はすべての理ことわりとなり、森しん羅ら万ばん象しようが生まれた。そして互いに交合し支え合う二つの気は、いつしか五つの気を生んだ。

　木、火、土、金、水、の五気からは、それぞれ神に遣つかわされた獣けもの──神しん獣じゆうが生まれた。

　神獣の中でも、美しい極ごく彩さいの尾と翼を持つ獣──朱雀すざく。

　ある芍しやく薬やくの香る日のこと。朱雀は長い尾を、鋭するどい棘とげの生はえた石榴ざくろの木にぶつけた。棘に尾をちぎり取られた朱雀は、地面に伏せ、日に日に弱り果てていった。そして三日三晩啼き続けた時、一人の青年がその叫さけびに気づいた。

　青年は悲しき声に誘さそわれ山を登り、倒れる朱雀を見つけた。彼は棘に絡からまる尾を外はずし取り、朱雀へ渡した。それを喜んだ朱雀は、青年とその子孫たちへ恩恵を授さずけた。

　神獣の力を使えるようになった青年は乾いた土地に大たい河がを流し、国を築いた。

　その国こそが、朱雀の守る国──華か弓きゆう。太たい極きよくを重んじる華弓国の始まりである。
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　陽気な春の日差しが、鮮あざやかな萌もえ黄ぎ色の瑠る璃り瓦がわらに降り注そそぐ。朱しゆ塗ぬりの柱や壁、数百もの楼ろうや殿でんの屋根には、今にも飛び立ちそうな朱雀すざくの彫ちよう刻こくが飾られていた。

　繊せん細さいな外観や庭園で彩いろどられたここは、華か弓きゆう国が誇ほこる王都──鳳ほう安あんの王宮である。

　花々の咲き乱れる宮きゆう廷ていを、春風が吹き抜ける。衛え士じは陽光にまどろみ、欠伸あくびを漏もらす。

　しかし、そんな欠伸を吹き飛ばすほどの声が、宮廷の南に建つ大たい常じよう寺じに響ひびいた。

「行け、珠しゆ華か！」

「落ちろ！　足を踏ふみ外はずせ！」

「十、十一……！」

　壮そう麗れいな宮殿にそぐわない、囃はやし立てる男たちの声が辺りに飛び交かう。二階の窓から身を乗り出す彼らは、大常寺前にある朱しゆ門もんをよじ登る少女を見下ろしていた。

　黒い髪を頭のてっぺんでひとまとめにした少女の名は、赫かく珠華。この国でも珍めずらしい女太たい極きよく医い官かんだ。

　新米太極医官の珠華は、門飾りの朱雀に足をかけると、正面の枇び杷わの木に飛び移った。続けざまに枝に足をかけて、さらに上の枝に登る。

「やあっ！」

　まるで猿さるのように木を登り、一番高い場所にあるまだ青い枇杷を捥もぎ取る。

「どうだ！　私の勝ちよ。さあ、約束のものを寄こしなさい！」

　枇杷を片手に、同どう僚りようたちを振り返る。だが、返事はない。

　あれだけ囃し立てていた声は消え、大常寺の窓辺には誰だれもいなかった。

「みんなどこに行ったのよ。隠かくれたって駄だ目めだからね！　賭かけは私の勝ちよ！」

　大常寺に向かって呼びかけた声が、虚むなしくこだまする。珠華は首を傾かしげながら、仕方なく木から下りようとした。だが、その時、

「ぎゃっ！」

　足元の枝がたわみ、ぐらりと体が沈しずむ。枝が乾いた音をさせ、ぽっきりと綺き麗れいに折れた。

　真っ逆さまに枇杷の木から落ちた珠華は、次に来る衝しよう撃げきを思い、目をぎゅっと閉じる。

　けれど、体がぶつかったのは、硬かたい地面ではなかった。

「あれ？」

　ぽすん、と体を包み込んだのは、肌はだ触ざわりのいい絹きぬの衣ころもと甘い白びやく檀だんの香りだ。呆ぼう然ぜんとしつつも目を見開く。

「大丈夫か？」

　珠華を抱きとめたのは、途と方ほうもなく美しい容よう貌ぼうをした男だ。

　涼すずしげな目元に、細く筋の通った鼻び梁りよう、薄うすく形の良い唇くちびる。表情が乏とぼしいことも相まって、精せい巧こうな彫刻のようだ。艶あでやかな漆しつ黒こくの髪は華弓では珍しい短たん髪ぱつで、耳にかかる程度の長さに切り揃そろえている。その異質な頭には、冠かんむりも頭ず巾きんも被かぶっていない。

　彼は異人だろうか。地面との高さからして背は高く、抱きかかえる腕うでも胸も逞たくましい。もしかしたら、異国から来た軍人かもしれない。

（変わった人だな。それに、いい匂においがする）

　ようやく冷静になり、礼を述べようとした。だが、先に口を開いたのは男の方だ。

「……猿も木から落ちる、か」

　男は「ふむ」と、自分の言葉に納なつ得とくしたように頷うなずく。

（この男、私を猿って呼んだ……！）

　珠華は啞あ然ぜんと男を見つめる。

　女でありながら剣を振り回す姿から、珠華のことを猿公こう主しゆと陰かげで噂うわさする者がいる。だが、面と向かって──しかも、初対面の人間に馬ば鹿かにされてはたまらない。

「ふむ。さすがは赫家の娘だな。やはり、面おも白しろい。──なるほど、なるほど」

　男は珠華を無視したまま、一人何かを呟つぶやいている。
















　珠華は額ひたいに青筋を浮かべ、青年の腕から抜け出そうとする。けれど、その前に体は地面へ下ろされる。隙すきをついて逃にげようとしたが、突然、男は珠華を抱きしめた。

「なにするのよ！」

　男の胸を押しのけるが、これまた珍しい赤せき褐かつ色しよくの瞳ひとみが珠華をとらえた。その深い色に、なぜだか動けなくなってしまう。

　じっと、瞳を見つめ返していると、男が口を開いた。

「──赫珠華よ。私の嫁よめになれ」

「はぁっ!?」

　珠華は思わず男を突き飛ばし、腕から抜け出す。

「貴方あなた、ふざけるのも大たい概がいにしなさいよ！」

「ふざけてなどおらん。私は枇杷の木から落ちた猿を嫁よめにする。そう決めていたのだ」

「まぁた、猿って言ったなぁ……！」

　ふるふると握にぎりしめた拳こぶしが震ふるえる。

　このふざけた異人はなんだ。ふざけるにしてもたちが悪すぎる。人を、猿、猿と馬鹿にした態度に、頭の中で何かがブチっと切れた。

「では、これからすることも、猿の戯たわむれだと思って水に流してくださいね？」

「うむ？」

　男は目を瞬またたかせ、首を傾かしげる。柳りゆう眉びを寄せる男に、珠華は微笑ほほえんでみせた。

（天下の太極術師をなめないでよね……！）

　お腹なかを中心に溜ため込んだ気を足裏に集め、十分に練り込んだ時、珠華は地面を強く蹴けり上げる。

　すると、強風にあおられたように高く飛び上がり、くるりと宙で一回転する。男の頭を軽く蹴飛ばすと、そのまま彼の背後に着地した。

「助けてくれたことには感謝します。でも、猿には猿なりの矜きよう持じがあるんです。──では、失礼します」

　男の背中に向けて拱きよう手しゆした珠華は、逃げるようにその場から走り去った。
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「──こんなところにいたのですか、陛へい下か」

　少女に蹴飛ばされた頭を撫なでていた青年は、声のした方を見た。

　枇杷の木の下に佇たたずむ青年を見つけた男が、駆かけてくる。

　まとった赤色の戦せん袍ぽうが音を立てて揺ゆれている。それに合わせて動く長い髪をうなじで一ひと括くくりにし、腰には長剣を差していた。

　男の名は赫かく苓れい雲うん。華弓が誇る禁きん軍ぐん、右う羽う林りん軍ぐんの将軍だ。凜り々りしい眉まゆと屈くつ強きような体たい軀く。二十代後半にして軍をまとめ上げる男は、今日も貫かん録ろくに満ちあふれている。

「おお、苓雲か。そのように急いで、どこへ行く」

「……何をとぼけたことをおっしゃっているのですか。陛下を捜さがしていたのですよ」

「そうであったか、大たい儀ぎであったな」

　臣しん下かをねぎらったというのに心底疲れたように項垂うなだれた。

「それで、こんなところで何をしていらしたのですか？」

「うむ。見つけたのだ」

「見つけた、とは？」

　青年は足元に落ちたまだ熟うれていない枇杷を拾い、薄く笑った。

「私の嫁だ」
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　大陸の南部にある華か弓きゆう国は、数年前まではただの小国の一つであった。だが六年前、大陸の中心にある国──黄こう燐りんとの戦いくさにおいて勝利した。その後、華弓は僅わずか六年足らずの間に豊かな国へと変へん貌ぼうを遂とげたのだ。

　戦で活かつ躍やくしたのが、気き功こうを駆く使しした術を操り戦う太極術師だ。彼らは、戦火を駆け抜ける時の英雄となった。しかし、戦が終わり太たい平へいの世が訪れると、彼らの力は淘とう汰たされることとなる。その力は医術のみに使用を許され、太極医官として役職を残された。

　珠しゆ華かが太極医官になったのは、一年前。わずか十五歳という、最年少の太極医官となったのだ。

「──おい、もっと脇わきを締しめろ！」

　大たい赤せき宮きゆうにある演習場で、禁軍が鍛たん錬れんに励はげんでいる。

　金属のかち合う音と、怒ど声せいに近い掛け声が辺あたりに響く。珠華は、同期の太極医三人と薬くす師し見習いの少年と一緒に、演習場の隅すみで剣を磨みがいていた。

「私を置いてどこかに行っちゃうなんて、信じられない！」

　巾きんで乱暴に刃やいばを磨き、珠華は怒声をあげる。

　先ほどの置いてけぼり事件の発端は、彼らの提案のせいだった。

　大常寺の二階から二十を数えるうちに、木の一番高い所に実った枇杷を取れるかどうか。それが、珠華と彼らの賭けだ。成功すれば饅まん頭じゆうを食べさせてくれるというので、二つ返事で登ったというのに。

　ふくれっ面つらで同僚たちを睨にらみつけると、同期の中で一番の年長者である竜りゆう皓こうに、肩を軽く叩たたかれる。

「まあまあ、そんなにふくれるな。賭けはお前の勝ちなんだ。約束通り、今日の仕事が終われば、饅頭をたらふく食べさせてあげるさ」

　宥なだめるように言われ、怒りが徐々に静まっていく。

　温厚な表情をした彼の名は呂りよ竜皓。年は二十七歳。聡そう明めいな容貌をしているが、太極医官一の事なかれ主義。恐おそらく、先ほども率先して逃げたのは彼だろう。恵まれた体軀と文武に秀ひいでた彼は、太極医官としては珍しく宮廷でも一目置かれた存在だ。

「……まあ、それならいいけど。でも、絶対だからね！　約束破ったら、竜皓さんでも許さないからね」

「そんなに疑われると、悲しいね。心配なら、指切りでもするかい？」

「しませんよ。子供扱あつかいは嫌いやです」

　小指を立てた竜皓から顔をそむける。それでも、頭の熱がようやく冷めてきた時、持っていた剣を横から奪うばわれた。

「拭ふき終わったか？」

「え、うん。終わったけ、ど──っ！」

　言い終わらないうちに、右足に向けて切っ先が振り下ろされる。間かん一いつ髪ぱつのところで足をどけ、それをよけた。地面に突き刺ささった剣を見て、空から唾つばを飲む。

「喧やかましいんだよ、猿女。そんなに腹が減っているなら、お前の足の指を切り落として、口に詰めてやろうか。口も閉じれる上に、そのデカ足も小さくなるぞ」

　一いつ石せき三さん鳥ちようだな、と吐はき捨てたのは曹そう風ふう蓮れんだ。年は珠華と近い十七歳。小柄で細身ながらも美び麗れいな容貌のため、女によ人にんからも人気が高い。けれど、整った顔とは正反対の辛しん辣らつな態度が玉に瑕きずだ。

「猿って言うな！　それに、デカ足じゃない！」

　今日で猿発言は二回目だ。

「そうやで、風蓮。珠華は猿なんかやない。ちーっと、ばかしお転てん婆ばが過ぎるだけや。俺はそういうところも可か愛わええと思うで？」

　西方出身者特有の口く調ちようで風蓮に反論したのは、華か慈じ恩おんだ。年は十九歳。士し喰ぐい族特有の浅黒い肌はだと彫ほりの深い顔。白い歯をのぞかせて笑う顔は底抜けに明るく、つい怒りをそがれそうになる。

「誤ご魔ま化かそうとしても駄目だからね。風蓮も慈恩も私を置いてけぼりにしたこと、忘れたわけじゃないでしょうね」

　珠華が唇を尖とがらせていると、薬師見習いの少年が宥めるように言った。

「も、申し訳ございません、珠華様。風蓮様も悪気があったわけではありませんので、許してあげてください」

「イ、ヤ！」

　珠華は舌を出す。

　その仕草に、少年──鳳ほう瑛えいは困ったようにそばかすのある頰ほおを搔かいた。

　珠華よりも一つ年下の鳳瑛は、風蓮の親しん戚せきだ。派は手でな赤毛とは裏腹に影が薄く、気づいたらいつも風蓮の傍そばにいる。そのため、よく珠華たちに交じっては雑用を手伝ってくれるのだ。

「……そうですよね、僕みたいな、なんのとりえもない薬師見習いの言うことなんて、聞きたくないですよね。申し訳ありません、僕みたいな暗くてじめじめして、愚ぐ鈍どんな薬師見習いが生意気な口をきいてしまって」

「うっ……」

　白布を嚙かみしめて泣きだした鳳瑛に、言葉に詰まる。このままだと、白布で首でも吊つってしまいそうだ。それでも素直に許せないのは、彼らに置き去りをくらったからだ。

「それに急にみんないなくなっちゃって、どうしたわけ？」

「どうしてって……。珠華、分からないのかい？」

　竜皓はかすかに目を見開く。理由が分からず、珠華が頷いてみせた──その直後、

「いつまで剣を磨いているつもりだ！　無む駄だ口ぐち叩たたかず、さっさとしろ！」

　剣を振るっていた武官の一人が、怒ど鳴なりつける。煩うるさく響く声に、珠華は指を片耳に突っ込んだ。

「分かってるわよ。……人手が足りないって言うから手伝ってあげてんでしょ。ちょっとくらい、待ちなさいよ」

「くそっ、太極医官が生意気な。お仲間の医官からも仕事を貰もらえない厄やつ介かい者もののくせに、いつまで宮廷に居座る気なんだ」

「その言葉、兄上の前でも言えるようになってから反論したらどうですか？」

　睨みつけると、歯嚙みした武官は侮ぶ蔑べつを込めた視線を残して立ち去った。

　珠華たちがこれほどまでに嫌われているのには、理由がある。元々、太極術師は戦前、医術に太極術を使う《太極医官》と戦いに使う《太極武官》に分かれていた。だが、戦中は太極武官のみに、反対に、戦後は太極医官のみに統一された。時代と共に形を変える彼らは、敬遠される厄やつ介かい者ものなのだ。

（その上、最近は宮廷での太極武術の使用は基本的に禁止だしね。実際は、黄燐との戦の時に太極術師の陰に隠れていた武官や医官たちが、鬱うつ憤ぷんを晴らしてるだけだろうけど）

　太極医官たちの朝ちよう廷ていでの仕事といえば、医官や武官たちの雑用が主おもだ。

　宮廷に入れば太極術師として、さらに高みを目指せると思っていた。しかし、これでは意味がないだけではなく、後退しているも同然だ。

（なんのために、頭を半刻働かせるだけで知恵熱の出る私が、あんなに勉強して科か拳きよに合格したのよ。早く一流の太極術師にならないといけないのに。こんな未熟なまま、あの人に会いたくない）

　歯は痒がゆさを堪こらえ、ギュッと剣を握りしめて俯うつむく。

「どうしたんだい、珠華。もしかして、変なものでも食べたのかい？」

　勘かん違ちがいした竜皓が、珠華の背中を撫でる。その手を振り払い、珠華は立ち上がった。

「ああ、もう！　太極術が駄目なら剣の稽けい古こだけでもしないと、体が鈍にぶって仕方がないわ」

「せやけど、俺たちが演習場を使ってもええのは、武官たちがおらん時だけやで？」

「何言ってんの。これだけ手伝ってやってるんだから、隅っこをちょこーっと使うくらいいいでしょ。そうと決まれば相手をしなさいよね、慈恩！」

「んな、強引やな」

　剣を一本投げ渡すと、宙で回転したそれを慈恩は受け取った。それを構かまえたのを見て、珠華は磨いていた剣を握りなおす。

「しゃあないなぁ……。怖いお兄さんたちに怒られんように、肩ならし程度やからな？」

「肩ならしなんて言ってられないようにしてやるから、覚かく悟ごしなさい」

　珠華は正せい眼がんに構える。それを見て、慈恩は剣を下段に構えた。

「なっ、何をしているんだ、貴様ら！」

　すぐ傍そばで、また武官の怒声が聞こえた。焦あせりを感じる声は何かに怯おびえているようで、珠華は不思議に思う。

「なんだか騒ぎになりそうだから、さっさと決着をつけた方がよさそうね」

「せやな。──ほんなら、こっちも本気でいくで」

　ちら、と慈恩は武官の方に目をやり、珠華を見み据すえる。それとほぼ同時に、二人は後方に跳とび、距離を取る。

　先に刃を振り抜いたのは慈恩だ。珠華は正眼に構えたまま、じっと待ちうける。

（今だ！）

　襲いくる剣を避さけ、右横から慈恩の首元に剣を突きつける──だがその時、

「……戦地では常に、背後にも気を配らなければならないのだぞ？」

　男の声が聞こえた。動どう揺ようが胸から腕先に走り、剣の動きが止まる。

「誰!?」

　珠華は振り返る。その瞬間、鼻先に鋭するどい切っ先が突きつけられていた。

「これで、そなたは死んだ」

　冷然とした声に、ひやりと心臓が凍こおりつく。

　突きつけられた刃が、斬きり捨てるように振り落とされる。珠華は呆然とその場に立ち尽つくす。

　しかし、すぐに我われに返り、目の前の男を指さした。

「あ、貴方はさっきの失礼な異人！」

「異人？　それは、私のことか？」

　そこにいたのは、ついさっき珠華を猿呼ばわりした男だ。

「そのようなことを言われたのは、初めてだ。さすがはそなたの妹、なかなかに面白い。──なあ、苓れい雲うん」

　男は背後に目をやる。それを追って、珠華も視線をずらす。

「なにぶん、野猿のように気き性しようの激しい女でして、お恥はずかしい……」

「あ、兄上っ！　なんでこの人と一緒にいるの？」

　そこにいたのは、右羽林軍将軍であり赫かく家嫡ちやく子しにして珠華の兄である苓雲だ。

「珠華、ここでは公私混同せず、私のことは兄ではなく──」

「赫珠華！　お、お前はなんて口のきき方をしているんだ！」

　兄の言葉に覆おおいかぶさり、武官が声を荒らげる。

　声は上うわずり、震えているせいで上下の歯ががちがちと音を立てている。

「貴様、このお方をどなたと心得る！」

「どなたって……異国からの客人？」

　答えると、苓雲が呆あきれたようにため息をつく。

「珠華、本当にこのお方に見覚えがないのか？」

「この人を見たこと……？」

　周囲に目をやると、同僚たちも武官たちも叩こう頭とうしている。

　異様な光景の中、珠華はじっくりと男の姿を見る。黄色い長ちよう袍ほうに、金きん糸しと深しん紅くの糸であしらわれた見事な朱雀の刺し繡しゆう。腰には金銀の細さい工くが施ほどこされた剣を提さげている。

（黄色と朱雀……って、まさか！）

　黄おう袍ほうは王だけがまとうことを許されたものだ。さらに、その衣に施された刺繡は華弓の守護獣である、朱雀──

「焰えん慧けい祥しよう陛へい下か……」

　呟いたのは君主の名だ。

　徐々に冷めていく頭で、事態をやっとのみ込んだ。

「申し訳ございません！　陛下に向かって足あし蹴けりなど、しかも異人だなんて……！　私は大馬鹿者でございます！」

　珠華は勢いよく叩頭する。そのせいで思い切り地面に頭をぶつけ、軽く目眩めまいをおこす。

　しかし、今は別の意味で頭がくらくらする。

（私の馬鹿！　いくら太極にしか興味がないからって、なんで自分の仕つかえる君主の顔も知らないの！　いっそ、死ね！）

　何度も頭を地面に叩きつけ、珠華は過去の自分を叱しつ咤たする。

「もう、よい。そのように頭を酷こく使ししていては、石榴ざくろのように割れてしまうぞ？」

　私はそのようなところを見たくはない、と悠ゆう然ぜんとした口く調ちようで慧祥は言う。

「枇杷の木の下でのことは、そなたが気を悪くするのも無理はない。……まあ、女人があのように人を蹴りとばすのは、いただけないが」

「申し訳ありません。どのような処しよ罰ばつでも受ける所存でございます。打ち首でもなんなり、言い渡してください」

「ふむ。見かけによらず、しおらしいことも言うのだな。……意外だ」

「は？」

　見かけによらず、は余計だ。と、思ったが珠華は上げかけた頭を慌あわててもう一度下げる。

「言っておるだろう。そのように畏かしこまる必要はない。面おもてをあげよ」

　珠華が恐おそる恐おそる顔をあげると、慧祥は視線を合わせるように膝ひざを折る。

「陛下、何をなさるのですか！」

　武官の一人が、慌てて止めに入ろうとした。だが、苓雲が片手でそれを止める。

「そなた、どのような罰ばつでも受けると申したな。では、もう一度言おう」

　珠華はぎゅっと目を閉じ、刑が下されるのを待つ。

「──赫珠華よ、私の嫁になれ」

　言い渡されたのは、思いがけない勅ちよく命めいだった。

　近くで「はあっ!?」という慈恩の裏返った声がした。

「そなたを嫁にしたい」

　慧祥は砂のついた珠華の手を取る。珠華はずきずきと痛む頭で状況を把は握あくしようとしたが、上う手まくいかない。

　ただ、慧祥の肩越しに見えた兄は目を伏ふせている。

　どうやら、止める気はないようだ。このまま王の求婚を拒こばめば、宮廷で働く兄や父親の立場を悪くするかもしれない。

　それでも珠華は後こう宮きゆうに入るわけにはいかなかった。

「申し訳ありません、陛下。お断りしまっ──」

「ならぬ」

「エ？」

　真剣な顔で、切り捨てられる。

　こほん、と咳せき払ばらいすると、珠華はもう一度言う。

「え～と。申し訳ありませんが、私は陛下の元には……」

「ならぬと、言っておるだろう。聞こえなかったのか？　ふむ、ではもう少し大きな声で言ってやろう。な、ら、ぬ！」

　耳元で叫ばれた。

（あ、あれ？　なんだろう、耳の奥からキーンって音がする）

　耳が痛み、こめかみを押さえて心を落ち着かせると視線をあげる。

　慧祥は相変わらず無表情で、何を考えているのか分からない。

「あの、私はですね……」

「悪いが、そなたの意見を聞く気はない。これは、私の中で絶対事項なのだ。槍やりが降ろうと、考えを曲げる訳にはいかん。──苓雲、そなたの妹を捕とらえよ」

「えっ！　捕らえるって、ちょっと！　何をするんですか、兄上！」

　苓雲は地面に座り込む珠華を持ち上げ、肩に担かつぐ。

「すまないな、珠華。これも、この国の未来のためだ。悪く思うなよ」

「放せ！　私はここを離れるわけにはいかないの！　後宮になんて絶対に入らないから！」

　苓雲の肩で暴れるが、さすがは右羽林軍将軍。びくともしない。

　最後の期待を込めて、同期の太極医官たちに目をやる。

（あっ！　目をそらしたな！）

　さっと、目線を下げた三人を「裏切り者！」と、心の中で罵ば倒とうする。

「ほう。元気な女子おなごだな。気に入ったぞ」

「気に入られたって、嬉うれしくないです！」

　顔を上げ、満足そうに頷うなずく慧祥を睨みつける。だが慧祥は珠華から視線をずらし、武官たちを見回した。

「訓練中に、邪じや魔まをしたな。──では行くぞ、苓雲」

「御ぎよ意い」

「御意じゃない！　放せぇええ！」

　演習場に、珠華の叫び声が響く。

　啞然とする同僚や、武官たちの視線が突き刺さる。そんな中で、珠華は君主と実の兄の手によって、連れ去られてしまった。
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　静せい寂じやくであるはずの後宮に、不釣り合いな怒声が駆け抜ける。

「いい加減にしてよね！　ここから出して！」

　美しい朱雀の浮き彫りが施された扉とびらに、珠しゆ華かは思い切り蹴りをくらわせる。だが、扉はびくともしない。

　もう、何度目か分からないその行為に、とうとうその場にへたり込んだ。

（ああ……なんでこんなことになったんだろう）

　兄に担がれ連れてこられたのは、後宮である太たい陰いん宮きゆうだ。

　そこで何人もの女官に衣ころもをはぎ取られ、新しい衣を着せられ、貴き妃ひの住まうこの芙ふ蓉よう殿でんに閉じ込められたのだ。

　恐らく、扉の外側に鎖くさりがかけられているのだろう。体をぶつけるたびに金属の擦こすれる音が聞こえた。

　どうやら、ここは寝室らしい。大人おとなが三人は寝そべることのできそうな、天てん蓋がい付きの寝しん台だいがある。長なが椅い子すや円えん卓たくなどの家具は、どれも黒こく檀たんで作られたものだ。蝶ちようや唐から草くさの透すかし彫ぼりが施され、夜具や垂たれ布には繊細な金刺繡があしらわれていた。

　柱から窓まど枠わくに至いたるまで、一いち分ぶのすきもなく飾り立てられた室へやは居い心地ごこちが悪い。

「……やっぱり、私には堅かた苦くるしいや」

　室を見回し、憂ゆう鬱うつと共に息を吐き出す。

　扉に凭もたれかかり俯くと、髪に挿さした金の簪かんざしがしゃらりと涼しげな音を立てる。

　珠華は頭から一本、簪を抜く。普通の娘なら、これだけ飾り立てられれば喜ぶだろう。けれど、珠華には煩わずらわしいだけだった。

　玉や金銀でできた簪や櫛くしは、如何いかんせん量が多すぎる。複雑に結ゆった髪に何本も挿さされたのでは、重たくて頭痛がする。

　顔は紅や花か鈿でんで彩られ、朱色の衣は袖そで口ぐちも裙くんも長く広がり、動きにくい。しかも、薄黄色の披ひ帛はく付きだ。

（こうなったら、今すぐ裸はだかになってやろうかな。裸になって暴れ回ってやれば、気がふれたと思って出してくれないかな？）

　もう、我が慢まんの限界だ。衣に手をかけ、あらん限りの声で叫ぶ。

「誰でもいいから、ここから出せえええ！」

「──鳳安中に響き渡りそうな、見事な叫び声だな」

「うぎゃっ！」

　突然開いた扉に押され、前方にくるくると転がった。文ふ机づくえにぶつかり止まると、仰あお向むけになったまま声の主ぬしに目をやる。

　逆さまの視界にいたのは、涼しげな顔をした慧けい祥しようだ。

「手を貸そう」

「結構です。陛下のお手を煩わせるわけにはいきませんから！」

　やっと現れた敵に、息巻いて立ち上がる。脱ぎかけていた衣を整え、慧祥を見据えた。

「手荒な真ま似ねをして、悪かったな。だが、事態は一刻を争う。そなたには、貴妃となってもらいたい。安心しろ。王妃でなく、貴妃だからな。気を張る必要もない」

「お待ちください！　私が貴妃になるなんて、どういうことですか？　自慢じゃありませんが、後宮にいる女官たちと比べたら、私なんてそこらの石っころみたいなものですし、楽や詩学に秀でているわけでもありませんし。周りからは猿公主なんて呼ばれる女ですよ？　貴妃なんて恐れ多いです」

「確かに、あの俊しゆん敏びんな動きはまるで猿のようだったな」

　ふむ、と納得された。それはそれで、腹が立つ。

（だっから、なんでそんな猿を貴妃になんてするんだっての！　猿回しにでもなる気？）

　とは言えず、苛いら立だちで口元がひくついた。

「何よりも、そなたには太極術があるだろう。それに、さすがは赫かく家の娘だけあって、剣術はなかなかのものだと苓れい雲うんが言っておったぞ」

「兄上が、そのようなことを？　……じゃなくて！」

　ふわっと頰がほころんだが、ぶるぶると首を振って弾はずんだ心を落ち着かせる。

「そなたの父親である赫兵へい部ぶ尚しよう書しよにも、すでに話はつけておる。先ほど、ばったり回かい廊ろうで会ったのだが、あんなはねっ返り娘でよければどうぞと、言っていた」

「ち、父上が……」

　緩ゆるみかけていた顔が、絶望の色に染まる。

　国防を司つかさどる兵部の尚書である珠華の父──潤じゆんは、華弓でも一、二を争う武人として有名だ。珠華も兄と同じように武人としての父親を尊敬している。

　しかし、尊敬する父の了承を得ているからといって、ここで引くわけにはいかない。

「周りがどう言おうと、納得できません。陛下はどうして、私を貴妃にしようとするのですか？」

「うむ……。やはり、そなたには、すべて話しておかなければなるまい」

　声をひそめた慧祥に固唾かたずをのむ。

「宮廷の占せん術じゆつ師しに言われたのだ。木から落ちた猿を、嫁にしろとな」

「はい？」

　声が裏返った。けれど、慧祥は気にせずに神しん妙みような顔をしたまま話を続ける。

「私も最初は信じていなかった。私を馬鹿にしているのかと剣を突きつけてみても、怯えるばかりで、偽いつわりは申していないと言う。不ふ審しんに思い、宮廷中の占術師に占うらなわせたが、皆口を揃えて同じことを言うのだ」

「猿を、嫁にですか？」

　慧祥は無言で頷く。

「陛下は、何をお望みなのですか？」

　荒こう唐とう無む稽けいなことを言われ続けても、諦あきらめずに占おうとしたことだ。重要な事柄に違いない。

　しばし思し案あんした慧祥は、ようやく口を開く。

「華弓の守護山は知っておるな？」

「守護山って言ったら──夏か風ふう山ざんのことですよね？」

　華弓国の王都、鳳安の北にそびえる山《夏風山》。天を貫つらぬくほどにそびえる岩山は、朝陽を浴あびるたびに燃えるような赤に染まる。

　夏風山は昔から信しん仰こうの対象とされてきたが、その理由は荘そう厳ごんな姿からだけではない。神聖な獣《朱雀》が棲すんでいたからだ。

　神の使いである朱雀は、年に数回、人々の前に姿を現していた。だが、ここ数年人前に姿を現していない。

「最後に朱雀が夏風山に現れてから、何年が過ぎたか分かるか？」

「……黄燐国に勝利した年ですから、六年くらい前ですね」

「そうだ。以降、現れていない。朱雀は吉きつ兆ちようの証あかし。朱雀が姿を消してから先王は体を患わずらい、その二年後に崩ほう御ぎよした。私が玉ぎよく座ざを継ついだ後も、朱雀が現れることはない。──私は、この国に朱雀を戻したいのだ」

　信念のこもった声が耳に響く。どうやら、朱雀が国に戻る方法を占わせたようだ。

「朱雀は昔から、国に吉兆があると王の元に現れるという。伝説では、朱雀は華弓に太極術をもたらし、その種を王家に授けたとある。太極術の花が芽吹く時、それは吉兆の現れなのだ」

「太極術の花が芽吹く……。それって、もしかして太極秘ひ儀ぎのことですか？」

　珠華は目を輝かせる。

　太極秘儀とは、太極術の中で最も尊とうとい術だ。太極術師ならば、死ぬ前に一度は拝おがみたいとまで言わしめる憧あこがれの術。その使用法は王族のみが知っている。

「太極秘儀は男と女が愛し合う時、完成する。そして子は、陰いんと陽ようから生まれる。男女の愛──それはすなわち、国の繁はん栄えいを表すもの」

「へぇ、だから吉兆の現れなんですね。じゃあ、太極秘儀を発動すれば、朱雀はこの国に現れるのですか？」

「恐らくな。私が父親から受け継いだのは、太極秘儀《仙せん華か》だ。すべての邪じや気きを浄じよう化かするこの術は、朱雀の力をも上回ると言われている。この術を、そなたと私で完成させるのだ」

「私に太極秘儀を伝でん授じゆしてくださるのですか！」

　弾んだ声を出すと、慧祥は「うむ」と頷いた。

「太極とは本来、この世の理ことわりである陰いん陽ようを操るものだ。陰は女、陽は男。陰は月、陽は太陽。この世は陰と陽で成り立っている。それは人の体も同じ。体を廻めぐる陰陽を操り、太極術師は力を駆く使しする。だが、その力は完全ではない。男女の力が合わさり、初めて本来の力を発はつ揮きする。太極秘儀は男女が心をかよわせることで、完成するのだ」

「私と陛下が、心をかよわせる……」

　言いかえれば、愛し合う──そこまで考え、首を横に振る。

（私が陛下と愛を育はぐくむ!?　ありえない、そんなのありえない！）

　慧祥と愛し合い、笑い合う姿を想像し、全身に鳥肌が立つ。

「男女の仲を深めるには、夫婦になるのが手っ取り早い。だから、太極医官であるそなたを嫁に取り、《仙華》を完成させるのだ。どうだ？　良い考えであろう？」

　いい考え、なのか？　と、首をひねる。

　もしかしたら、これは太極術師として名をあげる好機かもしれない。けれど、目の前の男と太極秘儀を完成させることができるのだろうか。

　ただの小娘と、一国の主あるじだ。しかも、互いに第一印象は最悪なはずだ。

「陛下は私と心をかよわすことができると、お思いですか？　私は周りから、猿公主なんて呼ばれているんですよ？」

　太極の陰を果たせる自信がない。

「周囲が何と言おうと、案ずることはない」

「でも、でもっ……」

　引き下がらない慧祥に、珠華は口ごもる。

「──そうだな、そこまで心配するのなら、苓雲直じき伝でんの男女の付き合い方を試してみようではないか。よし、決まりだ。行くぞ」

「行くって、ちょっと！」

　手を強引に繫つながれ、珠華は芙蓉殿から引きずり出される。

「どこに行くんですか？」

「ついてくれば分かる」

　芙蓉殿を出た慧祥は、珠華の手を引きながら宮廷の奥へ向かう。回廊を抜け、いくつかの門を通るたびに、女によ官かんや宦かん官がんらが跪ひざまずくのが横目に見えた。

（なんだろう、変な感じ──）

　王が傅かしずかれるのは当然としても、痛いほどに、冷たい視線が四方から突き刺さる。

　肌が粟あわ立だつほどの感情の向かう先には、慧祥がいた。

（気のせい──じゃないよね。陛下は気にしてないみたいだけど）

　顔は見えないが、気の乱れは一切感じない。

　不思議に思いながらも、考える暇ひまもなく慧祥に連れられて歩いていく。

　後宮の裏手に出ると、艶やかな花々が見えた。生おい茂しげった木々と色とりどりの花に、涼しげな池。水面にかかるほどにしな垂れた柳やなぎが、流れる水に紋もん様ようを作る。

　池の中心には狭い島があり、豊かな緑の隙すき間まから朱色の亭ていや楼がのぞいている。

　慧祥は池にかかる橋の前で止まる。目の前に広がるのは、見事な芍しやく薬やくだ。薄うす紅べに色や赤色の花は、まだ蕾つぼみのものも多い。

「少しだけ時期は早いが、これだけの蕾もまた、趣おもむきがあるだろう？」

「……私は花のことはよく分からないんで、趣と言われましても」

　芍薬の蕾の前で、腰を屈かがめる。

　柔やわらかな風に乗って、甘く芳かぐわしい香りが鼻び孔こうをくすぐった。

　蕾を指先で突いていると、慧祥が薄紅色の芍薬を一本摘つんだ。あっと、声をあげる間に、開きかけた芍薬が珠華の髪に挿される。

「そなたには、花がよく似合う」

　満足げに珠華を見て、慧祥は微笑む。表情の乏しい男の綺麗な笑みに、つい手を振り払うのも忘れてしまう。

「男女の付き合いの第一歩として、そなたに贈おくり物をしてみたのだが、気にいったか？」

　花で飾った黒髪を、優しい手が撫でる。

「やめてください、花は嫌いです。というか、男女の、付き合いって……」

　完全に、貴妃になるための一歩を歩まされている。

　気づいた瞬間、顔から血の気が引いていく。

「話によると、仲を深めるためには逢おう瀬せを重ねなければならないらしいな。それもあわせると、これで私たちは夫婦になるための道を二歩も進んだことになる」

「ちょっと待ってください！　私に貴妃が務まるとは思えません。もしも、太極術の使える女が必要なら、太極術師の家を探せばいるでしょうし」

「だが、太極医官になるほどの実力を持った者を探すことは、容易ではないぞ。それに、私はそなたを嫁にしたいのだ。──木から落ちた猿を嫁にしろ。何度占っても変わらなかったということは、これは天のお告げに違いない」

　頑がん固こな王に、頭を搔きむしりたくなる。

　馬鹿らしい占いによって、こんな重大なことを決められてはたまらない。

「お言葉ですが、陛下。私には貴妃になる資格など、なに一つ持ち合わせていないのですよ？　こんな猿を後宮に入れては、陛下が馬鹿にされます」

「資格など、とうにそなたは持っているではないか。私は男で、そなたは女。それだけで十分だ。物事の理は、すべて陰陽。誰が何と言おうと、そなたは女だ」

　女、という部分に胸が鈍く痛む。

「それに、あの木の下での出来事はもはや運命だとは思わぬか？　そなたとなら、太極秘儀を完成させられると思ったのだ」

「運命だろうとなんだろうと、私が目指しているのは一流の太極術師です。私には恩義を返さないといけない人がいるんです。その人のためにも、ここで貴妃になることはできません」

「恩義を返す？」

　慧祥に聞き返され、珠華は言いよどむ。けれど、覚悟を決めると大切な思い出を口にする。

「六年前の戦で、黄燐の兵士から私の命を救ってくれた人です。私はその人を追いかけてここまで来ました。彼は太極術師として、戦に参加していましたから。ここに来れば彼に会えると思い、太極術師になりました」

　幼い頃、戦地で黄燐の兵士に襲おそわれた。その時、助けてくれた彼の背中が忘れられない。あの日から、珠華の目の前にはいつも彼の姿があった。

「こんな邪よこしまな理由、非難されても仕方がないと思います。でも、私は──」

　言いかけて、慧祥がかすかに笑っていることに気づく。「なるほど」と、頷く姿に珠華は眉をひそめる。

「貴妃といっても、太極秘儀を完成させるために後宮に入ってもらうのだ。それ以外のことは、そなたに求めない。そなたは、太極秘儀を完成させることだけを考えていればよい。私を利用すればいい。太極秘儀を習得すれば、一流の太極医官に近づけるぞ。それに、そなたには太極医術の才能がある。私のお墨すみ付つきだ」

「まさか！　自慢じゃないですけど、繊細な気き遣づかいが必要な太極医術は大の苦手なんですよ。ほんと、どうして太極医官になれたのか不思議なほどで」

「そなた、太極科挙の合否を最終的に決定するのは私であることを、忘れていないか？」

「……はっ！」

　そうだった。

　王の前で行われる殿でん試しでは、俯きながら頭の中に詰め込んだ知識を呪じゆ文もんのように唱となえていた。そのせいもあって、君主の顔を覚えていなかったのだ。

（ということは、陛下は私のことを前から知ってたってことだよね？）

「でも、一介の太極医官の小娘が陛下を利用するなんて。陛下はそれでいいんですか？」

「もちろんだ。そなた以外に、私と共に太極秘儀を完成させられる者はいない。これは運命だ。そなたでないと私は嫌だ」

　きっぱりとした言葉に、頭が痛くなる。

　そんな珠華を無視して、慧祥はおかまいなしに手を伸ばした。珠華の頰を撫でた手は、細く綺麗な指からは想像できないほどに硬い。

　その感触は、兄や父の手とよく似ていた。

（こんなに綺麗な手をしているのに、まるで武人みたい）

　しかも、並大抵の武人ではない。戦地を駆け抜けた者の手だ。

「……ほう、ようやく私と愛を育む気になったのだな？」

　気がつくと、父や兄にそっくりな冷たい手を摑つかんでいた。

「え？　あっ、いや違います！　断じてそういう意味ではありません！」

「照れなくともよい。女子からの誘いだ。男が無む下げにしてはならんと、苓雲から教わった」

（なんてことを教えているのよ、兄上！）

　慧祥に余計なことを吹き込んでいる苓雲を、珠華は心の中で非難する。

「では、仲良く手を繫いで、そなたを芙蓉殿に送り届けようぞ」

　嬉き々きとした様子で、慧祥は珠華の手を引き歩きだす。

　どうやら、この男から逃げることはできそうにない。

（だったら、やってやろうじゃないの。こうなったら、貴妃になってとことん利用してやる。太極秘儀を完成させて、朱雀を召しよう喚かんすれば一石二鳥！　きっと、あの人の役にも立てるはず！）

　それまでは、憎にくいほど煌きらびやかな衣も簪も我慢してみせる。

　先を歩く慧祥を追いかけながら、珠華は髪から花を抜き取り捨てた。
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　芙ふ蓉よう殿でんにつくと、仕事があるからと慧けい祥しようは執しつ務む室しつへ去っていった。しかも、ちゃんと扉とびらには鍵かぎをかけてだ。

（貴き妃ひって暇ひまだな……）

　逃にげ出そうとしていた珠しゆ華かは、蝶ちようの紋もん様ようが彫ほられた黒こく檀たんの椅い子すに凭もたれかかり、窓からぼうっと外を眺ながめる。

　しかもお腹なかがすいた。本来ならば今頃、竜りゆう皓こうに饅まん頭じゆうを奢おごってもらっていた頃だ。

　そう考えたとたん、お腹から気の抜けた音がした。

「お饅頭、食べたい……」

　お腹を押さえていると、扉の方から声が聞こえた。

「失礼いたします」

　鍵を開けて室へやに入ってきたのは、白しら藍あいの衣ころもを着た女によ官かんだった。その顔を見たとたん、思わず声をあげそうになる。

　猫ねこのようなつり気味の瞳ひとみに、柔やわらかい髪。彼女と会うのは三年ぶりだが、化け粧しようをしていても面おも影かげは、はっきりと残っている。

　彼女は同どう郷きようの幼おさな馴な染じみである、玉ぎよく琳りんだ。

「──アンタ、いつの間に鳳ほう安あんに来ていたのよ！」

「……」

　無視された。

　立ち上がり指さす珠華をよそに、玉琳は黙だまって用意したお茶を卓上に置く。

「もしかして兄上を追って後こう宮きゆうに入ったの？　昔から兄上のこと、好きだったもんねぇ」

　幼おさない頃から、苓れい雲うんの姿を見るたびに桃色の空気を漂ただよわせていた少女を思い出す。

　ニヤニヤ笑いながら、俯うつむく玉琳の顔をのぞき込む。

「……あら、どこから声がするのかと思えば、猿さるが後宮に紛まぎれていたなんて。なぜ、こんなところにいますの？　貴女あなたみたいな猿公こう主しゆ、貴妃の名に一番程遠いじゃございませんの」

「なっ！　私だって好きでこんなところにいるわけじゃないってのよ！」

「まあ、なんて口のきき方をなさるの？　ここは、猿公主の遊び場じゃございませんのよ。どんな理由があろうと、陛へい下かが猿を娶めとったと噂うわさにならないように、最低限人間らしく振る舞ったらいかがかしら？」

　すっと袖そでで口元を隠し、玉琳は嘲あざ笑わらうように言った。

「だいたい、私が苓雲様を追ってここまで来たことを笑える立場ですか。貴女だって、思い出の君を追って、ここまでいらしたのではなくて？　猿公主だなんて言われているガサツ女が、男に現うつつを抜かしているなんてお笑い草ではございませんの」

「あの人は私の憧あこがれの人なの！　恋愛脳のアンタには分からないかもしれないけどね」

　カッと頭に血が昇り、嚙かみつくような声が出る。

　黄こう燐りんの兵士から救ってくれた少年。幼馴染みの玉琳は、この話を知ってからというもの、時々こうしてからかってくる。

「もういい、アンタに分かってもらおうなんて思わないし。ここに一人でいてやることもないし、寝る！」

　夜具にくるまってふて寝してしまおう。椅子から立ち上がり、寝室へ向かう。

「逃げるのですか？」

　背後から投げかけられた声に、珠華は動きを止める。

「武芸に秀ひいでた赫かく家の娘とはいっても、結局、貴女は女ですもの。こうして、貰もらい手があっただけでも万ばん々ばん歳ざいだというのに。恥はずかしげもなく、後宮に来てまでぐーたら昼寝三ざん昧まいですか、太たい極きよく術じゆつ三昧ですか。良いご身分で恐おそれ入りましたわ」

「……別にそういうわけじゃないし。それに貴妃っていっても太極秘ひ儀ぎを完成させるためにここに来ただけだし」

「いつだって二言目には太極、太極と口ばかり。亡なくなった貴女の母君も泣いていますわよ。例の恩人だって、自分を追ってきた女がただの食い意地のはった太極馬ば鹿かだと知れば、さぞやがっかりするでしょうね」

「……言ったなぁ？」

　わなわな震ふるえながら、振り返る。

「そこまで言うなら、なってやろうじゃないの、肩書だけじゃない、立派な貴妃に！　金こん輪りん際ざい、太極馬鹿なんて呼べないようにしてやるんだから」

　昔から、ついカッとなりやすい性格だった。特に《母》と《恩人》の話が絡からむと、感情を抑おさえられなくなる。

　その時の珠華には、何かたくらんだ顔をした玉琳も見えていなかった。
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　次の日から、珠しゆ華かの特訓は始まった。

　まずは、ひらひらとした動きにくい衣で自由に歩く練習だ。

　殿の外庭で、容よう赦しやない叱しつ咤たが響く。

「だから、どうしてそんなに大おお股またでがばがば歩くのかしら？　そうではなくて、内股で静々と歩きなさい」

「静々って、何？」

　門の前に置かれた間仕切りの前から、珠華は殿の前まで歩き、立ち止まる。

　そして、長い裾すそに足を取られ、無ぶ様ざまに転んだ。陽光の下、反転した世界で塀へいに施ほどこされた蝶の装飾がキラキラと光っている。

（ああ、蝶のようにここから飛んでいけたらなぁ）

　今まで出会ったどんな武術の師よりも厳しい玉ぎよく琳りんに、珠華は現実逃とう避ひしたくなった。

「情なさけないですわねぇ。衣も操れないとは、女の風かざ上かみにも置けませんわ」

「そんなこと言ったって、こんな浮うわついたものなんて、今まで着たことないんだもん。いつもはもっと袖も絞しぼってあって、こんなに長い裙くんなんて着ないし」

　言い訳をつらつらと並べると、幼馴染みの眼がん光こうが刃やいばのように鋭するどくなる。

「言い訳を並べるのは、やめなっ──」

　そこまで言いかけて、玉琳は口を止めた。視線は殿の門へと向いている。

　珠華は目を瞬まばたかせつつ、玉琳の視線を追った。

「そのようなところに寝そべり、何をしている？　そなたは寝そべるのが好きなのか？」

　芙蓉殿に入って来たのは慧けい祥しようだ。

　慌あわてて立ち上がり、珠華ははだけた長ちよう裙くんを整える。そんな珠華をよそに、玉琳は拱きよう手しゆした。

「陛下まで、私をぐーたら昼寝三昧女だと思ってるんですか？」

「昼寝三昧？　別にそこまで申してはおらんが、そうなのか？」

「さすがの私も、そこまでずうずうしくないですよ。……そうではなくてですね、えーと、その、この特とく殊しゆな衣で歩く練習を、ですね」

「特殊な、衣？　はて、そなたが着ている衣に、別段変わったところは見られないが──まさか、特殊な武器でも隠かくせるようになっているのか？」

「貴妃にそんなものを着せて、何をさせる気ですか。違いますよ。私、こういう深しん窓そうの姫君しか着ないようなかさばった衣は、着たことがなくてですね」

「ほう、そういう意味か。まったく、驚いたではないか」

　どんなことを想像したのか、慧祥は額ひたいに滲にじんだ汗を拭ぬぐっている。

　意外と天然な王様に、国の未来が少しだけ心配になる。

「しかし、そのようなものをまとっただけで動きが鈍にぶるとは情けないぞ」

「陛下は女ではないから、そんなことが言えるんですよ。見てくださいよ、この機能性という面からかけ離れたひらっひらな長裙を！」

　珠華はわざと裾を揺ゆらしてみせる。けれど、それを見ても慧祥は平然としていた。

「なんてことはない。衣はそなたに合わせて動いているのだ。太極と同じだ。そなたが陽ようで、衣が陰いん。そなたが動けば、衣がそれに合わせて動く。それだけのことだ。そうだな、では夫婦の共同作業として、一緒に歩いてみるとしよう」

「一緒にって、それって余計に歩きづらっ……」

　い、を言いきる前に、玉琳に睨にらまれる。

「さあ、手を引いてやるから、歩いてみるがいい」

　右隣に立った慧祥に手を取られ、珠華は仕方なく歩きだす。

（ええと、私が陽で、このひらっひらが陰ねぇ……）

　足を前に出せば、それに合わせて裾がゆらりと動く。続いて、反対の足を出した。歩くたびに衣は揺れるが、それには一定の法則がある。流れた衣は、元の位置に必ず帰ってくる。それはまるで、着る者の動きについてくるようだった。

「今度は、そなたが衣の動きに合わせてやればよい。そうすれば、上う手まくいくぞ」

　慧祥はゆっくりとした口く調ちようで言う。

　こくんと珠華は素す直なおに頷うなずき、足元を見る──すると、

「あ、歩けた……」

　衣が返ってきた後に、慎しん重ちようにもう一方の足を出す。できるだけ歩ほ幅はばを小さくすれば、さらにしっかりとした歩き方になった。
















「見てよ、玉琳！　私、歩けてる！」

　嬉うれしくなり玉琳の姿を捜さがす。

「おばか、ちゃんと前を向きなさい！」

　玉琳の叱咤が飛び、その拍ひよう子しに足を衣に取られた。

「ぎゃっ！」

　前のめりに倒れた珠華を、柔らかい春の陽だまりのような香りが包み込む。

「すぐに気を抜くのは、いただけないぞ」

　引き寄せられた体は、いとも容易たやすく慧祥の胸に抱きとめられた。

「くっ、不覚です。こんな無様な姿をさらしてしまうなんて、赫かく家の恥はじです」

「そう、落ち込むことはない。──いいか、珠華。それが静々だ。そなたの静々は合格だ」

　慧祥は珠華の体を離すと、その手を取る。

「すごいぞ、珠華。短時間で、よくぞここまで成長したな」

「別に、こんなことで褒ほめられても嬉しくないです。私は太極術師ですから」

「そう言うな。そなたは貴妃として、素晴らしい一歩を踏ふみ出したのだ。習得した静々で、後宮中を歩いてやるといい。皆、驚くぞ」

　引っかかる言葉はあるものの、手放しで褒められると悪い気はしない。

「陛下、まだまだ貴妃としての作法は、覚えることが山ほどあります。これしきのことで手放しに喜ぶのは、いかがなものかと……」

　玉琳が釘くぎを刺さすように口を挟む。

「よいではないか、共に喜びを分かち合うことは、夫婦として当然のこと。これで珠華も、立派な妻になれること間違いなしだ」

「……できれば私は立派な太極術師になりたいのですが」

「太極術師ではなく、太極医官だ。しかし、なんにせよ、先ほどの手ほどきは必ず太極術を使う際に役に立つぞ」

「そう言われれば、確かに役に立つかも」

　自然の流れ──陰いん陽ようの動きを読み、己おのれの力に変えること。それが太極術師にとって大切なことだ。

「でも私はもっと、こう──戦地で役に立つ太極術を使えるようになりたいんです。例えば、太極秘儀とか！」

「そう焦あせるな。まあ、いいだろう。明日、私が太極術の稽けい古こをつけてやる」

「陛下が、太極術をですか？」

「珠華！」

　不思議に思い呟つぶやくと、背後に控ひかえた玉琳に耳元で咎とがめられる。

　どうしたのかと瞬くと、慧祥の目が僅わずかに見開いた。

「……そなた、知らぬのか？」

「何をですか？　あ、でもそうですよね。一緒に《仙せん華か》を完成させたいとおっしゃっていたぐらいですから。太極術を使えるのは、当たり前でしたね」

「いや、知らぬのならよい。今日は仕事中に抜け出してきたからな。すぐに執務へ戻らねばならないのだ。では、珠華。明日も必ずそなたに会いに来るからな」

「え、お忙しいなら別に毎日来なくても──」

「なんてことを言うのですか、珠華、様！」

　鬼のような剣幕で玉琳に叱しかられ、ぐっと言葉を飲み込む。

「何を怒っている、玉琳。珠華は忙しい私を気き遣づかっているのだぞ。やはり、私が見込んだだけあって、優しい女子おなごではないか。これぞ、働きづめの夫を心配する妻の図、ではないか。なあ、珠華よ」

「同意を求めないでください。私の良心をじわじわと痛めつける作戦ですか？」

　胸を押さえながら後ずさると、慧祥は首を傾かしげた。

「よく分からんが、まあいい。──では、行ってまいる」

　いつもは無表情な顔が、どことなく明るく見える。

「なんですか、その期待に満ちた目は」

「うむ、そなたは少し鈍いようだ。ここは妻が、行ってらっしゃい、アナタ。と言うところだと、苓れい雲うんに聞いたのだが」

　眉まゆを下げた慧祥に、珠華は顔を引きつらせる。

「兄上ったら、また陛下に変なことを吹き込んだのですね」

「変なことではない。苓雲は男女の仲について助言をくれただけだ」

　おかしなことを言う、と不思議そうな顔をする慧祥に、いち早く玉琳が反応する。

「苓雲様が、男女の仲について助言を？　そんな、まさか！」

　玉琳は頭を抱かかえてぶつぶつと呟く。

（あの堅かた物ぶつな兄上が、陛下の恋愛ご意見番になってるなんて、想像がつかないわ）

　実兄にそんな助言ができるほど経験があるとは知らなかった。

「では、もう一度言うぞ？　行ってまいる」

「…………いってらっしゃいませ、へーか」

「ふむ。そこはア、ナ、タ、だろう。だが、今日のところはそれでよい」

　若じやつ干かん、不服そうにしながらも、慧祥は殿を出て行った。その背中が見えなくなると、なんだかどっと疲れた。

「──ところで、さっきはなんであんな大きな声を出したわけ？」

　慧祥を見送った珠華は、振り返り気になっていたことを尋たずねる。

「貴女、本気で言ってらっしゃるの？」

　先ほどまで落ち込んでいた玉琳は、長い袖で口元を隠す。

　蔑さげすむような視線を受けながらも、珠華はこくんと頷く。

「陛下が太極術をご教授してくださるというのに、貴女が惚ほうけた顔をするからよ。あの方は十四にして太極術を使いこなし、修しゆ羅らのごとく戦火を駆かけ抜けた、華か弓きゆうの英雄ですのよ？　その英雄が指導をしてくださるというのに、貴女って人は頭も猿並みなのかしら」

　玉琳はわざとらしく首を振る。

「華弓の英雄？」

「宮きゆう廷ていでは有名な話ですわよ。大抵の人はこの話をする際に、畏い怖ふと嫌けん悪おを込めて話しますわ」

「畏怖と、嫌悪……？」

「たった十四の子供が、黄燐国の屈くつ強きような兵士たちの屍しかばねを積み上げていったのです。恐れられていても、当然ですわ」

「それって、本当なの？　あんなに惚けた人が戦火を駆け抜けただなんて」

「陛下は太極武術と剣の名手ですのよ。しかし、黄燐との戦い以来、太極術師のすべてが太極医官となり、医術以外での太極術の使用を制限されるようになりましたでしょう？」

　憂うれいを含んだ息を吐はき、玉琳は続ける。

「陛下がその法を改正しないのは、周囲の太極術、特に太極武術に対しての目を気にしてのことでしょう。大戦に勝利したのが十四の少年のおかげなんて、官かん吏りたちは考えたくもないでしょうから」

　玉琳は冷めた声で話した。

「だいたい、太極医官である貴女になぜこのようなことを説明しなくてはいけませんの？」

「だって、今まで太極術そのもののこと以外に興味なかったんだもん……。というか、逆にアンタはなんでそんなに詳しいのよ」

「女官には女官の付き合いがありますのよ。詮せん索さくは不要です」

　強気な口調だが、玉琳は何かを誤ご魔ま化かしているようだ。じっと目をのぞき込むと、すぐにそっぽを向かれた。

（まあ、いいや。これ以上詮索しても、私が玉琳に口で勝てるわけないし。──それにしても、十四で戦地を駆け抜けた少年か）

　脳のう裏りに浮かんだのは、一人の少年の後ろ姿だ。

　それは六年前、命を救ってくれた恩人だった。真っ赤な戦せん袍ぽうに、舞い散る艶つややかな長い黒髪。頭のてっぺんで一ひと括くくりにした髪は、慧祥の短髪とは似ても似つかない。

　だが、少年の振り向いた顔は──

（やっぱり思い出せない……）

　──大丈夫か？

　そう言って手を差し伸べてくれた少年の顔が、霞かすんでいる。ただ覚えているのは、仙せん女によのように美しく太極術を操ることだけだ。それでも、少年の気の感触は今でも肌はだに残っている。再会して術を見ればきっと分かる。そう思ってきた。

（修羅のごとき少年）

　珠華は慧祥の去って行った門をじっと見つめ、強く手を握にぎりしめる。体に渦うず巻まく気がざわりと騒さわいだ。
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　芙蓉殿の外、塀からはみ出すように伸びる柳やなぎがかさりと音を立てる。

　黄色い瓦かわらに手をかける不ふ審しんな影が一つ、その下にもう一つ。二人を見守る少年が、その傍かたわらで視線を泳がせている。

「──ほんで、なんか見えたんか？」

「不用意に上を向くな、踏み台。お前は俺の踏み台だろう。動くな、話すな、息を殺して踏み台になりきれ」

「誰がお前の踏み台やねん！　好きでこんなことしてるんとちゃうわ！」

　朱色の塀を背に、慈じ恩おんは怒ど鳴なりつける。その肩には風ふう蓮れんが乗り、芙蓉殿をのぞきこんでいた。

「だいたい、お前が俺より小柄やから、わざわざ俺が下になっとるんやないか。羨ましいで、俺もお前みたいに小さい体やったらよかったわ」

　ぼやいたとたん、慈恩の頭に鈍い痛みが走る。

「いたっ、何すんねん！　お前、頭を踏みつけるなんて卑ひ怯きようやぞ」

「喧やかましい踏み台だな。この首を落とせば、少しは静かになるのか？」

　風蓮は足に力を込める。

「ちょ、待て、このまま俺の首を折る気やないやろな！　ぐえぇっ！　マジで洒しや落れにならんからやめろ！」

　冗じよう談だん抜きで慈恩が意識を飛ばしそうになっていると、鳳ほう瑛えいの泣きそうな声がした。

「おやめください、風蓮様！　慈恩様が白目をむいて、泡あわを噴ふいています！　このままでは、風蓮様が殺人犯としてお縄なわになってしまいますよ」

「おい、白目むいて泡噴いてる本人前にして、誰だれの心配してんねん！」

「お前たち、静かにしなさい。私は嫌いやだよ。こんなところで見つかって、変態扱あつかいされるのは。そうなった時は、私はお前たちを置いて逃げるからね」

「竜りゆう皓こうさん、堂々と裏切る宣言せんといてください！」

　騒ぐ声が聞こえたのか、辺あたりの見張りをしていた竜皓が塀の向こうから駆けてくる。

　後宮に忍び込んだのは、慈恩の提案だった。

　突然、後宮に連れ去られてしまった珠しゆ華か。以来、顔を見かけることもかなわない同どう僚りように、彼らは少なからず動どう揺ようしていた。

　風蓮も竜皓も顔に感情を出す方ではないが、どこか上うわの空だった。そこで、慈恩は男子禁制の後宮へ忍び込もうと提案したのだ。

「それにしても、誰にも見つからずに後宮に忍び込める抜け道なんて、よく知っていたね」

「後宮にはちょっとした《つて》があるんですわ」

「つて？　もしかして、女官の中に好いい人でもいるのかい？　色っぽい話なのかい？　変態扱いは嫌だが、色事にはとても興味がある」

　小指を立てた竜皓が、目を細めて笑う。

「なんですか、その下しもネタ好きのオヤジみたいな目は。ちゃいますよ。俺は珠華一筋やから、他の女に目移りなんて死んでもしませんわ」

「下ネタオヤジ……。私はただ、若い子たちの恋愛事情が知りたかっただけだよ」

　落ち込んで地面に手をついた竜皓を横目に、慈恩は目線だけを上に向ける。

「そんで、珠華はおったか？」

「残念だったな。あいつなら、とっくに女官と一緒にどこかへ行ってしまったぞ」

「なんやて！　なんで、早くそれを言わんのや！　珠華がおらんのやったら、踏まれ損やないか！　というか、なんでお前はしてやったりみたいな声出しとんねん！」

　返事はない。

　これ以上文句を言っても、首をへし折られそうになるだけだ、と慈恩は話を変える。

「それにしても、中に戻ってしもうたんなら、これからどないしよう？　いつまでも、ここにおるわけにもいかんしな」

「ほう、誰が中へ戻ったのだ？」

「そんなん、珠華に決まっとるやん。何ボケてん、ね、ん……？」

　聞こえてきた声は風蓮のものでも、竜皓のものでも鳳瑛のものでもない。全身から血の気が引いていく。

「陛下……」

　竜皓が呟いた。それと同時に、風蓮が慈恩の首を踏みつけて飛び下りる。

「アイタタタ。何すんねん！」

　慈恩は地面に下りた風蓮を振り向く。しかし風蓮はこちらに目もくれずに鳳瑛と拱手していた。

「そなたたちは珠華と同じ、太極医だな。そっちの少年も、太極医官か？」

「た、太極医官だなんて、おこがましいです。自分は太医署の見習い薬くす師し、鳳瑛でございます」

　鳳瑛は肩を震わせながら答える。

「それは残念だな。きっと、良い太極医官になれると思ったのだがな。そなたは恐ろしいほどに影が薄うすい。派は手でな頭をしているというのに、地味すぎて、新人太極医官は数少ないというのに忘れたかと思ったほどだ」

「じ、地味、でございますか？　じ、じみ……」

「落ち込むことはない。地味も才能のうちだ。自然に流れる気と同化することは、太極術師とて難しいこと。それを無意識にやってのけているのだ。そなたには太極術の才能がある。──どうだ、太極医官になってみるつもりはないのか？」

「た、確かに僕は、地味で陰気でじめじめした男ですけれど、太極医官なんて恐れ多いです。僕にとって、太極医官は憧れですから……」

　散々地味だと言われているというのに、鳳瑛は照れているのか頰ほおを染めている。

「それは残念だ。そなたがいれば、少しは太極医官の質が上がると思ったのだがな」

「それは、どういう意味でしょう？」

　慧けい祥しようの言葉に反応したのは、風蓮だ。

「どういう意味と聞かれても、言葉の通りだが？　才能のある若者を勧かん誘ゆうして、何が悪いのだ？」

　悪気はないのか、慧祥は首を傾かしげる。

（質の悪い太極医官で、悪かったなぁ……！）

「お言葉ですが陛下」

　額に青筋をたてて肩を震わせる慈恩を、竜皓が片手で後ろに押しやる。

「我われ々われは所しよ詮せん、太極医官ですから。本職は太極術による治ち療りよう。武術はオマケです。それに、陛下は気配の殺し方がお上手じようずですから。さすがは修羅と呼ばれていたお方だ。貴方あなたを欺あざむけるものはそうそういないでしょう」

　いつもは温厚な竜皓の棘とげのある言葉に、慈恩はぎょっと目をむく。

（竜皓さん！　アンタ、波風立てずに生きるためなら、仲間も裏切るんが信条やなかったんですか！　なんで、ここに来て急に反抗期が来てもうたんですか！　そんなこと言うたら、さすがの王様も怒ってまうで）

　自分の怒りも忘れ、慈恩は慧祥をうかがう。

「……ずいぶんとよくしゃべる口だな」

　慧祥の眼光が獣けもののように濁にごる。

　強烈な視線に固唾かたずをのむ。隣では泣きそうな声で、鳳瑛が「ひぇっ」と声をあげた。

「珠華を取り返しに来たというのなら、斬きり捨ててやろうと思ったが、その心配は本当になさそうだ。これでは、私から髪の毛一本奪うばえないだろうからな。──そうだな、あちらから帰るがよい。今の時間は、見張りもいないからな」

　慧祥は芙蓉殿の裏手を指さすと、歩きだす。

（惚けた顔は噓うそか。人を馬鹿にしやがって、めっちゃムカつくわ……）

　堂々とした足取りで、指さした方向とは反対に進む君主の背に、慈恩は舌を出した。
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　淑しゆく女じよの歩き方を習得した翌日のことだ。今日も珠しゆ華かは玉ぎよく琳りんに急せかされながら、外庭で貴妃としての鍛たん錬れんを始めていた。

　芙蓉殿の中には刺し繡しゆう道具が転がり、詩を書き散らした紙とぶちまけた墨すみで悲ひ惨さんな状態だ。

　珠華たちのいる外庭には、二に胡こや琴ことが転がっている。

　どれも、今までの人生で逃げてきたものばかりだ。

　朝から玉琳指導のもと、それらをやり散らかしていたのだが、もう限界だ。

　べべりんっ、と耳みみ障ざわりな琵び琶わの音が鳴る。瞬間、指が震えだし、珠華は涙目で厳しい師を見上げた。

「ぎょ、玉琳……。私、お腹が空すいて倒れそうなんだけど、もう、休もうよ」

「何をおっしゃるのかしら？　まだ午ひる時どきにもなっていませんわ。朝にご飯を三杯もおかわりした分際で、甘えは許しません」

「でもでも、これだけやってこれっぽっちも成果なしだし。一旦休きゆう憩けいしてからの方が、効率いいと思うしさ。ほら、腹が減っては戦いくさができないでしょ？」

「小こ賢ざかしいですわね。もう駄だ目めだと思った時から、本当の修業は始まりますのよ。自分を追い込みなさい。声が出るうちは、まだ大丈夫です」

　袖にしがみついてみるが、玉琳にさっと振り払われる。

（陛下より、玉琳の方がよっぽど修羅みたいじゃない）

「さ、そんなところに座っていないで、次は龍りゆう笛てきを試してみますわよ」

「げぇ……。楽は苦手なんだよねぇ」

「貴女に得意なものなんて、ありまして？　剣だの、太極術だのは別にしてですわよ」

　ふふんと鼻で笑い、玉琳は珠華の鼻先に指を突きつける。

「そこまで言うなら、やってやるわ。見ててよね、ちゃちゃっと吹いてみせるから」

「……相変わらず、単純なんだから」

　ぼそりと、玉琳が呟いた言葉を珠華は鼻で笑いとばす。

（せいぜい、馬鹿にするがいいわ。龍笛は兄上から教わったことがあるからできるはず、なんだから）

　龍笛を構かまえ、緩ゆるんだ顔でちらりと玉琳を見る。けれど、鬱うつ陶とうしそうに「さっさと吹きなさい」と一いつ喝かつされた。

　息を吸い込み、兄に習った曲を奏かなでる。

　壮そう大だいで風ふう雅がな音ね色いろが辺りを包み込む──はずだった。

「パピョッ！　ピープププ～……あれ？」

　笛から口を離し、珠華は首を傾げる。

「なんですの？　ふざけているのかしら？　それとも、新しい楽の道を開こうという意気込みでも見せられたのかしら？　それならば言及させていただきますけれど、その新技法は最悪ですわ！」

「わざわざ嫌味を言わなくていいから！　素直に貶けなしてくれた方が、まだましだから！」

　遠回しに皮肉を口にする玉琳を、珠華はじと目で睨みつける。

　と、その時、背後から急に声をかけられた。

「──ほほう、今日は楽の練習をしておるのか」

「うわっ！　出た！」

　後ろからぬっと顔を出したのは、慧けい祥しようだった。

「出たとはなんだ。私は悪あつ鬼き、妖よう怪かいの類たぐいではないのだぞ」

「だったら、いきなり現れるのはやめてください。猫でもあるまいし。存分に気配を感じさせてから現れてくださいよ」

「すまないな。昔からの癖くせで、無意識に気配を消してしまうのだ。そうだな、今度からは門の前で銅ど鑼らでも鳴らしてから、ここへ入ることにしよう」

「そこまでは求めてないですから！　普通に足音立てて歩けないんですか」

　珠華が頭を下げると、慧祥は「冗談だ」と言った。

「真顔で冗談なんて言わないでください！　というか──」

「……つまらない冗談だと、思っているだろう」

「いえっ！　滅めつ相そうもないで、ございます！　腹がよじれるほどに面おも白しろい冗談でした！」

「無理をしなくていい。そなたの楽を褒めるよりも、私の冗談を褒めるのは難しいらしい」

「私の楽と比べないでくださいよ。それよりも、聞いてたんですね……」

　羞しゆう恥ちがこみあげ、頰が熱くなる。慧祥はそんな珠華から龍笛を取り上げた。

「──冗談は苦手だ。だが、そなたと違って、楽は得意だぞ」

「何するんですか！」

　珠華の抗こう議ぎを無視し、慧祥は龍笛を構える。

　その直後、辺りに響ひびいたのは、たおやかで風雅な音色だった。川のせせらぎや、小鳥のさえずりのような旋せん律りつに、珠華も玉琳も聞き惚ほれる。

「素敵ねぇ……」

　ほうっと、熱いため息をつく玉琳に珠華は我われに返る。

（何よぅ……。見せつけるみたいにしちゃってさ）

　むすっと頰をふくらませて、慧祥を見やる。相変わらず涼すずしげな顔で、目なんて伏ふせて龍笛を奏でている。その姿は、水すい墨ぼく画がから抜け出たように美しい。

　じっとりとした視線を送っていると、不意に笛の音が止まった。

「どうした、饅頭のようにふくれた顔をして……」

「誰が饅頭ですか。別に拗すねてなんてないですからね」

「ほう、拗ねているのか」

「別に拗ねてませんてば。白饅頭みたいな顔は生まれつきです」

「なるほど、白饅頭とは上手く例えたものだ。これからは、白饅頭を見るたびにそなたを思い出してしまいそうだ」

　先に饅頭と言いだしたくせに、慧祥は感心しながら珠華の頰をつつく。

「何するんですか、やめてください！」

　頰を押さえて距離を取ると、慧祥は「冗談だ」と言って手を振った。

「それで、次は何をするのだ？　まだ楽を続けるか？」

　警けい戒かいする珠華をよそに、悪びれることなく慧祥は玉琳に聞く。

「では、今度は舞を試してみましょうか」

「そうか。ならば、巾きん舞ぶはどうだ？　私はそこの基き壇だんに腰かけて拝見させてもらおうか」

　玉琳と慧祥によって次々と進められる話に、珠華は慌てて止めに入る。

「いや、ちょっと待ってください。舞は苦手なんで、もっと他のものにしません？」

「苦手だからやるのではないか。……では、私が手本を見せよう。玉琳、琵琶を弾ひいてくれるか？」

（何よ、舞までできちゃうわけ？）

　この男には、できないことがあるのだろうか。そう思うと、急に気分が萎しぼんできた。

「もうやめてください。そんなことをしても、時間の無む駄だですよ。元々、女として生きてこなかったんです。昔から、馬に乗って山に狩りに行ったり、剣を振り回したり。どうして男に生まれてこなかったんだろう。その方が楽だったのに……」

「ふむ。意外と後ろ向きな性格なのだな。今日はそなたに太極術を指し南なんしに来たのだが。まだ、その段階に至いたっていないようだ」

「どういう意味ですか？」

　珠華は顔をしかめる。だが、変わらず慧祥は涼しげな表情だ。

「この世は、男と女で成り立っている。そなたがどれだけ否定しようと、そなたは女だ。陰と陽があるように、人はすべてをこなすことはできない」

「それじゃあ、女としての振る舞いを覚えるまで、太極秘儀は教えてもらえないんですか？」

「私はただありのままの自分を受け入れろと、言っているのだ」

「そんなことを言われても、無理です。私はこういう類のものは大嫌いなんです！」

　苛いら立だちと悔くやしさで、声が震える。

「太極術とは己を知り、己の役割を理解することから始まる。どうやら今のそなたには、太極秘儀《仙華》を完成させるなど程遠いようだな」

　つきつけられた言葉が、鋭い棘となって胸を刺す。

　隠していた心を暴かれた気がして、悔しくてたまらない。

（何よ……、勝手な言葉ばかり並べちゃって）

「いいわよ、やってやるわよ」

　沈しずんだ声で言うと、慧祥の腰から剣を抜き取った。

「何をする気ですか！　血ち迷まよいましたの!?」

「いや、騒がずともよいぞ、玉琳」

　悲鳴をあげた玉琳を制止し、慧祥は珠華へと向きなおる。珠華は慧祥を見み据すえると、剣を片手に言った。

「笛を、吹いてくださいますか？」

「いいだろう」

　珠華は慧祥に龍笛を渡す。それを受け取ると、慧祥は息を吸い込んだ。

　流れだした風雅な音色に合わせ、珠華は剣を構える。周囲に流れる音に乗り、剣を振るう。それに合わせ、薄衣を重ねた長裙が舞い踊る。

（陰と陽が流れるためには、相手の動きを知らなくてはいけない）

　昨日、慧祥から教わったことだ。体が動けば衣も動く。その衣に合わせ、体を動かす。

　では、今は慧祥の音に耳を傾けなければならない。

　柳のようにしなやかで、川の流れのように涼やかな音色に合わせ、白はく刃じんで宙に紋様を描く。辺りに漂う旋律に沿って手先や胴を緩やかに動かせば、朱色の袖や裾がふわりと揺れる。

　まるで川に浮かぶ蓮れん花げのように、蜜みつを求める蝶のように、珠華は舞う。

　鋭い刃を振っているにもかかわらず柔らかな動きに、玉琳の嘆たん息そくが聞こえた。

「やれば、できるではありませんの」

　その呟きに満足し、最後に宙に円を描えがくと動きを止める。笛の音も止まり、シャラン、と頭に挿さした金の簪が音を立てた。

「──見事な剣舞だった」

　慧祥は手を叩たたいて、かすかに微笑ほほえむ。

「……ありがとう、ございます」

　剣を慧祥に差し出して返し、おずおずと頭を下げる。

　先ほどはつい、カッとなってしまった。国王の剣を取り上げるなんて何を考えていたのだ。

（私の馬鹿！　頭に血が昇りやすいって兄上にもよく怒られていたくせに、全然成長してないじゃない）

　礼をしたまま頭があげられないでいると、そっと肩に手が触ふれた。恐おそる恐おそる顔をあげると、慧祥と視線がかち合う。

「笛を吹くのも忘れそうになるほど、美しい舞だった。繊せん細さいで、柔らかく、優ゆう艶えんで、女人らしい舞だったぞ」

「女、らしい……」

　その言葉が、また深く胸に突き刺さる。

　慧祥は唇くちびるを嚙んだ珠華に気づかず、ねぎらうように言う。

「これからも、こうして精しよう進じんすれば女人として成長できるだろう」

　肩に置かれた手が、ずしりと重くのしかかる。その手を思わず振り払うと、乾いた音がした。

　弾はじかれた手を宙に浮かせたまま、慧祥が息をのむ。

「──私、やっぱりやめます。これ以上、女としての振る舞いを求められるなら、太極秘儀の相手には別の人を探してください」

「何を言いだすのだ。太極秘儀を習得したいのではなかったのか？」

「それでも、これ以上、貴妃修業をするのは嫌です。女らしくなんて、なりたくない！」

　思わず叫さけぶような声が出る。

　顔をあげると、慧祥が顎あごに手を添えて頷いていた。

「なるほど、そなたは女として生きることから逃げているのだな。それでは、太極術師としてこれ以上の成長は望めまい。いつまでも未熟な者を、宮廷で雇やとうほど奇特な王ではないからな。貴妃をやめると言うのなら、宮廷から出て行くがいい」

　冷れい淡たんな声に顔から血の気がひいていく。

「そんな！　私は太極医官に戻りたいんです！」

「虫がいいことを言うな。……そうだな、どうしても宮廷にいたいのなら私に従え」

　背後から呼び止める玉琳の声も聞かず、慧祥は珠華の手を摑つかみ芙蓉殿の外へ足を向けた。
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　後宮の裏手に造られた四し瑞ずい園えんは、宮廷で最も華はなやかな庭園だ。

　今の時期は沈じん丁ちよう花げや杏あんずの花が咲き乱れ、目だけでなく香りも楽しませてくれる。

　大きな池の中心にある島に建つのは、辺りを一望できる亭だ。蝶や蝙こう蝠もりや牡ぼ丹たんの彫ちよう刻こくが施されたそこには、円卓と椅子が置いてある。

　珠しゆ華かと慧けい祥しようはその椅子に腰かけ、玉ぎよく琳りんの淹いれたお茶を飲んでいた。

　当の玉琳は、すぐに亭の外へと下がってしまい、今は二人きりだ。

「少しは、落ち着いたか？」

「はい……」

　温かいお茶を飲み、珠華は小さな声で返事をする。けれど、取り乱した理由を聞かれるのが怖くて顔をあげられない。

「私は別に、淑女になれと言っているわけではない。そなたの中にある、女人としての心を育ててほしいだけだ」

「それが、嫌なんです。女の心なんてとっくに捨てたんです」

「なぜ、捨てたのだ？　捨てなければならなかった理由はなんだ？」

　俯いていても分かるほどの視線を感じ、顔をあげる。

　赤せき褐かつ色しよくの双そう眸ぼうが答えを待っている。

　これ以上、聞かれたくない。そう思って睨みつけても、慧祥は視線をそらしてくれない。

　長い沈ちん黙もくの後、とうとう珠華は観念する。

「……私、母親のことが大っ嫌いなんです」

　茶器を卓たく子しに置き、吐き捨てるように言う。

　口に出したとたん、心の中に長年溜ため込んでいた膿うみが滲み出すようだった。

「母上は私を産んですぐに亡くなりました。だから、顔も声も知りません。周囲からは、美しくて女の鏡のような人だったと聞いています。……薄うす紅べに色が好きで、花を愛めでる可か憐れんな人だったと」

　話に聞く母は、優しく穏おだやかで、愛らしくて、とても女性らしい人だった。幼い頃は、見たこともない母親に憧れていた。

　だが、その感情が変わっていったのは六歳の頃だっただろうか。

「母親がいなくても、私には父も兄もいましたから、寂さびしいなんて感じたことはありませんでした。だけど成長するにつれて、父上や兄が、時々私をすり抜けて遠くを見ていることに気づいたんです。まるで、私がそこにいないみたいに、私じゃない誰かを見てるんです」

　思い出すのは、薄紅色の衣を父親から貰もらいはしゃいでいる幼い自分だ。中庭を飛ぶ蝶を追いかけるところを、父は笑いながら見守っていた。

　庭先に咲く花を折り、父に渡そうとした珠華はふとその足を止めた。

　父は目を細めて、泣きそうな顔をしていた。その目は、娘の背後にいる何かを映していた。

「それが、母親だったのか？」

「はい。私が花を愛でたり、綺き麗れいな衣を着たりすると、父も兄も喜びました。だけど、それは私を見て喜んでたわけじゃない。私の後ろにいる母親を見て、喜んでいたんです」

　女らしく成長するたび、父と兄は母親の面影を見て喜んでいた。懐なつかしそうな、寂しそうな表情を見るたび、亡くなった母親に嫉しつ妬とするようになった。

　まるで、自分がそこにいないようだった。寂しくて、父と兄に自分の姿を見てほしくて、その日以来、薄紅色の衣は着ていない。

「私は母親の影を塗りつぶすために、女らしいものはすべて捨てました。代わりに少しでも父と兄に近づけるように剣を握り、鍛錬に励はげみました」

「太極術師を目指したのは、命の恩人のためではなかったのか？」

「六年前に太極術の稽古を始めたのは、命の恩人のためです。母親の面影から逃げた私が、初めて見つけたやりたいことが太極術だったんです」

　幼いながらも、必死に本当の自分を捨てようとしていたあの日。心が窮きゆう屈くつでたまらなかった。そんな珠華を助けてくれたのが、太極術師の少年だった。

「黄燐との戦の時、父と兄は戦に向かい、私は邸やしきに残されました。それが寂しくて、おにぎりを作って二人に届けようと思ったんです。少しでも二人の役に立てたら、なんて甘い考えの小娘でしたから、すぐに道に迷ってしまって──」

　目を伏せると、今でもあの時のことは鮮明に思い出せる。

「気がついたら荒れ果てた森にいました。そこら中に矢が刺さっていて、亡くなった兵士が横たわっていて。その光景が怖くて腰を抜かした時に、黄燐の兵士に襲おそわれたんです」

「そこで、年若い太極術師に助けてもらったのだな？」

　慧祥は確信めいた声で問う。

「そうですけど……。一つ結びにした長い黒髪を舞い散らし、兵士たちに太極術を放ち、その人はあっという間に私を助けてくれました。それで、お礼におにぎりをあげたんです」

「握り飯めしを、少年に。そうか──」

　考え込むように、慧祥は目線を下げる。

「あの人に出会って、生まれて初めて目標ができました。母親の影に囚とらわれていた私が、初めて見つけた私だけの大切な思いなんです。だから、私からあの人も、太極術も取り上げないでください！　私は慧祥様やあの人みたいな英雄になりたいんです」

　すがりつくような声が、思わず出てしまう。

　太極術師でなくなった後、また昔のように母親に囚われた自分に戻ることが怖かった。

　あの人や慧祥のような英雄になれば、母親と比べられることもなくなる。そうなれば、きっと母親の影に怯おびえることもなくなるはずだ。

　膝ひざの上で拳こぶしを握りしめる珠華を見て、慧祥は眉み間けんに深いしわを寄せる。

「やはり、そなたは分かっていない。──私は英雄などではない。本当の英雄は、もうこの国にはいないからな」

「え？」

　苦しげに吐き出された声に、珠華は目を瞬かせる。

「私の兄は太極医術が得意な、太極術師でな」

「慧祥様の兄君が？」

　急に話しだした慧祥の意い図とが分からず、言葉を繰り返す。

「そうだ。──黄燐との戦いで、すべての太極医官が太極武官にされたことは知っているだろう？　そのせいで、激戦地では医官が不足してな。兄は傷ついた兵士たちを助けるために、自みずから戦地に赴おもむいた。そして、帰らぬ人となった」

　虚うつろな目は、ぼんやりと茶器をのぞき込んでいる。

　そこに、兄の姿が映っているのだろう。慧祥の目は、父や兄が時折見せる目に似ている。

「命を懸かけて華弓を守った兄は、いつしか華弓の聖人とまで言われるようになった。反対に、多くの者の命を奪った私に向けられるのは、奇異な視線ばかりだった」

　吐き出された声には、後こう悔かいと諦あきらめの念がこもっていた。

「でも、やっぱり慧祥様だって英雄じゃないですか。形は違いますけど、剣を振って華弓を守ったんじゃないですか」

「それだけでは、私は皆から許されない」

「許されないって、どういうことですか？」

　尋ねるが、慧祥は口を閉じる。唇を嚙みしめたかと思うと、再び話しだす。

「私の母親は先王の王妃だったのだが、先王には他に六人の妻がいた。しかし、父上は母を含む七人の妻を平等に愛していた。そのおかげで、後宮にも揉もめ事は起こらなかった」

　そこまで話すと。慧祥は卓上に置いた手を震えるほど握りしめた。

「だが、母は人一倍嫉妬深かった。そして、他の妃の子たちを毒殺していったのだ」

「そんな……」

　声を失ったのは、慧祥があまりにも冷たい顔をしていたからだ。

「生き残ったのは母の息子である私と、王太子である兄だけだった。そして母は、父に首を刎はねられた。毒殺妃としての汚お名めいを残してな。本来ならば、私もそこで殺されるべきだったんだ。だが、父はなぜだか私を生かした」

　どこか投げやりな慧祥の口調に、珠華は顔をしかめる。

「将来は名君になると言われていた兄と違い、王妃であっても毒殺妃の子である私になど、皆、見向きもしなかった。私は皆に認められたい一心で、黄燐との戦に赴いたのだ。兄や父の役に立てるなら死んでもいいと、戦地を駆け抜けた」

　慧祥の表情は暗く、今にも過去に取り殺されそうだ。

　珠華は不安になり、思わず慧祥の手を握る。その手は悲しいほど冷たい。英雄であるはずの慧祥の後悔が、そこから流れ込んでくるようだ。

「戦地から帰ってきた私を、嫌悪の視線が取り囲んだ。私は化ばけ物だと、奴らは噂した。戦の勝利後、急に体調を崩した父を見て、私が毒を盛ったと噂する者までいた。朱雀すざくが現れないことも、父が亡くなったことも、すべて私のせいだと」

「そんなの、おかしいです！　だって陛下は、この国の英雄ですよ？　なのに、生き残って帰った英雄を、化け物呼ばわりするなんて、そんなの間違ってます」

　怒りで顔が熱い。激しい感情のせいで、頭の中から母のことなんていつの間にか吹っ飛んでいた。

　その感情を向ける場所が分からず、声が萎んでいく。

　黙だまって手を握るしかできないことに、心底腹が立つ。

「大半の者は私を見れば、穢けがれた血の流れた化け物だと思うだろう。──今でも、戦で敵国を討うち取れば皆の目が変わるなどと、甘い考えをしていた己を殴り飛ばしたくなる」

　皮肉げに口を歪ゆがめ、慧祥は吐き出すように言う。

（この人はいつも、こうやって諦あきらめてきたんだ。少しの希望を持っていた過去の自分ですら拒きよ絶ぜつして、生きてきたんだ。感情を殺して、人を拒絶して一人を選んだんだ……！）

　気づいたとたんに、激しく燃えるように胸が熱くなった。

　その熱を抑えるように、慧祥が珠華の手を握り返す。

「私の手は誰かを傷つけることしかできなかった。そなたには、私のようになってほしくない。よいか、この手は誰かを傷つけるためではなく、救うことのできる手だ。そのことを覚えていてほしい」

　慧祥の気が全身を駆け巡り、心臓をぎゅっと摑つかまれた気がした。

　誰かを救うことのできる手。そう言われても、どうしていいのか分からなかった。けれど、この手を離してはいけないことだけは分かる。

「……私、貴妃をやめません。絶対に、朱雀をこの国に戻したいです」

　いつもなら、引きとめられても振り返るために止まったりなんてしない。けれど、一度は跳はね返したこの大きな手を、放っておけなかった。

「ありがとう、珠華」

　慧祥は愛でるように、珠華の手を頰に寄せる。もう、その手を振り払おうとは思わなかった。
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　王の暮らす儀ぎ華か殿でんは、宮きゆう廷ていでも随ずい一いちの煌きらびやかさを誇ほこる場所だ。

　天てん井じようの梁はりから柱の礎そ石せきまでくまなく刻きざまれた、王家の証あかしである朱雀すざくの彫ちよう刻こく。格こう子し窓まどや扉とびらに施ほどこされた、金や玉の象ぞう嵌がんや螺ら鈿でんは見る者すべてを虜とりこにした。

　そんな煌びやかな殿で慧けい祥しようが一日の大半を過ごすのは、その一角にある執しつ務む室しつだ。

「──では、失礼いたします」

　慧祥が目を通した文書を手に、初老の官かん吏りが扉の前で頭を下げる。拱きよう手しゆし、面おもてをあげた瞬間、一瞬だが男の目に濁にごったものが滲にじむ。

（隠かくすのなら、尻尾しつぽまで隠せばいいものを……）

　誰だれもいなくなった室へやで、慧祥は長なが椅い子すに寝そべった。

　目を閉じ、細く息を吐はく。官吏たちの相手をした後は、いつもこうだ。まるで、敵軍と戦った後のように気だるさが襲おそってくる。

　しかし、すぐに薄うすく目を開くと扉へ目を向けた。

「いつまでそこにいる気だ？」

「いやあ、ずいぶんと疲れている様子だったんで、気ぃ使ったんですけどねぇ」

　扉が開き、男が入ってくる。

　まとう紫し袍ほうと、金象嵌を施した帯たい鉤こうのついた革帯は、高官の印しるしだ。だが、その腰には文官らしからぬ長剣と、酒さか瓶びんがぶら下がっている。

　右目を黒い眼帯で隠しているが、片目でも十分なほどに眼がん光こうは鋭するどい。大おお柄がらなうえに衣ころもの上からでも分かる隆りゆう々りゆうとした筋肉は、五十を越えても衰おとろえる気配はない。
















「タクちゃんとの話はもういいんですか？」

「……一応聞くが、それは汪おう杔たくのことか？」

　先ほど室を後にした官吏は中ちゆう書しよ令れい長ちよう官かんの汪杔だ。先王が病やまいに臥ふし、亡なくなるまでの二年間、実質的に国を動かしていた高官のうちの一人だ。

「話すことなど何もない。あやつにとって、私が何を言おうと不ふ愉ゆ快かいなだけだろうからな。それよりも潤じゆん、仕事はどうした」

「なに、あそこには優秀な奴やつらが揃そろっているからな。俺がいなくても問題ない」

　兵へい部ぶ尚しよう書しよである赫潤は、しれっと言ってのける。

「さぼったのか？」

「嫌いやだな、人聞きが悪いですね。人手が足りてるみたいだったんで、少しだけ休きゆう憩けいですよ。ほら、今の陛へい下かみたいに」

「なるほど、兵部はそれほどに暇ひまなのか。では、人件費削さく減げんのために官吏数人に暇を出すというのは、どうだ？」

「その折には俺に一声かけてください。喜んで席を空あけますよ」

　潤の声は本気だった。慧祥は「冗じよう談だんだ」と返して上体を起こす。

「それで私に何か用か？　単なる暇つぶしに王の執務室に来る奴などいないからな」

「一応、一人の娘を持つ親として、その後の状況などを聞きたいと思いましてね」

「……急な申し出をしてしまい、すまなかった。一人娘だからな。まだ、嫁とつがせる覚かく悟ごもできていなかっただろう」

「覚悟なら、とうにしていましたよ。寂さびしくなりますが、嫁ぎ先が貴方あなたですからね。他の男より、幾いく分ぶんかはマシです」

「私だからこそ、申し訳ないと思うのだ。修しゆ羅らの嫁よめなどと、私のように奇異な目で見られるかもしれん」

「奇異な目で見られることなんて、あいつは慣れてますよ。それに、華か弓きゆうの英雄の嫁だ。華弓中の女が羨うらやましがりますよ」

「噓うそは嫌いだと、知っているだろう」

「俺も噓は嫌いですよ。いつかこの国の豊かさが日常になれば、貴方が偉い大だいな王だと皆、気づくでしょう。今は皆、夢か現うつつか分からなくて生きるのに必死なだけさ」

　先せん王のうの懐かい刀とうとまで言われた男は、こうして不意に惑まどわすようなことを言う。珠しゆ華かとよく似た曇くもりのない言葉を聞くたび、それが真実だと信じたくなる。

「珠華なら元気だ。昨日きのうも今日も、貴き妃ひに相応ふさわしい女によ人にんになろうと、長ちよう裙くんを着ての身のこなしや、楽がくや舞を私と共に楽しんだ」

「…………あいつが、楽や舞？　もしかして、刺し繡しゆうなんかもしてたりして」

「そういえば、そのようなことも言っていた気がする」

　思い出したように言うと、潤は口をあんぐりと開いた。

「あの猪いのしし娘むすめがそんなことを？　そう、ですか。さすがは、私が見込んだお方だ。やっぱり、珠華を貴方に任まかせて正解だったみたいだ」

　ほう、と潤は嘆たん息そくを漏もらす。

「珠華は昔から、ああいう類たぐいのものを避さけてきたのだそうだな。母親と似ている自分を見て、そなたや苓れい雲うんが変な顔をするからと聞いた」

「ああ見えて意外と繊せん細さいですから。私が妻を思い出さないよう、お気に入りだった薄うす紅べに色の衣を捨て、人形遊びの代わりに剣を振り始めたんですよ」

「本当に、そう思うのか？」

「気き性しようが激しいのは生まれつきですが、そうですね……」

　目を伏ふせた潤は、どこか観念したように息を吐く。

「陛下は珠華が大嫌いなものを知っていますか？」

「母親だろう？」

「それ以外にですよ」

　聞かれ、慧祥は「いや」と答える。

「薄紅色と花ですよ。……二つとも、妻が好きだったものです」

　肩をすくめる潤を見て、やはり娘の気持ちに気づいていたのだと確信する。

「珠華を見ると、今でも妻を思い出しますよ。けど、それは苓雲を見ても同じです。それだけじゃない。春には花を、夏には眩まぶしい陽ひ射ざしを──。何を見ても、ふとした時に、妻が目の前に現れるんです。そういうもんなんですよ。それが、小さい娘あいつを傷つけたことは分かっています」

「では、そのことを珠華に話してやればいいではないか」

「今さら話したところで、何も変わりませんよ。それに、もうその必要はありませんね。どうやら珠華は、貴方の前ではようやくただの女に戻れるみたいですから」

　肩をすくめた潤から顔をそむける。自分でも口元が緩ゆるむのが分かった。

「あいつは、まっすぐにしか進めない猪娘ですからね。いつも後ろ向きな貴方には、ちょうどいいでしょう。曲がり方を知らないあいつを、貴方が時々引きとめてやってください。それから、貴方も道をそれそうになった時は、あいつに身を任せてみるといいですよ」

　そうすれば最強の夫婦になれますよ、と赫潤は付け足した。

「──それじゃ、そろそろ失礼します。実はさっき、右う羽う林りん軍ぐんの野郎共の稽けい古こを勝手につけちまって、結構な人数をのしちまってね」

「仕方がない。苓あ雲れには上う手まく誤ご魔ま化かしておいてやろう」

「恩おんにきるぜ、慧祥坊ぼつちゃんよ。──っと、その前に」

　潤は方ほう卓たくの上に、腰にさげていた酒瓶を置く。

「男は度ど胸きようってね。男女の仲ってのは、時に強引に進んでみるのも大事なんですよ。なんで、もしも度胸が出せない時は、酒の力でも借りてください」

　潤は窓に足を駆かけ、外へ飛び出した。
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　月明かりが照らす後こう宮きゆう──太たい陰いん宮きゆうの一角、芙ふ蓉よう殿でん。

　長椅子に腰かけた珠しゆ華かは、格子窓を開き黒髪を梳といていた。春の柔やわらかな夜気が、湯あみを済ませた肌はだを優しく撫なでる。

　すでに、玉ぎよく琳りんや他の女によ官かんたちも下がらせている。昼間のことを思い出しながら、珠華は一人、普段は使わない頭を働かせていた。

（太たい極きよく術じゆつ師しとして成長したいなら、女であることから逃にげられない、か）

　今まで、母親のようになりたくないと、女であることから逃げてきた。それに、太極術師を目指し始めてからは、そんなことを考える暇もなくなった。

　しかし、心の底に埋うめたその思いを、慧けい祥しようは掘ほり返そうとする。

（前だけ向いてれば、楽だったのに）

　母への想いを話すと、慧祥は自分の過去を教えてくれた。太極医術に対する思いと、彼を取り囲む悪意に胸が震ふるえた。

「ああもう、なんで貴妃になるなんて言っちゃったんだろう。……でも、同情なんかじゃないんだよね」

　それよりも、もっと熱い何かが確かに胸に生まれた。それが何かは分からない。

　このまま眠る気になれず、月見でもしようかと思っていた時だ。こつん、と室へやに何かが投げ込まれた。

「何!?」

　驚き、珠華は懐ふところに隠し持っていた匕ひ首しゆを取り出し構かまえる。

　床ゆかを見ると、そこには小さな巻物が落ちていた。不ふ審しんな巻物には、流りゆう麗れいな文字が書かれている。

「──〝そなたに会いたい〟。何よ、これ」

　警けい戒かいしつつ匕首を構えたまま、窓の方へ目をやる。

「……珠華、会いに来たぞ」

「その声は、陛下？」

　ひそめた声がして、窓辺へ駆け寄る。

「私はここだ」

　声に誘さそわれ窓の下を覗のぞき込むと、そこには隠れるように座り込んだ慧祥がいた。目が合うと慧祥は「よう！」とでも言いそうな仕草で、片手をあげる。

「何をしてらっしゃるんですか……」

「男女の仲を深めるための逢おう瀬せ、春しゆん宵しようの密みつ会かいの巻だ。普通に訪ねても雰ふん囲い気きが出ないからな。ちょっとした演出をしてみた。題して、寝る間も惜おしんで逢瀬を重ねる男女風だ」

「……あ、そうですか」

　立ち上がった慧祥は、どうだと言わんばかりに自信たっぷりな口く調ちようだ。なぜかその背には、大量に何かを詰め込んだ袋を担かついでいる。

「いろいろと聞きたいことがあるのですが、とにかく中に入ってください」

「そうだな。では、お邪じや魔ましよう」

　窓に足をかけ、慧祥が室に入ってくる。

「ちょっと、入るってそこから入るんですか!?」

「何事も雰囲気が大事だと、苓れい雲うんが言っていた」

「どれだけ兄上のことを信頼してるんですか」

（というか、この方は人との付き合い方がよく分からないだけか）

　そう考えれば、突とつ飛ぴな行動や、素直に苓雲の助言に従うことも頷うなずける。

（今までずっと、一人だったんだもんね。誰かと仲良くなる方法が、分からないのかも）

　慧祥へ目を向け、珠華は眉まゆを下げる。

「──何をしている、早くこちらに来い」

「はい、ただ今」

　急せかされ窓を閉めると、寝しん台だいに座る慧祥に近寄る。

「ここへ座れ」

　荷物を寝台に下ろした慧祥は、ぽんぽんと自分の隣を叩たたく。

　寝台に腰かけると、改まった表情で手を握にぎられた。

「あの……。こんな夜よ更ふけにどのような用事で？」

　突然の行動に戸と惑まどいながらも尋たずねる。

　太極秘ひ儀ぎを完成させるため、貴妃となった。慧祥もそれだけでいいと言っていたのに、急に気が変わったのだろうか。

　最悪の事態を考えていると、慧祥が神しん妙みような面おも持もちで言った。

「私たちは、最強の夫婦になれるらしい」

「は？」

「つまり、最強の夫婦になるために今こ宵よい馳はせ参じた次第だ」

　まるで一大決心をするように言われ、頭に雷かみなりのような衝しよう撃げきが走る。

「そっ……！　それはつまり？」

「すでに、過去の共有を済ませたからな。いろいろと飛び越えてしまおうと思ってな」

「飛び越えるって、何と何をですか？　その先に、何があるっていうんですか……！」

　恐おそる恐おそる尋ね、唾つばを飲み込む。

「今宵は一晩中、そなたと楽しみたいと思ってな」

「楽しむって、なんですか！」

　とうとう、この身の純じゆん潔けつを捧ささげなければならないのだろうか。

（はっ！　もしかして、これが《仙せん華か》を完成させるための条件なんじゃ！　男女が愛し合い、完成する術ってそういうことだったの？　大人おとなの太極術だったの？　修業って、陛下と一晩中大人のお遊びをすることだったわけ!?）

　徐々に迫せまりくる慧祥に、頭の中が真っ白になっていく。手を振り払いたくても、体が硬こう直ちよくして動けない。

「珠華……」

（私は今晩、大人になってしまうんだ……！　純潔を散らしてしまうんだ！）

　甘あまやかな声で囁ささやかれ、目をぎゅっと閉じた。

「──この中から選んでくれ」

「へ？」

　さっと手を離され、膝ひざにどんと置かれたのは、慧祥が持ってきた袋だ。中には、銀ぎん杯はいや四角い木箱、綺き麗れいな翡ひ翠すいの玉などが詰まっている。

「なんですか、これ……」

「苓雲に用意してもらった、お泊まり道具一式だ。囲い碁ごに、弾だん棋ぎ、将しよう棋ぎもあるぞ。それから、酒も持ってきたからな。後で酒しゆ令れいでもするか？」

　酒瓶を突きつけられても、珠華はあんぐりと口を開けたまま動けなかった。

「…………え？」

「どうかしたか？　もしかして、酒は飲めないのか？」

「いえ、そうじゃなくて。……あれ、夜のお遊びはどこへ？」

「だから、夜遊びをしようと、こうしていろいろと持ってきたと言っただろう？」

　何を考えていたのだ、と慧祥は首を傾かしげる。

「な、何も考えてませんよ！　ていうか、仕方がないでしょ！　こっちは、年頃の女子なんですから、これは勘かん違ちがいするでしょう！　大人の階段飛び越えるって、思っちゃうでしょう！　駄だ目めですか、乙女おとめが悶もん々もんとしたこと考えたら駄目ですか、不潔ですか！」

　燃えるように熱い頰ほおを押さえ、寝台に頭を何度も打ちつける。

　恥はずかしくて、今すぐ死んでしまいたい。

「モンモン？　そのようにはしゃいでくれるとは、私も嬉うれしい」

「はしゃいでないですよ！　思し春しゆん期きな自分に殺されかけてるんです……！」

　そんな珠華の気持ちを無視して、慧祥は持ってきた袋の中をあさっていた。

「ふむ、よく分からんが、そなただけ楽しそうにするのはずるいぞ。今宵は二人で楽しむのだからな。さあ、どれからする？」

「なに、ちょっとわくわくした顔してるんですか。陛下の、馬ば鹿か……。乙女の純情を踏ふみにじるなんて、最悪です」

　無表情だがどこか嬉き々きとした慧祥を、一発殴なぐりつけたくなる。

「何を拗すねている。私はそなたと良き夫婦になるために、こうして来ているのだぞ」

「さよう、ですか……。もう、勝手にしてください」

「よく分からんが、元気を出せ。私たちは順調に、おしどり夫婦の道を歩んでいるのだからな。ほら、これを見てみろ」

　慧祥は懐から一冊の折おり本ほんを取り出し、珠華に渡した。

「これは？」

　開くと、長々と何かが綴つづられている。

「苓雲が私のために作ってくれた指南書だ。今日は二人でお茶をし、互いに過去を共有し合うという、項目その九と十を済ませたからな。残るはあと九十だ」

「──男女の仲を深め、おしどり夫婦となるための百の方法。花を贈おくる。手を繫つなぐ。……過去を互いに話してみる。あれ、どっかで聞いたことがある、というか体験済みな気がするんですけど」

　折本に綴られた文を読みあげ、眉をひそめる。

「当たり前だ。そなたと私の夫婦の歩みが刻まれているのだからな。どうだ？　途中、順序が変わってしまったところもあるが、最後の項目である、結婚を申し込むを先にしてしまったのだ、問題ないだろう」

「ちょっと待ってください！　じゃあ、陛下はずっと、この本に沿って行動してたんですか？」

　信じられない。

　確かに苓雲に聞いた、と言ってはいた。けれど、ここまで細かく決められていたとは思わなかった。人と関わる方法が分からないからといっても、これではあんまりだ。

（それじゃあ、私の過去を聞いてくれたのも、自分の過去を話してくれたのも、全部この折本に書いてあったから？）

　なんだか虚むなしくなり、紙を握りしめる。しわになった紙が、たまらなく憎にくい。

「──こんなもの、いりません」

「どうした、珠華？」

　のぞき込んでくる慧祥を無視して、折本を引きちぎる。

「何をする！」

「こんなものに頼っていて、本当に私と……いえ、人と心をかよわせられると思ってるんですか？」

「何を怒っているんだ。実際に、そなたは貴妃になると言ってくれたではないか。確実に仲は深まりつつあった。何がそんなに不満なんだ」

「ほんっとに、ほんとに、私がなんで怒ってるか分かんないんですか！　馬鹿ですか、馬鹿なんですか！　大馬鹿野郎ですか！」

「ば、バカだと？　そなた、この国の王に向かって馬鹿と申したのか」

「申しましたけど何か？　怒ってますか、馬鹿って言われて怒ってるんですか？　こっちは、夫に馬鹿にされて怒ってるんですけどね」

「いつ、私がそなたを馬鹿にしたというのだ」

「貴方がこんな紙切れで、私を懐かい柔じゆうしようとしてたからですよ。こんなもので深い仲になれると思うなんて、人を馬鹿にしてるじゃないですか！」

　ビリビリと散り散りに破いた紙を、慧祥に投げつける。

「人っていうのは、こんな紙に書いてあるみたいに簡単じゃないんですよ！」

　雪のように舞った紙かみ屑くずが、慧祥の髪に降り注そそぐ。

「本当は私のことを知りたくなかったんですか？　貴方のことを知ることができて嬉しいと思ったのは、私だけですか？」

　同情なんかじゃない。ただ、過去を話してくれたことが嬉しかった。貴妃をやめないと言った理由に、こんな時に気づくなんて最悪だ。

　悔くやしくて鼻の奥がツンと痛む。それでも、絶対に泣きたくなんてなかった。

「違う。確かに私は苓雲に貰もらった指南書に頼っていた。だがそれは、どうすればよいのか分からなかったからだ」

　俯うつむいた慧祥の髪から、はらはらと紙屑が落ちる。

　力ない声に頭の熱が引き、涙が引っ込んだ。

「……おかしなことをして嫌われたくない。そう思うほどに、何もできなくなってしまう」

「嫌いになんて、なりませんよ」

「そんなことは分からない。私は人に嫌われることが得意だからな」

「それでも、私は貴方を嫌いません。だから、貴方のやりたいことをしていいんです」

「やりたいことを？」

　やっと顔をあげた慧祥が、首を傾げる。

　その仕草がやけに可か愛わいらしく、つい笑ってしまう。

「そうです。誰かと仲良くなりたいなら、まずは自分が相手と何をしたいか伝えなきゃ駄目です。相手の顔色ばかりうかがっていては、疲れるだけですから」

「それでは、そなたを困らせるだけではないか？」

「何よりも、私が陛下ともっと仲良くなりたいんです。だから、陛下にはこんな紙切れに頼らずにもっと自分の気持ちを大切にしてほしいです」

「私の、気持ち……」

　慧祥はビリビリに破れた紙を拾った。それをぎゅっと握にぎり潰つぶすと、珠華を見つめた。

「囲碁が、したい」

「それから？」

「もっと珠華のことを知りたい。それから──」

　珠華はじっと慧祥の言葉を待つ。

「慧祥と呼んでほしい。苓雲の書いた項目では四十四番目だったが、そんなことは関係ない。私が呼んでほしいと思ったからな。だから珠華、私の名を呼べ」

　初めて会った時と同じ、強制的な言葉だ。だが、そこに嫌けん悪おは感じない。

「畏かしこまりました、慧祥様」

「……それでは、命令に従っているだけみたいではないか」

　不服そうな声で、慧祥は言う。まるで拗ねた子供みたいな声に、珠華は嬉しくなる。

　やっと、本当の顔を見せてくれた。そんな気がして心が弾はずむ。

「まあ、今はそれでいい。恋愛はゆっくり進まねばならないと、苓雲も言っていたからな」

「だから、兄上の言葉は……って、恋愛!?」

「何を今さら驚いている。男女の仲を深めるということは、世間一般では色恋を指すに決まっているだろう」

「そんなことないです！　他にもあるでしょう。家族愛とか、師し弟てい愛とか、友愛とか！」

「私たちは曲がりなりにも夫婦なのだぞ。そんな二人が友愛だと？　片腹痛いわ。おお、そうだ珠華。私のお願いはまだ終わっていないぞ。そうだな……。私の好物を今度作ってまいれ」

　胡坐あぐらをかき、いきなり横おう柄へいな態度になった慧祥に啞あ然ぜんとする。

　しかも、告げられたお願いは、珠華にとってかなりの難問だ。

「あの私、料理は苦手で……」

「安心しろ。私の好物は簡単なものだ。そなたでも作れる」

　自信満々に言われたが半信半疑だ。自分の不器用さは尋常ではないことを知っている。

　じっとりと疑うような視線を向けると、慧祥は言った。

「握にぎり飯めしを作ってくれ」

「……握り飯？　それって、炊たいた米を、塩をつけた手で握ったもののことですよね？」

　所いわ謂ゆる、おにぎりだ。

「何を当たり前のことを聞いておる」

「いえ、もしかしたら王族に代々伝わる珍味を使った料理の俗ぞく称しようかと……」

　意外にも庶しよ民みん的てきなものが好きらしい。確かにこれなら、作れそうだ──たぶん。

「分かりました。今度、玉琳に厨くりやの場所を教えてもらいます」

「うむ。期待している」

　珠華が了承した矢先、慧祥が手を伸ばした。いきなり腕うでを引かれた珠華は、前のめりに倒れる。

「い、いきなり何をするんですか！」

　慧祥の胸に飛び込んでしまい、すぐに起き上がろうとする。けれど、きつく抱きしめられ、抜け出せない。

　慧祥はそんなことも気にせず、緩やかな手つきで珠華の髪を指で梳き始める。

「なぜ、怒っている。やりたいことをやればいい、そう言ったのはそなたではないか」

「それは、相手が了承した時だけです！」

　不満を口にすると、珠華の髪を梳いていた指先が止まる。

「うむ。いろいろと難しい制約があるのだな。乙女心と秋の空とは、よく言ったものだ」

「そーです。乙女心は複雑なんです。だから、過度なお触さわりは禁止ですからね」

　珠華はやっと腕から抜け出し、慧祥に忠告する。

「そなたは、私の妻なのにか？」

「うっ……。でも、二人の心を通わせるためには、段階を踏まないとダメなんです！」

「では、過度なお触りとは、どの程度だ？　苓雲の指南書で言うと、項目九十二に書いてあったようなことか？」

「そ、そんなの、私の口からはとても言えません！　それに、兄上の書いた紙には、どこまで書いてあったんですか」

「決まっているだろう。最後までだ」

「最後って、どこが最後なんですか！　いや、いいです、言わないでください！」

　興奮して顔が真っ赤に染まる。

　ここまでくると、からかわれている気がしてくる。その証拠に、慧祥は僅わずかに微笑ほほえんでいた。

「では、今夜は共に寝るぞ。肩を並べて、仲なか睦むつまじく床とこを共にするのが夫婦円満の秘ひ訣けつらしいからな」

「うえええっ！　そんなの絶対ダメです！」

「……そなた、あれも駄目、これも駄目と、すべてが駄目ではないか」

　しゅん、と眉を下げた慧祥に、ぐっと言葉に詰まる。

「私はただ、誰かと共に寝てみたいと思っただけだ。手を繫いで、誰かのぬくもりを感じながら、朝を迎えてみたかった。……だが、そなたが嫌なら、仕方がないな。一人寂さびしく、あちらの冷たい長椅子で寝るとしよう」

　捨て犬のように背中を丸め、のっそりと慧祥は立ち上がる。

　あまりに落ち込んだ姿に、とうとう珠華が折れた。

「分かりましたよ！　一緒に寝ましょう」

「本当か！」

　ぱっと、振り向いて寝台に戻ってきた慧祥は、珠華の前に座る。

「ただし、手は繫ぎません。その代わりに、小指、出してください」

「小指？」

　不思議そうに言いながらも、慧祥は素直に珠華の顔の前に出す。その小指に、珠華は自分の小指を絡からめる。

「ここまでなら、過度なお触りになりません。今日は、これで許してください」

　これが、今の精一杯だ。

　夫婦だというのに、お茶を濁すようなことをして、慧祥は怒ってしまわないだろうか。少し不安になりながらも、小指の先の顔へ目を向ける。

「十分だ。そなたの指は、小さくて温かいな」

　慧祥は満足そうに絡めた小指を見ている。

（確かに、温かいな。なんだか、懐なつかしい）

　そのぬくもりは、遠い昔に感じたものとよく似ていた。

　目を閉じると、今でも思い出す柔らかくて温かな光。それは、珠華をここまで連れてきてくれた大切な思い出だった。
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　──父と兄に会いに行こう。

　あれは、六年前の夏の日のこと。

　空は厚い雲に覆おおわれ、不ふ機き嫌げんな音を鳴らしていた。

　珠しゆ華かはいつの間にか片方靴くつの脱げた足で、とぼとぼと森を歩き続けた。胸に抱かかえるのは、小さな竹の包みだ。その中には、厨に忍び込み、釜かまに残ったご飯を搔かき集めて作った、おにぎりが二つ入っている。

　辺あたりには燃えつき倒れた木や、斬きり殺されて横たわる兵士。死体の数は、歩みを進めるたびに増えていく。

　怯おびえながら道を進めば、行く手に数人の男たちが立ちはだかった。

「餓が鬼きだ……。何を持っている、それを寄こせ──」

　亡ぼう霊れいのような男たちは、黄こう燐りん国の残ざん兵ぺいだろう。顔に黄燐軍の証である、黒い布を巻きつけている。布の隙すき間まから見える目はギラリと光り、飢うえた獣けもののようだ。

　追い剝はぎにでもなるつもりなのか、男たちは珠華に迫ってくる。

　その中の一人が薄汚れた手で剣を振り上げた。

「いやっ……！」

　恐怖に目を閉じた直後、金属がかち合う音がした。

　すぐに野太い男のうめき声が深い森を駆け巡めぐる。恐れながらも目を開くと、視界に飛び込んできたのは、艶つややかに舞う長い黒髪だった。

　斬りかかってきた男は、地面に倒れていた。その体は焼け焦こげている。息いき絶たえた男の前に立つのは、赤い戦せん袍ぽうに身を包んだ少年だ。

「貴様、太極術師か！」

　残兵の一人が声をあげた。少年は答えることなく兵士を斬りつけていく。舞うように戦う姿は、まるで仙せん女によのようだ。

　黒く舞い踊おどる髪に目を奪われた。その間にも、倒れた兵士の一人が立ち上がり、珠華に向けて剣を振り上げていた。

「くそっ、しぶとい奴め」

　少年は珠華に目を向け、駆け出そうとした。だが、長い髪を兵士に摑つかまれ足が止まる。

　次の瞬間、腕がじわりと熱くなった。

　斬られたのだ。血の滲んだ腕を押さえ、痛みに歯を嚙かみしめていると、兵士が再び剣を振り上げた。

「やめろ！」

　叫さけび声ごえが木々の間に響ひびいた。長く艶やかな髪が、目の前で舞い散った。

　真っ赤な炎ほのおに包まれた剣が、兵士たちを襲う。瞬またたく間に、兵士たちは残らず焼け死んだ。

「──大丈夫か？」

　剣を振るい、少年は炎を消す。美しい闇やみ色の髪は、肩にかかるほどの長さになっていた。

　その顔は陰かげり、よく見えない。

　ただ、金こん色じきに輝く双そう眸ぼうが獣のような光を放つだけだ。

　深く斬られた腕を押さえていると、少年は膝を折り、傷口に手をかざした。温かい光に傷が包まれ、すぐに出血が止まった。

「悪いが、太極医術は苦手でな。傷きず痕あとは残るだろうが、これで痛くはないだろう？」

　少年は袖そで口ぐちを破き、血だらけになった珠華の腕を拭ぬぐうと立ち上がった。

「あの、助けてくれてありがとう。お礼がしたいけど私、お金は持ってないの」

「そんなもの、いらない」

　冷たい目をした少年は、踵きびすを返して去っていこうとする。

「あのっ！　待ってください！」

　遠ざかる背を呼び止める。ぴたりと歩みを止めた少年に、意を決して言った。

「よかったら、このおにぎり食べませんか？」

　差し出したのは、胸に抱えていた大事なおにぎりだった。
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　陽光が顔を照らし、鳳ほう安あんの朝を告げる太たい鼓この音が耳に響いてくる。

（──どうして、あの人のことを思い出したんだろう）

　朝、珠しゆ華かは朝あさ餉げを慧けい祥しようと食べながら、昨晩の夢を思い出していた。

　辛つらく寂しい日々に耐たえきれず、邸やしきを飛び出したあの日。命の恩人と出会い、おにぎりを渡したところまでは覚えている。

　だが、やはり肝かん心じんの顔は霞かすんで分からない。

「……しゅか、しゅーか、珠華っ……！　珠華！」

　急に聞こえた大きな声に、肩が跳はねる。

「な、なんですか、急に。驚くじゃないですか」

「そなたが、黙もく々もくと食べ続けているからだ。一体、何杯食べる気だ」

「何杯って、まだ三杯目ですよ」

「それで六杯目だ」

「ええっ、いつの間に！　自分の無意識の食欲が恐おそろしい……」

「初めは良い食べっぷりだと感心していたが、そんなに食事に集中されては、寂しいではないか。途中で、釜ごと持たせた方がいいのではないかと思ったほどだ」

　つんと顔をそらして、慧祥は胡ご麻ま団だん子ごをかじる。

「拗ねないでください。謝あやまりますから。──でも、私だって怒ってるんですからね」

「怒る？　私がそなたに何をしたというのだ」

「忘れたとは言わせませんよ。昨日の夜、小指を繫いで寝たはずなのに、どうして朝起きると、慧祥様に抱きしめられてたんですか！」

「あれはそなたの寝ね相ぞうが悪かったからだと言っただろう。足や拳こぶしが飛んできて、昨夜は大変だったのだぞ。嫁に殴られた顔で、朝ちよう議ぎになど出られないからな」

「だからって、抱きしめることないでしょう。起こしてください。それに、あれは抱きしめるっていうより、息の根を止める勢いでしたよ。落としにかかってたでしょう！」

　今け朝さ、息苦しくて目を覚ますと、慧祥が首に腕を回して寝ていた。驚いて腕から逃げようとすると、何を思ったのか思い切り締しめ上げられたのだ。

「今度から、体を縛しばって寝ることにします。それか、いっそのこと柱に体を縛りつけて、動けないようにして寝ます。足腰も鍛きたえられる上に、精神も鍛えられますから」

「なんの修業だ。だいたいそれ以上、体を鍛えてどうする気だ。苓れい雲うんのような、筋肉隆りゆう々りゆうの猛も者さになってしまうぞ」

「いいじゃないですか、憧あこがれますよ、筋肉隆々系女子。巷ちまたで流は行やればいいのに。別の意味で、気になる彼のことを釘くぎづけにできそうじゃないですか」

「なんだと？　そなた、気になる彼がいるのか！」

「食いつくところ、そこじゃないですから。ボケ殺しですか」

　どこかずれた慧祥に、朝から頭が痛くなる。椀わんを置いて眉み間けんをもんでいると、じっとりとした視線を感じた。

「……なんですか、そんなに見られていると食べにくいんですけど」

「そなた、恩人に会いたいと言っていたが、宮廷にそれらしき男はいたのか？」

「それらしきといいますか……。実はですね、その人の顔を全く覚えてないので、捜さがしようがないんですよね」

「覚えていない？」

「そうなんですよ。覚えているのは、その人の髪が長くて艶やかな闇色だったことだけなんですよね。……って、どうしてそんな顔をしているんですか」

　ムスッとふくれて目を細めた慧祥に、珠華は首をひねる。

「……そなた、もしもその恩人が、太極医官をやめてほしいと言ったらどうする？」

「なんで、そんなことを言うんですか」

「たとえ話だ。もしかしたら、その男が太極術嫌いかもしれないだろう」

　試すような口ぶりに、どう答えればいいのか分からず、口を閉じる。

「もしも、その恩人がそなたを嫁に欲しいと言ったら、嫁に行くのか？」

「それは……」

「恩を返したいだけならば、別の方法もあるだろう。もう一度、そなたが太極術師になりたかった理由を考えてみるがいい」

　くいっと、玉ぎよく琳りんの淹いれたお茶を飲みほして、慧祥は立ち上がる。

（一体、なんなのよ）

　室を出て行く背中を見送るが、慧祥は一度も振り返らなかった。

「太極術師になりたかった理由……」

　六杯目のご飯を食べながら、慧祥の言葉を考える。けれど、深く考えるうちに頭が痛くなってきた。

「うーん、なんでって言われても……」

　命を助けてもらったのだ、恩義を果たしたいと思うのは自然なことだ。それでも、太極術師をやめてくれと言われたら、きっと嫌だと答える。

　その理由が分からず悩んでいると、ふと室の片かた隅すみに置いてある櫃ひつに気づいた。櫃の中には、ここに来た時に着ていた太極医官の衣が入っている。

「そういえば、今日って薬庫の整理の日だったな。……ん、薬庫の整理？」

　そこで、珠華はにやりと笑った。
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　太極医官は、今日も雑用の日々だった。今日は月に一度の薬草類の整理の日。新しん米まい太極医官と薬くす師し見習いたちは薬庫に向かっていた。

「おや……？」

　薬庫の鍵かぎを開けようとしていた竜りゆう皓こうが、手を止める。その背後から、慈じ恩おんが顔を出す。

「どないしたんですか、竜皓さん」

「鍵が、開いているようだ」

「ホンマや」

「慈恩、少し中を見てきてくれ。そして、何かあったら言うんだ。私は全力で人を呼びに行く」

「……アンタ、そのまま全力で逃げる気やろ」

　竜皓に押され、慈恩は「しゃあないなぁ」と文句を言いながらも、扉に手をかける。

　竜皓と鳳ほう瑛えいは風ふう蓮れんの背後に隠れ、息を殺す。

「誰かおんのか！」

　荒々しく扉を開き、慈恩は薬庫へ入る。張り詰めた空気が、薄暗い室内を占領する。

　しかし、聞こえてきたのは、気の抜けた声だ。

「えへへ、久しぶり」

　瞠どう目もくする慈恩に、珠しゆ華かはひらひらと手を振る。その格かつ好こうは、貴妃らしからぬ、白い医官服だ。

「しゅ、か……って、こんなところで何してんねん！」

　慈恩は珠華を指さし、叫んだ。

　棚たなの間から出ると、珠華は手に持った薬庫の鍵を見せる。

「いやあ、後宮に連れ去られた時に着てた衣のことを思い出してさ。それを着て、ここまで来ちゃったんだぁ。この前の当番の時に、予備の鍵を返し忘れててよかったよ」

「……猿さるが後宮から脱走したのか。今すぐ、飼かい主ぬしに知らせないとな」

　ぼそりと呟つぶやいた風蓮が、くるりと踵きびすを返した。

「やめてよ、風蓮！　ほら、私がいないと、みんなが大変でしょ？　ちゃんと、薬庫の整理も手伝うから、大目に見てよ」

　慌あわてて風蓮の首根っこを摑んで引きとめる。

「触るな、猿。俺は陛下に仕つかえる臣しん下かとして、責務を果たそうとしているだけだ」

「噓だ！　ずぶずぶの悪意が顔に滲んでるもん。私が絶望する顔を酒の肴さかなにする気だ！」

　半泣きになっていると、困ったような竜皓の声がした。

「驚いたじゃないか、珠華。勝手をしたら、お前を世話する女官も宦かん官がんも困ってしまうよ？」

「うっ……。でも、どうしてもみんなに会いたくて。話せばややこしくなるから、そこは割かつ愛あいするけど。とにかく、あのままだと私の頭が爆発しそうだったんだよ」

　珠華は人差し指同士を合わせ、竜皓を見上げる。年長者である同どう僚りようは眉を下げて微笑む。

「仕方がないな、お前は。じゃあ、少しだけ手伝ってくれるかい？」

「竜皓さん、猿を甘やかすのはやめてください。癖くせになりますよ。手癖の悪い猿と同じです。悪いことをしたら罰ばつを受ける──そう教えることが躾しつけってやつですよ」

　いっそのこと、俺が躾しつけましょうか。なんて言いだした風蓮からさっと逃げて、珠華は竜皓の後ろに隠れる。

「まあ、ええんちゃう？　珠華に片っ苦しい後宮生活なんて、似合わんもんな～？」

　慈恩の馬鹿にしたような笑い顔に、珠華はムッとする。

「私だっていろいろ頑がん張ばってるんだから。昨日なんて、ちゃんと夫婦として一緒に寝たし！」

「なああんやってぇ！　ホンマか、珠華！　俺の珠華にあの冷血漢が手を出したんか！」

　くわっと目を見開き、慈恩は珠華の肩を持って揺ゆらす。

「ほ、本当だよ？　私は慧けい祥しよう様に嫁いだ身だよ。床とこを共にするのは普通でしょ？」

　ついむきになり、へんな見栄を張ってしまう。

「噓だと言うてくれ！　珠華の純潔があの男に奪うばわれたなんて、信じられるか！」

「落ち着いてください、慈恩様。珠華様がお元気なら、何よりじゃないですか」

　止めに入った鳳瑛に、慈恩が嚙みつく。

「地味男は黙だまっとれ！」

「はうっ、地味男！」

　撃げき沈ちんした鳳瑛は、はらりと床に倒れ込む。

「なあ、珠華、悪いことは言わんから、この際このまま俺と逃げへんか？　愛の逃とう避ひ行こうや」

　珠華の手を握り、慈恩は息巻いて言う。だが、その間に風蓮の手しゆ刀とうが落とされる。

「黙れ、猿二号」

「二号てなんやねん。面倒くさかったんか。新しい悪態思いつかんで、手ぇぬいたんか」

「馬鹿を黙らせるのに、新鮮味のある悪態なんて必要ない。というか、これ以上馬鹿の話を聞いていたら、こっちまで頭が悪くなりそうだ」

「なんやと、コラ！　頭悪くなる前にかち割ったろか！」

「文句があるなら言ってもいいが、先に仕事を終わらせてからにしろ。迷めい惑わくだ」

　いつものごとく辛しん辣らつな言葉を吐いた風蓮は、薬の名称の書かれた本を手に棚へ向かう。

　その途中、珠華の顔を見ると言った。

「お前、少し見ないうちに太ったな。ちやほやされすぎて、体が膨ぼう張ちようしたか？」

「なっ！」

　啞然として頰を両手で押さえた珠華を無視して、風蓮は薬の整理を始める。

　その背を珠華は慈恩と一緒に、睨にらみつけた。

「すみません、すみません、珠華様、慈恩様ぁ……。僕がじめじめと落ち込んでいたばかりに、きっと風蓮様も苛いら立だったのです。すべてはこの鳳瑛の責任。僕なんて、こうして頭を下げることしかできない、役立たずの豚野郎って罵ののしってくださって結構ですからぁ」

　頭を下げながら泣きだした鳳瑛に、珠華はぐっと声を詰まらせる。

「相変わらず、面倒くさい男やなぁ。ほら、涙拭ふきや」

「ふぇええ、すみません……。ちょっと、興奮してしまいました」

　慈恩はため息をつき、鳳瑛に白布を差し出す。鳳瑛は白布を受け取ったが、ぐしぐしと鳴き続けている。

「何も泣くことはないよ、鳳瑛。風蓮は少し、天あまの邪じや鬼くだからね。さっきのはあいつなりの、元気そうで何よりだ、って意味だよ」

「……竜皓さん、でたらめなことを言うのはやめてください」

　すかさず、風蓮が釘を刺さす。それでも、噓のように怒りが静まっていた。

（さすが竜皓さんだな。人の気持ちを動かすのが上う手まい）

　竜皓は人の扱あつかいに長たけていた。温厚で、弱腰の事なかれ主義。けれど、いざという時は年長者として、珠華たちのまとめ役になる。

　同僚二人を宥なだめ、ついでに鳳瑛を慰なぐさめるとは。しかも、今は捻ひねくれた風蓮の傍かたわらで薬の整理の手伝いに回っている。

（あ、機嫌がなおったみたい）

　何を言ったのかは分からないが、竜皓に話しかけられた風蓮の表情が、一瞬のうちに穏おだやかなものに変わる。

　華弓では太極医術は朱雀のような慈じ愛あいの力と言われている。太極医術に重要なのは、患かん者じやの気を探さぐり、その気に己おのれの気を同化させることだ。

　他者の気と同化するには、相手の気を知り尽つくす必要がある。そのためには、人の心を知ることが重要だ。だからこそ、昔から太極医術が得意な人には人の心の機き微びの分かる、穏やかで心の広い人が多い。

（竜皓さんは、根っからの太極医官だな）

　頰ほおを緩ませて竜皓を見ていると、慈恩が言った。

「ほんなら、俺らも始めよか？」

「そうだね」

　ぽんと慈恩に肩を叩かれ、珠華は頷く。

　薬庫に漂ただよう心地ここちの良い空気を吸い込むと、自然と太極医官に戻れる気がした。
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　埃ほこり臭くさい薬庫の棚には、華弓や近隣国から集められた珍しい薬がある。壺つぼや木箱に納めたそれらの品質や数を確かめ、冊子に記入していく。

　始めは黙々と作業をしていた面々だったが、今では珠しゆ華かの後宮話に花を咲かせていた。

「──それでね、慧けい祥しよう様は嫌味なくらい、なんでもできるんだよ。しかも、太極術も得意で、今度私に稽古をつけてくれるんだ」

　珠華は少し興奮しながら話す。それを、微笑ましそうに聞いていた竜りゆう皓こうが言った。

「陛下は赫かく兵部尚書に、剣術と太極術を指南してもらっていたらしいからね」

「赫尚書っていったら、黄燐との戦いくさで大将軍に任命されたんやろ？　そういや、竜皓さんも戦に参加したって、ゆうてませんでした？」

「そうなんですか？　でも、竜皓さんって……」

　ふと思い出したのは、竜皓の生まれのことだ。華弓国ではなく、隣国黄燐の生まれである彼は、留学生として宮廷にいる。そんな身でありながら太極医官となることができたのは、広く人材を欲する華弓の方針と、本人の才能の賜たま物ものだろう。

「そうだね。私も戦に出たよ。黄燐軍の兵士としてね」

「へぇ、想像つかないなぁ、竜皓さんが戦地にいるところなんて」

「こう見えて、若い頃は意外と血けつ気き盛さかんだったんだよ？　あの時の私は、戦いのことしか頭になかったなぁ。一人でも多くの敵を倒し、勝利を黄燐に持ち帰ることだけが願いだったからね。自身を顧かえりみずに戦っていたせいで、死にかけたことだってある」

「意外やなぁ。戦いは嫌いやって、いつも言うてるのに」

「あの時、一生分戦ったからこそ、今は無む駄だな戦いは避けたいんだ。波風立てず、温厚に。剣を抜かずに勝利をこの手に。それが、信条だよ」

　愁うれいを帯おびた竜皓の瞳ひとみが揺れる。その表情を見た珠華は、これ以上、何も訊きけなかった。

（こんな顔、初めて見た）

　竜皓の横顔を見つめていると、冊子に記入しながら、慈じ恩おんが話しだした。

「黄燐とやりおうた時、俺はまだ餓鬼やったからなぁ。華弓も北部の方は、結構激しい戦いやったんでしょう？　俺が住んどった西部も、北の方は残兵に襲われたせいで滅ほろびた村がいくつもありましたわ」

「へぇ、私が住んでた赫かく丹たん州しゆうは、黄燐との国境が近かったけど、父上のおかげでそんなに心配しなかったなぁ」

「そらそうやろ。なんたって、赫尚書が守っとった場所やもんな。──そーいや、風ふう蓮れんは東方の出やったな。あっちの方は、どやったんや？」

　慈恩は風蓮に目をやる。いきなり話を振られた風蓮は、面倒くさそうに答える。

「さあな」

「相も変わらず、お前は感じ悪いな。ほんま、こんな無ぶ愛あい想そうで鬼き畜ちくな奴が、なんで太極医官になれたんか不思議や」

「たかだか太極医官になるために、そんなご大層な理由が必要なのか？　どうせ、お前だって、まともな理由なんてないだろ。この、守しゆ銭せん奴ど烏がらす」

「誰が金に煩うるさい烏やねん！　俺はなぁ、一族の期待を背負ってんねん。お前みたいな、お遊びちゃうねんで」

　慈恩は風蓮を睨にらみ、しゃくりながら言う。

「そういえば、慈恩って士し喰ぐい族の生まれだっけ？」

「せや、士喰族の商人やったんや。うちはじぃちゃんの代にこっちに来たんやで。流れ者の士喰に故郷はない。俺が太極医官として名をはせて、家族に故郷を作ってやりたいんや」

「へぇ、慈恩もいろいろ大変なんだね」

　初めて知る同僚の思いを知り、感心する。

　そこで、ここに来た理由を思い出した。

「──じゃあ、竜皓さんは？　どうして、留学までして太極医官になったんですか？」

「え、私かい？」

　話を振ると、竜皓はしばらく考え込んだ。

「……そうだな、誰かに必要とされたかったから、かな？　悪いけど、慈恩みたいな立派な話じゃないよ」

「そんなことないですよ。でも、それだったらもう、夢は叶かなってますね。私たちにとって、竜皓さんは大事で必要な人だもん」

「それは嬉しいな、ありがとう」

　竜皓ははにかんで笑う。

「それじゃあ、次は風蓮だね。なんで、太極医官になったの？」

「しゅ、珠華様、そろそろこの話は終わりにしましょう。でないと、風蓮様が──」

　鳳ほう瑛えいがちら、と風蓮に目を向けた。

「くだらない話はやめろ。俺はお前の友達でもなんでもないんだ。仕事以外のことを話す必要なんてない」

「何よ、別にいいじゃない。それとも、そんなに面おも白しろおかしい理由なの？」

「お前に答える筋合いはない。だいたい、夢だなんだと語ってどうする。くだらないことを延々と話すな、時間の無駄だ。口を開けるな、手を動かせ。整理が終わったなら次は掃そう除じだ」

　苛立った声で言うと、風蓮は窓を開く。

　刹せつ那な、突風が薬庫に吹き込んできた。春風が珠華たちの間を通り抜ける。珠華は思わず目を閉じそうになったが、眼がん前ぜんの光景に釘づけになった。

　竜皓の髪を束たばねていた髪留めが外はずれ、髪が風に流れた。

（これって）

　舞い散る髪に、息をのむ。その光景を見た瞬間、記憶の中の少年が頭をよぎる。

　艶やかな髪が、目の前で舞い散り、ふっと少年が振り返り──

「わぁっ。風蓮様、いきなり窓を開けては薬草が傷いたんでしまいます！」

　少年の顔を思い出す寸前、鳳瑛が慌てて窓を閉じた。

「すまない……」

　竜皓は銀の髪留めを拾い、髪をまとめる。その姿に、胸が煩いほどに高鳴った。

「あのっ、竜皓さん！」

　思い切って声を出すと、竜皓が振り返る。それとほぼ同時に、薬庫の扉が開いた。

「──こんなところにいたのか」

　聞きなれた、けれどいつもより低い声が薬庫に響く。

「慧祥様！」

　入口にいたのは、慧祥だ。珠華の声を聞き、慧祥に気づいた同僚たちが拱手する。

「あ、あの、なぜここに？」

「玉ぎよく琳りんから聞いた。恐らく、太極医官たちのところだろうとな。……そなた、ここで何をしている」

　慧祥は本気で怒っていた。静かな怒りをはらんだ双眸が、珠華をとらえる。いつもと違う表情に、恐怖がこみあげる。

　じわりと背中に汗が滲むのを感じつつ、おずおずと答える。

「その、ちょっと、みんなに会いたくて」

「ほう、後宮の暮らしがそんなに嫌だったのか」

「そうじゃないです、けど……」

「けど、なんだ。答えてみよ」

　見たこともないほど冷たい瞳に、珠華は射い竦すくめられる。

《修羅のごとく戦火を駆け抜けた、華弓の英雄》

　玉琳の言葉が頭をよぎる。

　激しい威い圧あつ感かんに、足が地面に貼りついたように動くことができない。
















　そんな珠華に痺しびれを切らしたのか、慧祥が手を伸ばす。

「来い」

　珠華の手を無理やり摑み、慧祥は歩きだす。

「いたっ、そんなに引っ張らないでください！」

「そなたは黙っていろ」

　制止の声も聞かずに薬庫から出ると、慧祥は片手で乱暴に扉を閉める。その直前、呆ぼう然ぜんとする同僚たちを、珠華は不安を閉じ込めた瞳で見つめた。
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　珠しゆ華かと慧けい祥しようが去り、緊張の解とけた慈じ恩おんは首を鳴らした。

「行ってもうたなぁ。──しかしまあ、ずいぶんとご執しゆう心しんみたいやな」

「あの様子を見る限り、大切にするというより、後宮に縛りつけるという方が近いだろ。あの猿女に惚ほれたなんて、信じられん。何か、裏があるんじゃないか？」

　風ふう蓮れんが鼻で笑い飛ばす。

「お前は陛下にまで毒を吐きよるんか。まあ、分からんでもないけどな」

　慈恩は薬庫に現れた若き王を思い出す。

　獣のように光る目に、体格以上の威い厳げんに満ちあふれた風格。陰で修羅と恐れられているだけはある。

（それにあの目は──）

　珠華をとらえ、逃がさないと言っていた。

　だが、彼女は数日前まで王の顔すら知らなかったのだ。そんな小娘に、たったの数日であそこまで固こ執しつするとは思えない。

（あの人は、珠華の何を見とるんやろなぁ）

　薬瓶びんを手に慈恩が思案していると、隣で鳳ほう瑛えいがぽつりと呟く。

「──そういえば、この国の伝説でこんな話を聞いたことがあります」

「うおうっ！　びっくりするやろ。お前は猫か！　もっと、気配を出して生きろや！」

「ひどいです、慈恩様。いくら、僕が地味で暗くてじめじめで、気配が薄いからって……」

「面倒やから、泣くな。ほんで、この国の伝説がどないしたんや」

「うぅっ、神しん獣じゆう盟めい約やくですよぉ。この国の守護獣である朱雀は、命と引き換えに王に力を貸すという伝説があるんです」

　その話に、風蓮が僅かに眉根を寄せる。それを横目に、慈恩は言う。

「それと珠華と、なんの関係があるんや」

「朱雀がこの国から消えて、すでに六年です。これだけ長い間、現れないとなると、周囲の目もありますし、陛下も焦あせっているのしょう。ですから、朱雀を再びこの国に戻すため、珠華様を後宮にあげたのではないかと」

「……太極秘儀か」

　そう呟いたのは、竜りゆう皓こうだった。

「もしかしたら、先王は朱雀と盟約を交かわしたのかもしれないね。だけど、盟約の途中で先王が亡くなり、盟約が果たされることなく、朱雀は華弓から消えた。陛下は消えた朱雀を華弓に戻すために、珠華を娶めとったのかもしれない。男女が揃い初めて完成する至高の太極術《仙華》を使い、朱雀をこの国に戻そうとしているとしたら、辻つじ褄つまが合う」

「なんやねん、それ。珠華は利用されとるっちゅうことか」

　予想に過ぎないが、胸むな糞くその悪くなる話に、慈恩は顔を歪ゆがめる。

「《仙華》といえば、男女が愛し合うことで発動する、特殊な太極術ですからね。珠華様が貴妃となられたのも納なつ得とくです」

「男女の愛──って、下ネタか！　まさか、珠華は無理やりあの冷血陛下に手て籠ごめにされたんか！　嫌がる珠華を無理やり床に誘い出して、太極秘儀の練習をしとるんか！」

　ついさっき聞いた珠華の話を思い出した慈恩は、頭を抱えて叫ぶ。

「……恐らくは、そうだろうね。あれは、最後までやってるね。夜な夜な、大人の修業をしているのだろう。とうとう、珠華も女になったようだ」

　竜皓は顎あごに手をやり、目を細める。

「ホンマですか、竜皓さん。なんで、そんなことが分かるんや！」

「私くらいになると分かるんだよ、匂においでね。今まで感じなかったが、珠華から女の香りがする。つい、衣の下を想像してしまったよ」

「竜皓さん、これから一生、珠華に近づかんといてください。これ以上、珠華を穢けがされたくないんで」

　冷たく突き放すと、竜皓は誤魔化すように咳せきばらいをした。

「──珠華が女になったかは置いといて、陛下はこの六年間で急速に華弓を発展させた立役者だ。娘一人を利用することに、罪悪感なんて抱く暇はないだろう。嘗かつて、周辺諸国に多大な影響力を誇っていた黄燐も、多くの犠ぎ牲せいの上に成り立っていたものだ」

「政まつりごとに情はご法はつ度とやから、珠華のことも仕方ないっちゅうんか？」

「そうは言ってないよ。結局、黄燐は勢力を広げる途中で華弓に負けてしまったからね。一人ぼっちの王様が、これからどうなるのかは見ものだね。黄燐の二の舞になるのか、どうか──」

　いつも温厚な竜皓の、こんなにも敵意に満ちた言葉を口にするのを聞いたことがない。

　冷たい空気に、薬庫が静まり返る。

「そんな勝手な話、許されると思ってんのか……！」

　沈ちん黙もくを破ったのは風蓮だ。押し殺すような怒気に、慈恩は驚く。

（今、なんて言った？）

「仕方ないですよ、風蓮様。珠華様も一人の女性です。陛下に見染められたのですから、喜ばしいことですよ。──さあ、早く掃除を終わらせましょう。慈恩様、僕と風蓮様はあちらの棚を掃除してきてもよろしいですか？」

「あ、ああ、ええけど」

　答えると、鳳瑛は風蓮を連れて棚の向こうへ行ってしまった。

「風蓮があんなに怒るなんてね。何だかんだ言っても、珠華を心配していたんだね」

「ほうですね」

　それよりも引っかかることがある。

　目を細め、風蓮の去って行った方を見る。棚の隙間からのぞいている派手な赤い頭をじっとうかがっていると、鳳瑛がふとこちらを向く。

　思わず顔を後ろにそむけた。

　一人、その場に残された慈恩は棚から一つの瓶を取る。

（面倒くさいんは、嫌いなんやけどなぁ……）

　胸に生まれた不吉な予感を拭うように、棚の汚れをふっと吹き飛ばした。
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　薬庫を飛び出して大たい常じよう寺じを出た慧けい祥しようは、黙々と歩みを進める。堂々と宮中を通り抜けるせいで、すれ違う官吏たちの異様な者を見るような視線が珠しゆ華かに突き刺さった。

　長い外そと廊ろうを歩く途中、珠華は耐えきれなくなり口火を切る。

「別に、遊びに行っていたわけじゃないですからね。今け朝さ、慧祥様がどうして太極医官でありたいのか、なんて聞くから──」

「だったら、一言誰かに告げてから行けばよかっただろう」

「そんなことしたら、絶対玉ぎよく琳りんに止められるじゃないですか」

「ならば、私に話を通せ。なんとかしてやる。それに……」

　急に慧祥が止まり、珠華はたたらを踏む。

「慧祥様？」

　珠華からは、前にいる慧祥の顔が見えない。だが、その手から伝わる体温は冷たい。

「急にいなくなるな。心配しただろう」

　慧祥は背を向けたまま言った。その背中が寂しくて、どうしていいのか分からない。

　思い返すと、薬庫に飛び込んできた慧祥は、額ひたいにうっすら汗を滲ませていた。自惚うぬぼれではないのなら、それだけ必死に捜してくれたのだ。

　実の母に兄弟を奪われ、実の父に母親を奪われ。修羅だ、化ばけ物だと陰口を叩かれる。

　慧祥の生きてきた世界を思い出し、自分の軽けい率そつな行動を後こう悔かいする。

「──ごめんなさい」

　呟き、慧祥の顔をうかがおうとした──その矢先だ。

「もしや、そちらにいる娘が、後宮へあがった噂の貴妃ですかな、陛下」

　外廊の向こうから声がした。

　近づいてきたのは、高官らしき風ふう貌ぼうをした男だ。厳しい眼光をした初老の男を見て、珠華は慧祥に摑まれていた手を離す。

「……汪おう杔たくか」

　汪杔と呼ばれた男は慧祥に拱手すると、すぐさま珠華に目を移した。

「赫かく家の娘でしたな。確か、元は太極医官だったとか。しかし、なぜそのような格好をしておられる」

「そなたには関係のないことだ」

　珠華を背後に隠し、慧祥は汪杔の言葉を切り捨てる。それが気にくわなかったのか、男は渋じゆう面めんを浮かべる。

「陛下、そのような娘を後宮に入れるのは、いかがなものかと。お言葉ですが、先王陛下が亡くなられてから、臣下の気持ちは離れる一方。宰さい相しようもいまだに不在という状況に、官吏たちからも不満があがっております。陛下は我々を信用していないと──」

「その通りだ。私が隣に置きたいと思う者がいない。それだけだ」

　慧祥は表情を消し、冷れい淡たんに告げる。男はますます顔を渋しぶくすると、僅かに声を荒らげた。

「では、黄燐国の者を太極医官にしたのはなぜですか。あれは敵国の生まれですぞ。それに、流れ者の士喰族の者までも宮廷にあげるとは」

「国に必要なのは、何よりも優すぐれた人材だ。あの者たちは、太極医官に相応しい価値のある者たちだ」

　男の言葉の端はし々ばしには、棘とげがある。その棘を片手で払いのけるように、慧祥はいなしていく。

（これだけ嫌味を言われたら、私なら速攻で手が出ちゃうけどな……）

　眉根一つ動かさない慧祥に、珠華は嘆息する。だが、汪杔も負けていない。

「畏おそれながら、陛下の御ご母ぼ堂どう様は普通ではありませんでした。周囲からの奇異な目は、致し方ありません。あれだけのことをしたのですから、もしやと陛下のことまでも疑う輩やからが出てもおかしくはないでしょう」

　侮ぶ蔑べつを込めた言葉が放たれる。年老いた官吏の双眸には傲ごう然ぜんとした感情が滲んでいる。

　ふつふつと足先から脳天まで沸わき上がる怒りに、今すぐこの男に飛びかかりそうになる。

　慧祥はそんな珠華の手を強く握った。

「もうよい。そなたの考えは分かった。早々に、下がれ」

　冷ややかでいて、どこか諦あきらめにも似た声で慧祥は言う。

　汪杔は忌いま々いましそうに歯を嚙みしめる。しかし、これ以上の言葉は無駄だと悟さとったのか、礼を取ると、二人の隣を通り抜けた。

　だが幾分か離れたところで、立ち止まり呟く。

「──化け物が、今に見ておれ」

　それは、消え失うせるほど小さな声だった。しかし、確実に人の耳に届く声だ。

「ちょっと！　今、なんて言ったのよ！」

　珠華は慧祥の手を振り払い、再び歩きだそうとした汪杔の肩を摑む。

「何をする！　離せ！」

「今すぐ撤てつ回かいしてよ！　貴方が言ったことを、今すぐ撤回して！」

「な、にを言う……。私は何も……」

「慧祥様は化け物なんかじゃない！　勝手なこと言ってると、私が許さない！」

「……なるほどな。よく、飼かいならされた娘だ」

　汪杔の顔が、いやらしく歪む。カッと頭に血が昇り、珠華は手のひらに気を集めた。

　渦うずにした気功を、汪杔にぶつけようとした時だ。

「うきゃっ！」

　ふわりと体が浮き上がる。気がつくと、珠華は慧祥の肩に担かつがれていた。

「何するんですか、離してください。そいつをシメてやるんだから！」

「──大人しくしていろ。いいから、行くぞ」

　俵たわら担ぎにされ、じたばたともがいたが、慧祥はずんずんと外廊を歩いていく。

　止まることなく進むその足取りが切なくて、唇くちびるを嚙みしめる。

（悔しい。でも、慧祥様はずっと、こんな世界で生きてきたんだ……）

　徐々に遠ざかる汪杔を見やり、珠華はぎゅっと拳を握りしめた。
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　麗うらららかな日差しが、四し瑞ずい園えんの池に降り注ぐ。水面みなもを滑すべる光の粒つぶが、そこにかかる橋の桟さんに映り込み、ゆらゆらと揺れている。

「やっと、大人しくなったか……」

　慧けい祥しようは珠しゆ華かを橋の上に下ろした。

　しかし、珠華は俯いたまま、顔をあげることができなかった。

「そなたはすぐに血が頭に昇りすぎる。武人として、それでは敵に欺あざむかれてしまうぞ？」

「……」

　何も答えずに動かないでいると、慧祥の手が肩にのった。

「そなた、泣いておるのか？」

　その言葉を聞いたとたん、せきを切ったように涙があふれ出した。ぽたぽたと足元に染みが広がっていく。乱暴に目元を拭うが、顔をあげることができない。

「悪かった。そなたに不快な思いをさせてしまったな。あの男は、父上が病に臥している間、宮廷を実質的に支配していた。私が王となり、権力を奪われたことに不満を持っているのだ。だが、気にするな。そなたは立派に貴妃としての務つとめを果たしておる」

「ちっ、違いまずっ！」

　ぐしっと鼻をすすり、勢いよく顔をあげる。

「そっ、そんな、ことで……泣いてるんじゃ、ないっ！」

　ぐちゃぐちゃになった顔で、慧祥に向けて怒ど鳴なる。

「では、なぜ泣いている？」

「慧祥様を、あんなふうに馬鹿にされたことが、悔しいんです！　悔しくて、悔しくて、たまらないんです！」

「珠華……」

「だって、貴方は化け物なんかじゃない。それなのに、それなのに……！」

　うわーんと泣き始めた珠華の頭を、慧祥は幼おさな子ごをあやすように撫でる。

「──一番、悔しいのはっ、貴方に涙を見られたことです」

「そうか。だが、見てしまったものは、仕方がない。悔しかったら、早く泣きやめばいい」

　穏やかな声に、落ち着きを取り戻していく。しゃっくりをあげながらも、乱暴に目元を擦こすり、涙を拭う。

「やっぱり、慧祥様は化け物じゃないです。それなのに、なぜ怒らないのですか？」

「今更、何を言っても無駄だ。それに、父上が亡くなってすぐに、門もん閥ばつ貴族出身の官吏たちを大勢、宮廷から左さ遷せんしたからな。まあ、役に立たない人材を置いておく余裕がなかっただけだが、それが気にくわないのだろう。下手に刺し激げきして、何か馬鹿なことをされるのも面倒だからな。──黙っている方が、良策だ」

　きっと、昔からそうやってきたのだろう。何かを諦めるのが普通になり、いつしか癖になっていったのかもしれない。

　母親が兄弟たちを殺した。それが負い目になり、沈黙を選んだ。それでも国に尽くし、大義を果たしたというのに。

（その結果が、こんな仕打ちだなんて……）

　胸が切なく締めつけられ、また涙があふれ出しそうだ。

　頭を撫でる手がこんなにも優しいことを、本人は知っているのだろうか。

　そのことに気づいてほしくて、珠華は顔をあげる。

「慧祥様、先に言っておきます。無礼をお許しください」

　そう言うと、慧祥の胸にぶつかるように飛び込んだ。動どう揺ようした慧祥の体が強こわ張ばる。それでも、拒きよ絶ぜつされることはない。

　広い胸に体を預け、背中に手を回して強く抱きしめる。黄色い袍ほうに、頰に残っていた涙が染み込んでいく。

「──私、また慧祥様のことを悪く言われても、きっと怒ってしまうと思います」

「だろうな。お前は頑がん固こだからな」

「それだけじゃないです。だって私、慧祥様のことが、き、嫌いじゃないんです。だから、黙っている方が楽だなんて言わないでください。いつだって、私が駆けつけて慧祥様のことを悪く言う奴を、ブッ飛ばしてやりますから」

「ブッ飛ばす？　さすがに、それは困る。そうだな、ブッ飛ばす代わりに、こうして抱きしめてくれるだけで十分だ」

　頭上から、笑いを零こぼした慧祥の声がした。

「ありがとう、珠華」

　そう告げたとたん、慧祥は珠華の背中に腕を回した。

「慧祥さ……ま」

　驚き顔をあげると、予想以上に慧祥の顔が近くて目を丸くした。艶やかな黒髪が頰に触ふれ、吐と息いきが耳元を掠かすめる。

「──思った以上に、私はそなたのことが好きみたいだ」

　囁かれたのは、告白まがいの言葉だ。

　慧祥は啄ついばむように珠華の耳を食はみ、顔を離す。溶け落ちるほどに頰に熱が集まり、甘い痺しびれが全身に広がるように鼓こ動どうが速まっていく。

　混乱して何も言えない珠華を、慧祥は痛いほどにきつく抱きしめる。

　胸に押しつけられ、口を開けないことに甘え、珠華は黙って慧祥に抱きしめられていた。
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　芙ふ蓉よう殿でんの庭に、威い勢せいのいい掛け声があがる。

「はぁっ！　せいやっ！　どっせい！」

　掛け声に合わせ、珠しゆ華かは手を前に突き出す。その前に立つのは、腕うで組ぐみをした慧けい祥しようだ。

　厳しい顔つきをした慧祥は、珠華に檄げきを飛ばす。

「それでは駄だ目めだ、もっと気合いを入れろ！」

　決して、武術の鍛たん錬れんをしているわけではない。

　後宮に珠華があがってから、早十日。心を通じ合わせ、太たい極きよく秘ひ儀ぎを完成させるため、暇ひまさえあれば慧祥は珠華の元を訪れる。しかも、執しつ務むが終われば次の日の朝まで共にいるので、自然と夜も床とこを共にしなければならない。

　けれど、庭園での告白まがいな発言以降も、慧祥の態度はまったく変わらなかった。

（なんなの？　好きって言ったのは、気まぐれだったわけ？　こっちは、生まれて初めて朝あさ餉げをおかわりしなかったくらい気にしてたっていうのに、悔くやしい……）

　あれ以来、慧祥の顔を見るのが少し気まずい。

　初めは慧祥が芙蓉殿を訪れるたびに、逃にげ隠かくれていたくらいだ。けれど、慧祥は何事もなかったかのように珠華に接していた。今では意識することも馬鹿らしい。

　珠華は指導する慧祥を横目に、頰ほおをふくらませる。

「体中の古い気を吐はき出し、新しい気を取り込め。体を流れる血に、自分の気を混ぜるところを想像しろ」

「してますよ。太極術の基本くらい分かってます」

「何を拗すねているのだ。気が乱れているぞ。──太極秘儀は男女の気を合わせ、初めて完成する。自分の気も操れないようでは、仙せん華かは発動できん。もっと膝ひざを曲げて、腰を落とす。次は三段の構かまえに行くぞ」

（慧祥様って、実は玉ぎよく琳りんよりも厳しいんじゃ。──というか、やっぱり好きっていうのも私の聞き間違えだったのかも）

　仁に王おう立だちで指示を出す慧祥は、まるで軍隊の鬼おに長ちよう官かんのようだ。間違っても、好意を寄せる相手に見せる顔ではない。

「よいか、珠華。太極術は相手を攻撃するためだけにあるのではない。私は太極医術の発展に力を入れていきたいと思っている」

「力を入れていきたいって、太極医術を使わせてもらったことなんてほとんどないんですけど」

　太極医官になってからの日々を思い出し、珠華は呟つぶやく。

　薬草園の世話や掃除そうじに、薬の調合の手伝い。普通の医官から嫌われているせいで、太極医術を使う機会は数えるほどしかない。

「雑用を己おのれの力に変えられるかどうか。それも、太極術師としての素質のうちだ。それに、太極医術は他人や自然の気を知ることが最も重要だ。雑用の中で、人や物に触ふれて見えてくるものもあるだろう」

「それって、すんごいこじつけじゃないですか。それに、太極医術は苦手です。太極武術と違って、相手の気を探さぐって原因を突き止めて、治ち療りようして。そういう細やかな気き遣づかいが私にできると思いますか？」

「私の記憶違いでなければ、そなたは太極医官だったと思ったのだが？」

「うっ……！　そ、そうですけど、自分で言うのもなんですけど、ほんとになんで太極医官になれたんだろうって、思いますよ。不器用だし、大おお雑ざつ把ぱだし」

「それは、そなたに才能があると思ったからだ。他の太極医官たちもそうだ」

　慧祥はそう言うが、信じられない。納なつ得とくできず、疑いの眼差まなざしを向ける。

「目を細めたりして、どうした。目に塵ちりでも入ったか？　前にも言ったが、そなたは女だ。それを受け入れれば、今以上に才能を伸ばせるぞ。他人をよく観察し、理解し、受け入れる。元々、太極医術は女によ人にんに向いている術だからな」

「女人に向いてる……」

　今でも、その言葉をどうしても受け入れられない。

　このままでは、太極術師として成長できない。そのことに気づいていても、認めるのはまだ怖い。

「そこで俯うつむくなど、そなたらしくないぞ。共に過ごした数日で、やはりそなたには才能があると改めて確信した。不器用──なのは否定しないが、優しく柔やわらかい女人の手に、私は救われた」

　慧祥は珠華の手を取り、自分の頰に当てる。

「い、いきなり、何をするんですか！」

　珍めずらしく穏おだやかに微笑ほほえむ慧祥に、つい手を引っ込めそうになる。

「私は小さくて愛らしいこの手が好きだ。不器用かもしれないが、この手は人を救う手だと知っている。人の心に触れることのできる手だからな」

　慧祥は目を伏ふせ、愛めでるように珠華の右手に頰を摺すり寄せる。さらりと触れる柔やわらかな黒髪に、あの告白事件を思い出し、思わず手を振りほどく。

「とにかく、私は戦地で役立つ太極武術が好きだし、得意なんです。太極医術は苦手です」

　頰の熱を誤ご摩ま化かすように、声が大きくなる。

　手を振り払われたことが嫌だったのか、慧祥は不服そうに眉まゆ尻じりをあげる。

「太極医術は戦いくさで最も必要であり、太極武術にも勝まさると私は信じている。戦地に赴おもむき、傷ついた者を治療することも戦うことと同じだ。そなたには才能があるというのに、どうして使おうとしない。──私にもその才能があればと、何度思ったことか」

　苦々しく歪ゆがんだ慧祥の表情に、不安になり呼びかける。

「あの、慧祥様？」

　俯いた慧祥の眉み間けんには、深いしわができている。そうかと思うと、突然に顔をあげて懐ふところから匕ひ首しゆを取り出した。

「──いいか、見ていろ」

　慧祥は袖そでをまくり、切っ先を腕に突きつける。

「何をする気ですか！」

　珠華が止めにかかった時には、慧祥は自分の腕を鋭するどい刃やいばで切りつけていた。

　すぐに血があふれ出し、地面が赤く染まっていく。

「陛下！」

　近くで珠華の稽けい古こを見ていた玉琳が、悲鳴をあげる。

「すぐに侍じ医いを……」

「その必要はない。ここには、太極医官がいるのだからな」

　玉琳を止め、慧祥は傷に目を落とす。

「……意外と出血が多いな」

「な、何をしているんですか！　自分で腕を切るなんて……」

　あまりの光景に、意識を飛ばしかけていた珠華は、ようやく声をあげる。

　足元には、丸い血だまりが広がり始めている。

（なんで、こんなことを──）

　怖い。傷口から流れる鮮せん血けつに、体が震ふるえる。

　血を見ることは初めてではない。武官の傷の手当てをしたことだってある。ましてや、昔から剣の稽けい古こをし、武官たちに交まじって鍛錬をしていたのだ。見なれていると言ってもいい。

　それでも、このまま慧祥を失うかもしれない。大げさかもしれないが、そんな考えが浮かんでしまい、頭が真っ白になる。

「この程度のことで取り乱すな。血など、珍しいものではないだろう」

　慧祥は傷から目を離して珠華を見み据すえる。その声はいたく落ち着いている。

　しかし、慧祥の行動はあまりにも刺し激げきが強い。

「よいか、そなたは太極医官だ」

　狼狽うろたえる珠華の手を取り、慧祥は自分の傷口に近づける。

「私の傷を治したいか？」

「はい……」

「太極医術を使いたいか？」

「はい！」

　珠華は大きく頷うなずいた。

「では、傷に手をかざし、意識を集中させろ」

　冷静な声で言った慧祥は、珠華の手を自分の腕に近づける。

　あふれ出した血のせいで、傷口がよく見えない。強きよう烈れつな赤に目眩めまいを覚えそうになり、珠華はぐっと歯を食いしばる。

　傷口に手をかざし、体内の気を手のひらに集める。

（私がこの傷を治すんだ。絶対に、治してみせる……！）

　手のひらと腕の間に気を溜めると、慧祥の体内に流れる気を探さぐる。血に溶とけ込んだ慧祥の気に、自分の気を練ねり込むところを想像する。

「……そのまま、私の皮ひ膚ふと肉を修復するんだ」

　低く、穏やかな声が、珠華の心を静めていく。

　深く息を吸い込みながら、一気に気を流し込む。気の塊かたまりが淡あわい光を放ち、慧祥の腕を覆おおう。気が熱を帯おび始めたところで、傷口をなぞるように手を動かす。

　すると、傷から流れる血は固まり、薄うすい皮膚ができた。

「よし、そこまでだ。よくやったな」

　慧祥の声に、ふうっと息を吐き出した。額ひたいから流れる汗を拭ぬぐい、くらくらする頭で慧祥の顔を見上げる。

「痛くは、ありませんか？」

「ああ、大丈夫だ。見てみろ。そなたのおかげで綺き麗れいに治ったぞ」

　慧祥は懐ふところから出した白い手しゆ巾きんで傷口を拭う。そこにあった傷は、すっかりふさがっていた。

「意外に深く切ってしまったと思ったのだが、これだけ完かん璧ぺきに治せるとはな。偉えらいぞ」

　満足そうに頭を撫なでられ、頰が緩ゆるみそうになる。けれど、すぐにその手を振り払う。

「偉いぞ、じゃありません！　なんで、あんな馬鹿なことをしたんですか！」

「珠華、様！　陛へい下かに向かって、なんて口のきき方ですか！」

　玉琳が、耐たえきれずに声をあげる。

「玉琳は黙だまっててよ。私は慧祥様に聞いてるんだから」

　視線を鋭くするが、慧祥はかすかに口元を緩めている。

「太極医術とは、太極武術以上に難しいものだ。相手の気の流れに同化して初めて、その力を発はつ揮きする。そなたの力を最大限に引き出すために、少々刺激を与えたのだが、上う手まくいったではないか。よかったな」

「よくないです！　驚きすぎて、口から心臓が飛び出すかと思いましたよ！」

「安心しろ。そなたの心臓はそんなに軽くないと思うぞ。恐おそらく、鉄よりも重い」

「誰だれが鉄の心臓ですか！　か弱い乙女おとめの心臓は、ふわふわ餡あん饅まん頭じゆうなんです！」

「ほう、女人であることを自覚し始めたか。だが、か弱いは同意しかねる」

「違います！　ああでも、否定するのも腹が立つし……。そもそも、好きな女人相手にそういうことを──」

　そこで、ハッとして口を押さえる。

　これでは、ずっと気にしていたと言っているようなものだ。ちら、と視線をあげると慧祥はどこか嬉うれしそうに微笑んでいる。

「とにかく、もう、二度とこんなことをしないでくださいよ」

「ああ、約束する。だから、そんなに怒るな」

「むぅ、口が緩んでますよ」

「仕方がないだろう。そなたが女としての自覚を持ち始めた上に、才能のある太極医官としても花開こうとしているのだからな。これで、華弓は安あん泰たいだ。兄上も報むくわれる」

　そう言って慧祥は目を細める。その目は、珠華ではなく遠い日に亡なくした兄を見ていた。

　誰かに誰かを重ねる目。

　慧祥の視線は、父や兄に向けられていた視線に似ている。けれど、あの悲しい視線を、今は嬉しく思う自分がいた。

（……もしかしたら、父上も兄上も私を通して大切な思い出を見ていたのかも）

　母と重ねられていたのではない。母の忘れ形見である自分を通して、大切な記憶を思い出していただけだ。

（なんだ、別に自分を変える必要なんてなかったんだ）

　いくら自分を変えたって、その大切な記憶は母から生まれた瞬間に染みついている。思い返してみると、父はさまざまな物を見ては遠い目をしていた。

（あの視線の先に、母上はいたんだ。背後に母上がいる気がして、振り返るのが怖かったけど、本当はそんなものを恐れる必要なんてなかったんだ）

　母はいつだって、父と一緒に見守っていてくれたのだ。

　気づいたとたん、心がふっと軽くなり珠華は笑った。

「きっと、兄君は心配なんてしてませんよ。だって、慧祥様が王様なんですから」

「……そうだといいが。いや、そうなるように、朱雀すざくをこの国に戻してみせるさ」

　顔をあげると、慧祥はまっすぐ珠華を見ていた。その瞳ひとみには、珠華だけが映っている。

（この感じ、なんだか懐なつかしい──）

　慧祥の傷を治した手に目を落とし、握にぎりしめる。手のひらに触れた慧祥の気は、温かく柔らかかった。

　それは遠い昔、肌はだに触れたあの人のぬくもりと同じだった。
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　慧けい祥しようによる自じ傷しよう事件から数日がすぎた。太極医術の力を高めるため、慧祥は連日、珠しゆ華かに稽古をつけてくれていた。

　あれ以来、太極医術に関する講義が主おもな内容だ。実じつ践せんではなく卓たく上じようでの勉強だが、辛つらいとは思わなかった。

　勉強会のたびに、慧祥は珍しい菓子や饅頭を持ってきてくれる。最近の楽しみは専もつぱらそっちの方だ。

　けれど、慧祥が芙蓉殿を訪れるたび、その顔に恩人である少年を思い出す。

（慧祥様はあの時の恩人だったのかな）

　戦せん禍かをかける少年。黒く艶つややかな髪。大きな手のひら。それに、優しく温かな気。

　すべてが、慧祥とあの少年を結びつけている気がしてならない。

「今日は、慧祥様来ないんだ……」

　その日は、後宮で暮らしだしてから初めて、慧祥が芙蓉殿を訪れなかった。

「執務が立て込んでいるのでしょう。一国の主ですもの、仕方がありませんわ」

「ふーん……。来ないなら、昨日のうちに言ってくれればよかったのに」

　卓上には、慧祥から贈おくられたという餡饅頭が置いてある。

　どこかつまらないと思いながらも、饅頭を一つ頰張る。

（あれ……この味。いつもと、違う？）

　違和感を覚え、手を止める。

「あら、驚いた。貴女あなたがそんなふうに、お菓か子しを美お味いしくなさそうに食べているところを、初めて見ましたわ」

「ほへ？」

　卓上にお茶を置いた玉ぎよく琳りんを、饅頭をくわえたまま見上げる。

「なるほど、なるほど。ようやく、猿公こう主しゆにも春が来たのですね。……しかし、それでは例の思い出の君はどうしたのかしら？」

「なんなの、その気持ちの悪い笑みは。それに、なんで、あの人のことが出てくるわけ？」

　こてんと珠華は首を傾ける。それを見た玉琳は、わざとらしくため息をつく。

「口を開けば、太極、饅頭、思い出の君の三つだった貴女が、最近では陛下のことばかり。その意味を、分かっていらして？」

「別に、慧祥様の事ばかりなんかじゃないし。それに、あの人と慧祥様は──」

　同じ人かもしれない。

　と言いかけたところで、玉琳の鋭い眼光に悲鳴をあげそうになる。

「いい加減に、誤魔化すのはおよしなさい。それで結局のところ、どちらを好いているのかしら。思い出の君？　それとも、陛下？」

「ど、どっちって言われても、どっちも大切な人っていうか、同じ人っていうか」

　詰め寄られ、もごもごと言葉を探す。

　きっと、あの少年は慧祥なのだろう。けれど万が一、別人だとしても、どちらも大切な人であることは変わらない。

　そのことを玉琳に説明するのが気き恥はずかしくて、饅頭を両手に持ち誤魔化す。

「ああもう、私はお饅頭が一番好きなの！　……って、あれ？」

　饅頭を口の前まで持ってきたところで止める。

「どうしましたの？」

「変な匂においがする」

　くんくんと饅頭を嗅かいで言うと、玉琳が血相を変えて手を伸ばした。

「食べてはいけません！」

「え、ちょっと、何するのよ！」

　玉琳は珠華から饅頭を取り上げると、ちょうど開いていた窓の外へ投げ捨てる。

「ああっ、私のお饅頭が……」

　慌あわてて窓辺へ駆かけ寄ったその矢先に、庭先にいた鳩はとが饅頭を啄ついばんだ。

　項垂うなだれ、窓まど枠わくにへたり込むと、ふと鳩の異常に気づく。

　翼をばたつかせたかと思うと、頭を地面につけて痙けい攣れんしている。しばらくすると、横に倒れて動かなくなった。

「──貴女が猿さる並なみの嗅きゆう覚かくで助かりましたわ。どうやら、大量の饅頭の中に、毒入りのものを忍ばせていたみたいですわ。先ほど食べた分は大丈夫だったようですわね」

　鳩に気をとられていると、窓辺に近づいてきた玉琳の声がした。

「でも、これは慧祥様が持ってきたんでしょ？」

「これを私に預けた宦かん官がんからは、陛下の使いの者に預かったと聞きましたわ。彼が毒を仕掛けたかは分かりませんが、どこかで饅頭をすり替えられたのかもしれませんわね」

　いつも慧祥が持ってくる饅頭は、鳳ほう安あん一いちの饅頭屋のものだ。しかし、この饅頭は明らかに味が違う。

（あの味は、食べたことがある気がする……）

　独特な皮の味を思い出し、記憶を辿たどる。少しの油の匂いと、普通の饅頭よりも強い小麦の香り。

「──そうだ、前に慈じ恩おんから貰もらったお菓子の味に似てるんだ。あれって、西方のお饅頭だって言ってた気が」

「では、あれを作ったのは、西方出身者かもしれないですわね」

　玉琳は饅頭に視線を落とし、柳りゆう眉びを寄せる。不快感を露あらわにするその隣で、珠華は状況をのみ込むことに精一杯だった。

「いいですこと？　心配せずとも、貴女は私が守ります」

「でも、慧祥様には……」

「もちろん、陛下にはこのことを話しますわ。それから、しばらくの間は、あまりあの方に近づかないこと。よろしいですわね？」

「でもっ、太極秘儀を完成させないといけないしっ──」

「いいですね！」

　念を押すように、玉琳は珠華の肩を摑つかみ言い聞かせる。

　珠華はあまりの剣幕に頷くことができず、残った饅頭に視線を落とした。
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　毒を盛られた日から、慧けい祥しようが芙蓉殿を訪れることはなくなった。玉ぎよく琳りんによると、あの一件については伝えたらしい。言こと付づけで「この件についてはこちらで解決する」とだけ、聞かされた。

　それから、後宮の警備は強化され、あの饅頭以来毒を盛られることもない。

「あー、暇だなー」

　あれから、慧祥との稽古もなくなった。気の抜けた日々に、珠しゆ華かは窓まど際ぎわの長なが椅い子すに寝そべり一日中ぼんやりとしていた。

　しかも、毒を盛られたせいで、食事はすべて玉琳が管理することとなり、間食禁止令を敷しかれている。

「つまんない……」

　窓から入り込む風に乗り、小鳥のさえずりが聞こえる。沈しずんだ気持ちとは裏腹に、今日も良い天気だ。

　このままでは、ぐーたら三食昼寝三ざん昧まいになってしまいそうだ。けれど、なんとなく何もする気が起きない。何をしていてもつまらない。

　一人だけの食事も味あじ気けなくて、初めて食べ物が喉のどを通らないという意味が分かった。

（玉琳は慧祥様に近づくなって言ってたけど、近づくも何も会いに来てくれないし。近づきようがないし）

　好きだと言ったくせに。

　長椅子にうずくまり、自分の体を抱きしめる。

　目を閉じると、あの日抱きしめられた慧祥の体温を思い出した。あの感覚を忘れていなかったことに、なぜだか安心する。

「忙しいだけなのかな？　もしかして、面倒に巻き込まれるのが嫌いやだとか？」

　そこまで考えると、起き上がり頰をパチンと殴なぐった。そして、また長椅子に寝ころぶ。

「何考えてんの、私の馬鹿！　慧祥様は忙しいし、私を毒殺しようとした犯人を捜さがしてるんだから。……でも、もしかしたら、毒を盛ったのがややこしい奴やつで、もう私に関わりたくないとか。だから、慧祥様はそんな人じゃないし、いや、だけど──」

　うだうだと考えていると、頭がぼーっとしてきた。

　仰あお向むけになり、じたばた動かしていた手足をぴたりと止める。

「ああっ、もういいや！　悩むなんて面倒だわ」

　うだうだ考えるのは、もうやめた。

　跳とび上がるように長椅子から下りると、珠華は室へやを飛び出した。
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　後こう宮きゆうの一角にある厨くりやを借り、珠しゆ華かはどさりと抱かかえた袋を卓上に置いた。袋を開けて中に入っている米を嗅ぐ。変なにおいがしないか確かめ、少しだけかじる。

「うん、大丈夫」

　それから、慣れない手つきで米を炊たいた。それを、塩をつけた手で握っていく。

「──我われながら不器用だけど、なんとかできた、かな？」

　ようやく出来上がったのは不ぶ格かつ好こうなおにぎりだ。

　幼おさない頃から、料理の腕は上がっていないようだ。大きさも形も不ふ揃ぞろいなおにぎりを二つ、竹の皮で包んでいく。

　それを持つと、急いで芙蓉殿に戻る。

（玉ぎよく琳りんにお願いしたら、慧けい祥しよう様に渡してくれるかな？　それとも、宦官に頼んだ方がいいのかな）

　考えるだけで、足が軽い。

「でも、やっぱり直接渡したいな。会って、顔を見て、美味しいって言ってほしい」

　脳のう裏りに浮かんだのは、おにぎりを食べて微笑む慧祥だ。

「慧祥様に、会いたい……」

　零こぼれ落ちたのは、無意識の声だった。

（そういえば、こうやって自分から会いたいって思うのは、初めてかも。いつも、慧祥様が会いに来てくれたし）

「あれ、なんで私、こんなに慧祥様に会いたいって思ってるんだっけ？」

　はた、と自室の前で立ち止まる。

「……いや、ちょっと寂さびしかっただけだし。急に会いに来なくなるから、気になったんだよ。それに、太極秘儀の稽古だってあるし。うん、そうそう！」

　一人で言い訳のように言葉を重ね、おにぎりを胸に抱きしめる。

　急に煩うるさく鳴りだした鼓こ動どうと共に、頭に血が昇っていく。沸ふつ騰とうしてくらくらする頭のせいで、足元がふらついた。

　反動で長ちよう裙くんの裾すそを踏ふみ、その拍ひよう子しに室の扉とびらにぶつかる。

「うぎゃっ！」

　勢いよく、室に飛び込んだその直後。

「どこに行っていたのですか！　勝手に動き回るなと、あれほど言ったでしょう！」

　聞こえてきたのは、落雷のような玉琳の怒ど鳴なり声だ。

「そんなに怒らないでよ。ちょっとそこまで、おにぎりを作りに行ってただけだってば。それに、私なら大丈夫だよ。天下の赫かく家の娘だもん。自分の身くらい自分で守れるって」

「このお馬鹿！　人が心配しているのですから、素直に聞きなさい！」

「分かったってば。そんなに怒らないでよ。それよりも、お願いがあるんだけどね。慧祥様って──」

　腕組みをしながらしかりつけてくる玉琳をよけ、室の中に入っていく。どうにか慧祥に会わせてもらえないか、尋たずねようとしたがふと窓へ視線をやった。

　開いた窓から、風が吹き込んでくる。すんすんと匂いを嗅ぐと、自然と窓辺へ足が引き寄せられた。

「どうかしまして？　慧祥様が何か……って、どこに行きますの！」

　玉琳の制止も聞かず、珠華は窓に近づくと外をのぞき込む。左右を確認し、気のせいかと思い離れようとした時、ふと視線を下げた。

「慧祥様？」

　窓の下には、隠れるように慧祥が座り込んでいた。腕にはなぜか蒸籠せいろを抱えている。

「……何してるんですか？」

　尋ねると、慧祥は何も言わないまま抱えていた蒸籠を差し出す。受け取り、それを開けると、中には綺麗に蒸し上がった饅頭が並んでいた。

「饅頭を作ってみたんだが、よかったら食べてくれ。──では」

　慧祥は蒸籠をのぞく珠華をよそに、そそくさと立ち去ろうとする。

「待ってください、慧祥様！」

　慌てて、近くの卓子に蒸籠を置き、窓から外へ跳び下りる。それに気づいた慧祥は、突然駆かけ出した。

「ちょっと、なんで逃げるんですか！」

　竹の包みを懐に入れ、珠華は慧祥を追いかける。

「そなたこそ、なぜついてくる」

「決まってるでしょう。慧祥様が逃げるからです！」

　振り向きながら、慧祥は芙蓉殿を出て庭園の方へ駆けていく。本気で引き離されそうになったところで、足に気をためて思い切り地面を蹴けり上げる。

「どりゃああ、捕ほ獲かく！」

　跳び上がり両手を広げ、慧祥にのしかかるように着地する。

　地面に押しつぶされ、慧祥は短くうめき声をあげる。

「つ、捕まえましたよ。さあ、観念してください」

「……そなた、本気で押しつぶす気だっただろう。一瞬、息が止まったぞ」

　慧祥は珠華に衣ころもを摑まれながらも、体を起こす。

「だって、本気で逃げようとしたじゃないですか。逃げられると、追いかけちゃう性しよう分ぶんなんです。──だいたい、なんで逃げたりしたんですか。というか、なんで芙蓉殿に来てたのに、あんなところに隠れてたんですか」

「それは、だな……」

　慧祥は珠華から視線をそらす。

　今さら気がついたが、どうやら四し瑞ずい園えんまで走ってきていたようだ。頭上で揺ゆれる柳やなぎの影が、慧祥の顔にかかっている。

「そなたと、距離を置こうと思っていた」

「距離を？　まさか、毒のことを気にしてるんですか？」

「当たり前だろう！　妻が毒殺されかけたのだ。気にしない方がおかしい。それに、これ以上、そなたを傷つけたくない」

　視線をそらし、慧祥は立ち上がろうとする。だが、珠華は慧祥の肩を押さえつけ、それを引きとめる。

「だったら、逃げないでください。慧祥様が会いに来てくれないうえに、避さけられてたなんて、それだけで十分傷つきます」

「しかし、だな──」

「しかしは聞きません！　それに、太極秘儀を完成させるんじゃなかったんですか？　あんな毒くらいで怖気おじけづくなんて、修しゆ羅らの名が泣きますよ。何よりも、私を傷つけたくないなら、これ以上、避けないでください」

　面おも白しろくない──それ以上に、悔しい。

　あんなことがあったくらいで、会えなくなるなんてごめんだ。毒を盛ったのが誰だろうと、今の関係を壊されることの方が嫌だ。

「私の傍そばにいると、そなたを傷つけてしまう。修羅を嫌う者がこの宮廷には、そこかしこにひそんでいる。それに、私は罪人の母とその母を殺した父の子だ。いつか、私もあの二人のようにそなたを殺してしまうかもしれない」

「まだ、そんなことを言っているんですか。それならどうして、後宮に来たんですか。お饅頭を持って、窓の下に隠れてたのはどうしてなんですか」

「それは……」

「私に会いたいと思ったくせに。それが、貴方あなたの答えでしょ」

　じれったくて言ってのけると、慧祥が息をのむ。すぐに視線をそらされそうになり、強引に慧祥の顔を両手で押さえて目をのぞき込む。

「貴方が会いたいと思う限り、私も貴方と会うことをやめるつもりはありません。それに、逃げたらどこまでも追いかけますからね」

　何よりも、会えなくなることが嫌だ。とは、言えなかった。

　逃げられないように顔を摑まれ、慧祥は観念したのか息を吐く。

「そなたに毒が盛られたと聞いて、犯人を見つけるまでは、会うのはよそうと思っていた。だが、気づいたら饅頭を蒸して後宮にいた。こっそり、窓辺に手紙でも添えて饅頭を置いて帰ろうとしたのだがな」

　珠華の手に自分の手を重ね、慧祥は顔からその手を下ろす。

「──分かった。そなたの傍にいる」

　その一言がどうしようもなく嬉しくて、慧祥の手を握り返す。

　これで、また会えるんだ。そう思うと、胸が逸はやって笑みが零れる。そのことに気づかれたくなくて、珠華は立ち上がろうとする。

「じゃ、じゃあ、話もまとまったところで、芙蓉殿に帰りましょう。せっかく、お饅頭を持ってきてくださったんだから、お茶でもどうですか！」

　浮かれながら腰をあげたその拍ひよう子しに、懐から竹の包みが落ちる。

「ん？　なんだ、これは？」

　ぱっと、慧祥は手を離して竹の包みを拾う。

　珠華はさっと顔を青くして、それを奪うばおうとする。

「それはっ、なんでもないんです！　って、何するんですか！」

　慧祥は珠華の手を避けて包みを開く。

「これは……」

「お、おにぎりですけど、何か？」

　頭を抱え、上げかけた腰をすとんと下ろす。

　元々いびつだったおにぎりは、慧祥にのしかかった衝しよう撃げきでつぶれている。見るも無残な姿に、目も当てられない。

「あの、違うんです。実は、ちょっと小腹がすいたから、自分でおにぎりを作っただけですから。お気になさらずに」

　こんなものを、慧祥のために作ったと知られるわけにはいかない。

「ホント、急におにぎりが食べたくなって、我が慢まんできなくて……」

　慧祥に会いたい一心で作ったおにぎり。本当なら今頃、慧祥が美味しいと言って食べてくれていたのに。

　残念だけれど、これからまた慧祥と会えることを喜ばなければ。そう思うのに、笑おうとしても唇くちびるが震えて上手く笑えない。

　鼻の奥がツンと痛くなり、涙が流れる前に慌てて顔をあげる。それと同時に、慧祥がつぶれたおにぎりを摑んだ。

　あ、と声を漏もらした時には、おにぎりは一口食べられた後だった。

「美う味まい」

　そう言って、慧祥は微笑んだ。

　その顔を見たとたん、喉の奥が焼けるように熱くなる。

「勝手に、食べないでくださいよ……」

「すまない。腹が減っていたからな、つい食べてしまった」

　まったく悪びれもせず、慧祥はもう一口おにぎりを頰張る。

「私好みの塩しお気けだ。ありがとう、珠華」

　慧祥は珠華の頭をくしゃりと撫でる。

　その瞬間、記憶の中の霞かすんだ顔が脳のう裏りをよぎった。

（私、前にもこんな話を……？）

　──ありがとう。

　そう言って、頭を撫でてくれたあの手の感触が蘇よみがえる。温かく、柔らかい、太極医術で傷を治してくれた時と同じ、優しい手のひらだ。

（そうだ、私はあの時の手のひらが恋しくて、もう一度、あの人に会いたかったんだ）

　憧あこがれたのは太極医術だったのだ。あの時、傷を治してくれた優しい気が太極術師になるきっかけだった。

「あの、やっぱりあの人と慧祥様は、んむっ！」

　口におにぎりを押し込まれ、珠華は目を丸くする。

「味はどうだ？」

「塩しお辛からい……。やっぱり、美味しいなんて噓うそじゃないですか」

「噓ではない。そなたが作ってくれたものなら、なんでも美味い」

　そんなことをさらりと言われては、何も言い返せないじゃないか。

「慧祥様は、ずるいです」

「ずるい？　よく分からんが、この握り飯は私のものだ」

　慧祥は最後の一口を食べると、残りのおにぎりを包み、懐に入れた。

「残りは後で、ゆっくりいただこう」

「うう……。本当は、もう少し上手くできてたんですよ。でも、追いかけるのに夢中で、慧祥様にあげるおにぎりを持ってることを忘れちゃってて」

「ほほう、やはり私のために作ったのか」

　しまった、と口を押さえると、慧祥は珠華に手を伸ばした。

「隠しても無む駄だだぞ。そなたがどれだけ隠そうと、いつだって見つけ出してやる」

　唇の端はしに触れた手が、そっと離れる。ついていた米粒を食べ、慧祥は笑う。

（やっぱりずるい。いつだって、この人は隠した私を暴あばいてしまう）

　六年前も、本物の自分を見つけてくれたのはこの人だった。

　あの日、おにぎりを食べた時も「ありがとう」と言って、頭を撫でてくれた。その手が優しくて、涙があふれ出したのを思い出す。

　単純だが優しいあの言葉が、心の底に隠した本物の自分を引きずり出してくれた。

「慧祥様、私……」

　こみあげる熱いものを嚙かみしめ、言葉が出てこない。

　慧祥は目を細めて、珠華の顎あごに手を添える。

「──今宵、そなたに会いに行く。待っていてくれ」

　再び唇の端に触れたのは指ではなく、慧祥の唇だった。

　離れる慧祥の顔から視線をそらし、珠華は小さく頷いた。
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　夜、芙ふ蓉よう殿でんの窓の外をのぞくと、満月が見えた。月光の下では、夜風に揺れた柳の影が揺れている。

　少し前までは毎晩、慧けい祥しようと共に夜を過ごしていた。夜風に吹かれ、夜や食しよくの饅頭を食べ、囲い碁ごや将しよう棋ぎで遊んで。久しぶりに会えると思うと、妙みように心が落ち着かない。

「お、おかしくないかな？」

　珠しゆ華かは鏡きよう台だいの前で、襟えり元もとを整える。

　着ているのは、薄うす紅べに色の衣だ。唇には、玉ぎよく琳りんが紅をつけてくれた。髪を綺麗に結い上げてくれたのも彼女だ。

　──慧祥に会うために、薄紅色の衣を用意してほしい。

　そう玉琳に頼むと、なぜか気合を入れて支し度たくしてくれたのだ。けれど、当の彼女はすでにいない。

　一人、寝室に残され、慧祥がやってくるのを待つ。寝台に座り、髪が乱れていないか手鏡で見ていると、ふと思い出した。

「そうだ、髪飾り……」

　花飾りのついた簪かんざしは、玉琳が貸してくれたものだ。珠華の花嫌いを知っているので、髪に挿さすことはなかったが、無理やり押しつけられた。

　どうやら、着けるかどうかは任まかせる、ということらしい。

　軸じくは銀でできており、薄紅色の芍しやく薬やくの飾りがついた簪だ。

「──そろそろ、覚かく悟ごを決めなきゃ。母上と、捨ててきた自分と向き合うって、決めたんだから」

　自分が女であることを受け入れ、太極秘儀を完成させる。

　この衣と簪が、珠華にとって覚悟の証あかしだった。過去を振り返る勇気をくれた慧祥に、その証を見せたかった。

　懐から出した簪を手に取り、綺麗に結ゆった髪に挿そうとする。

（《仙華》は男女の愛の形……。慧祥様は男で私は女で、陰いんと陽ようが合わさり完成する。でも、慧祥様は本当に私と《仙華》を発動できると思ってるのかな？）

　簪が髪に触れる寸前に、手が止まる。

　ここで簪を挿せば、すべてが変わってしまう。そんな気がして、怖かった。

　愛し合うには片方の思いだけでは足りない。互いの思いが通じてこその愛だ。

　慧祥は懸けん命めいに、女であることを自覚させようとする。今まで避けてきたものから、逃げるなと投げかけてくる。

（ここで私が女だってことを受け入れたとしても、慧祥様が私を愛してくれなくちゃ意味ないじゃない。慧祥様は本気で私を好きになってくれるのかな？）

「ん？　ちょっと、待って」

　そこで考えを止め、簪を傍かたわらの卓たく子しに置く。

（あれ、なんでこんなことで悩んでるんだろ？　これじゃあ、私は慧祥様のことが好きみたいじゃない。いや、好きって何よ？　慧祥様を、好き？　そりゃあ、好きなんじゃないの？　嫌いじゃないし、太極術を教えてもらってるし──）

　こてん、と寝しん台だいに倒れ込んで頭を抱えた。

（だいたい、愛とか、恋とか、好きとか会いたいとか。どうしてこんなことで悩んでるんだっけ？　いつから、こんな乙女おとめ思考に走りだしたんだっけ？　いや、これは《仙華》を完成させるために考えてるんだよ）

　悶もん々もんとした考えが、小さな頭の中を埋うめ尽つくしていく。

「なにこれ、なにこれ……。なんか、気持ちわるい！」

　寝台になだれ込み、ぐるぐると夜具の上を転がり叫さけぶ。

　こんなことを考えていること自体、恥ずかしくて仕方がない。得体のしれない胸のむず痒がゆさに耐えきれず、寝台の上でじたばたと暴れ回る。

「どうした、珠華！」

　そこへ飛び込んできたのは、悩みの種である慧祥の声だ。

「だから、あれほど夜に饅頭を食べすぎるなと言っただろう」

　寝台に乗り、慧祥は珠華を抱き起こす。どうやら、腹痛だと思われたようだ。

「いや、別にお饅頭は食べてませんけど」

「なに、違うのか？　まさか、毒を盛られたのか！」

「それも違いますから、安心してください！」

　慧祥は珠華の肩を摑み、顔を蒼そう白はくにする。急いで否定するが、顔色は悪いままだ。

「では、何があったというのだ。苦しそうに寝台でもがきながら叫んでいれば、誰だって誤解する」

「なんでもありませんよ。ちょっと、考え事してただけです」

「考え事？　そなた、考え事をするたびに、一服盛られた鼠ねずみのように暴れ回るのか？　そういえば、顔が赤いな。まさか、知恵熱というやつではないか？　慣れないことをしたせいで、熱が出たのではないか」

　珠華の前髪をあげ、慧祥は額に自分の額をつける。吐と息いきが触れるほど近づいた距離に、先ほどの悶々が再発する。

「いきなり何するんですか！」

「そなたこそ、なぜ逃げる。妻の身を案じることの、何がいけないのだ」

　不服そうな慧祥を無理やり引きはがし、寝台を下りる。

「久しぶりに夜の逢おう瀬せを楽しみに来たというのに、つれないではないか」

「だったら、無駄な時間を過ごしてる暇なんてないですよ。ほら、何をしますか。囲碁ですか、それとも久しぶりに太極医術のお勉強？」

　このまま寝台にいたら、本当に熱で倒れそうだ。

　碁ご盤ばんを持って無理に明るく言ってみるが、慧祥は首を横に振る。

「……いや、今日は月が綺麗だからな。外に出ないか？」

　そう言うと、寝台から下りた慧祥は窓辺に近づく。

「え、もしかしてそこから出るんですか？」

「人目を忍しのんで逢瀬を重ねる男女、第二弾。忍ぶ恋は、満月だけが知っているの巻だ」

　窓まど枠わくに手をかけ、慧祥は軽々と外へ飛び出した。

「あ、待ってくださいよ！」

　窓枠に足をかけ、珠華も外へ飛び下りる。その先にいるのは、両手を広げた慧祥だ。

　抱きとめられた瞬間、鼻先をくすぐったのは、やはり柔らかく甘い白びやく檀だんの香りだ。優しい香りに誘さそわれて、慧祥の胸に顔をすり寄せる。

（なんだか、落ち着く香りだな。悩んでたことなんて、どうでもよくなりそう）

「こうして、そなたを抱きとめるのは二度目だな。一度目の時は、頭を足あし蹴けりにされるなど生まれて初めてで驚いた」

「あれは、慧祥様が猿って言ったからです。それに、いきなり嫁よめになれ、なんて言われたら、誰だって怒りますよ。──でも、足蹴りはやりすぎでした。すみません」

「もう、よい。太極術で空を舞うそなたを見て、私の嫁になるのだと確信したのだからな。蝶ちようが舞うように軽やかで、美しかった」

「ううっ、傷口を優しく抉えぐるのはやめてください」

「褒ほめているのだ。あの時、そなたとなら《仙華》を完成させることができると思った」

「……それは、私を愛することができると思ったってことですか？」

　そこまで口走り、弾はじかれたように顔をあげる。慧祥は瞠どう目もくして珠華を見下ろしていた。

「今、何を──」

「なんでもないです！　それよりも、早くお月見しましょう！　急がないと、沈んでしまいますよ！」

　慧祥の腕から抜け出し、珠華は走りだす。

「待て！」

　追いかけてきた慧祥が、珠華の手を摑む。

「そなたに、渡したいものがある」

「渡したいもの？」

　振り向いた瞬間、耳元を慧祥の手が撫でた。髪に何かを挿され、そっと触れる。

「これって──」

「四瑞園の芍薬だ。あまり触さわるなよ。花か弁べんが取れてしまうぞ」

　玉琳に渡された簪を着けるはずだったそこには、本物の芍薬があった。冷たい花弁に触れ、珠華は言葉に詰まる。

「前に渡した時は、捨てられてしまったからな」

「気づいていたんですか……」

　とたんに押し寄せた後こう悔かいに、唇を嚙みしめる。

　慧祥は手を伸ばし、珠華の唇に触れる。

「そんなに嚙むと、紅が取れてしまうぞ。似合っているのに」

　その衣も似合っている、と言われ、口元がゆるむ。

「今度は捨てずに、着けていてくれるか？」

「捨てませんよ、絶対に」

　はっきり答えると、慧祥は満足そうに頷く。

「──では、行くぞ！」

「うわっ、何するんですか！」

　慧祥は珠華の腰に手を回すと、そのまま横抱きにして駆け出した。驚いた珠華は、慧祥の首にしがみつく。

　芙蓉殿を抜け、慧祥が向かったのは四瑞園だ。

　池にかかる橋の傍に、二人は衣が汚れることも気にせずに腰かける。池には乳にゆう白はく色しよくの月光が映り込み、ちらちらと水面みなもが輝いている。

「綺麗な月だな」

「そうですね。なんだかまん丸で、白饅頭みたいです」

「……うむ」

「無理に頷かなくてもいいですよ」

　堪こらえきれずに笑う珠華を、慧祥はじっと見つめる。

「一応、聞いておくが、これは過度な接触になるのか？」

「これって、なんで──」

　すか、と言い終わらないうちに、慧祥は珠華の膝に頭を乗せた。そのまま仰向けになり、珠華を見上げる。

「まだ、答えてなかったんですけど」

「うむ。聞いただけだ。答えずともよい」

　勝手な言葉に呆あきれたが、穏やかなその表情を見て反論するのも馬鹿らしくなる。

　膝の上に散らばる髪を撫でていると、慧祥は眠たげに瞼まぶたを伏せた。

「慧祥様はなぜ、髪をこんなに短くしているのですか？　綺麗な御お髪ぐしなんですから、ちょっと勿もつ体たいないです」

「これは、覚悟の証だ。昔、長い髪のせいで、大切な少女を傷つけてしまったからな」

　慧祥はそっと、珠華の右腕にある傷に触れる。

（……慧祥様があの時の少年なんだ）

　そこに触れるたびに、慧祥は顔をしかめる。愁うれいを帯びた視線が少し嬉しい、なんて言ったら慧祥は困るだろうか。

「私にとって、この傷は大事なものなんです。この傷が私を太極術師にしてくれた。だから、慧祥様が傷つけたと思っている女の子も、案外気にしてないと思いますよ」

「それでは、駄目なのだ。私の手は、そなたとは違う。人を傷つける手だ」

「私、慧祥様に傷つけられたことなんて、一度もありませんよ？」

「それは、私が本当の自分を抑おさえているからだ。昔から、多くの命を奪ってきた。無数の見えない亡ぼう霊れいが、私の足元にはいる」

　揺れる慧祥の瞳を見て、珠華は髪を撫でる手を止めた。

（太極医術が心の傷まで治せたらよかったのに）

　そうすれば、慧祥は笑ってくれるだろうか。

「だったら、慧祥様が一人で戦わなくてもいいように、私がずっと一緒にいます。少しでも慧祥様が前を向いて歩けるように、私も戦います」

「その気持ちだけで十分だ。やはり、そなたを嫁に選んでよかった」

「私も──」

　選ばれたのが自分でよかった。

　喉まで出かかった声を、珠華は飲み込む。気恥ずかしくて視線をそらすと、慧祥の手が頰に触れた。

「何も言うな。ただ、ここにいてくれるだけでいい」

　頰に添えられた手に、珠華は自分の手を重ねる。

（私は慧祥様が好き。たとえ、憧れだろうと、恋だろうとそれだけは変わらないんだ）

　そう答えを出し、慧祥の手に頰を寄せる。

「やっぱり、私は慧祥様に会ったことがあるんですね？」

「さあな」

　慧祥は顔をそむける。どうやら、答える気はないらしい。

　あの時の少年が慧祥だということはほぼ間違いないが、あの時のことを思い出そうとすると、やはり顔が霞んで分からない。

（どうしてだろう。思い出そうとすると、頭が痛む）

　じわりと額に嫌な汗が滲にじみ、鼓動が速くなる。

　徐々に苦しくなる呼吸に、意識が飛びそうになった時、慧祥に肩を揺さぶられた。

「……珠華！　どうかしたのか？」

「なんでも、ないですよ。ちょっと、眠くなっちゃっただけです」

「そうか。では、そろそろ中へ戻るか？　……と、その前に試してみたいことがある」

　立ち上がろうとしていた珠華は、動きを止める。

「今なら太極秘儀も完成させられる気がする。珠華、仙華を発動できるか、試してみるぞ」

「ええっ！　い、今ですか？　何も、こんなところでしなくても。それに、こんなところで試せるんですか？」

「安心しろ。二人の気を合わせることができるか、試すだけだ。善は急げと言うからな。ほら、手を出してみろ」

「こう、ですか？」

　右手を出すと、慧祥の手のひらがそこに重なる。

「では、よいな。呼吸を整え、気を体内で循じゆん環かんさせ、手のひらに集めろ」

　目を閉じ、慧祥の言葉に耳を傾ける。

　今なら発動できる、その意味を考えると破は裂れつしそうなほど鼓動が高鳴る。

　──太極秘儀を完成させるには、互いに愛し合うことが必要。

　慧祥の言葉を、頭の中で何度も繰り返す。

「そなたの陰の気と、私の陽の気を合わせるのだ。──私の気を受け入れ、自分の気と混ぜ込み、二つの気を一つにしろ」

　目を閉じ、手のひらに気を集中させる。すると、温かな体温の中に慧祥の気を感じた。

　優しく柔らかで、けれど、どこか摑みどころがない。摑もうとしても、するりと指を抜けていく。そんな気を必死に追いかけていると、ふと気づいた。

（慧祥様が、私を拒きよ絶ぜつしている？）

　するりと指先を通り抜ける慧祥の気は、珠華の気から逃げていた。突然感じた拒絶に、胸が痛んだ。

　その矢先に、ばちっと手のひらに痺しびれるような痛みが走る。

「ぎゃあっ！」

　珠華と慧祥の間に目の眩くらむような光が点滅した。同時に、巻き起こった爆風が珠華の体を吹き飛ばす。

「珠華！」

　慧祥が珠華を捕まえようと手を伸ばすが追いつかない。地面に背を打ちつけた珠華は、鈍にぶい痛みに耐えながら起き上がる。

「──な、なんとか大丈夫です」

　慧祥を安心させようと、ひらひらと手を振る。それを見て、慧祥は安心したのか息を吐く。だが、その視線が不意に珠華の背後に向いた。

「珠華、後ろだ！」

　突然、叫んだ慧祥の声につられて振り向いた──その時、

「え？」

　何者かの腕が首に回された。首筋に感じた冷たい感触に、刃物を当てられていると気づく。

「動くな」

「ふう、れん？」

　聞きなれた、同どう僚りようの声だった。

「貴様、珠華から離れろ！」

　剣を抜いた慧祥は、切っ先をまっすぐ男に向ける。剣は赤い慧祥の気で覆われている。

「やはりお前は気にくわない奴だ」

　ちょうど、雲に隠れていた満月が姿を現す。月光に照らされ、風ふう蓮れんの顔が鮮明に見える。

「どうして、風蓮がこんなところにいるの？　それに、どうしてこんなことを──」

　慧祥は動どう揺ようする珠華に一度目をやるが、殺気を含めた視線を風蓮に向ける。

「薬庫の薬を盗み、饅頭を作ったのはそなただな」

「風蓮が、毒入り饅頭を……？」

　信じられない。突然のことに戸と惑まどい、慧祥に目をやる。
















「こやつに毒入り饅頭を作らせたのは、貴族出身の官かん吏りだった。その官吏は以前から、自分の娘を後宮にあげようと目論もくろんでいてな。大方、そなたに子を産まれては面倒だったのだろう。こやつは、その手助けをしたのだ」

　慧祥は風蓮に剣を向けたまま言った。

「そんな……本当なの、風蓮。なんで、そんなことしたのよ」

「お前は、何も分かっていない。珠華が巻き込まれたのは、お前のせいだ」

「私が巻き込まれた？　それってなんのこと？」

　尋ねるが、風蓮は答えない。その間にも、慧祥は徐々に風蓮との間合いを詰めていく。

「曹そう風蓮、珠華を放せ」

　慧祥からは痛いほどの殺気を感じる。

　息をすることもためらうほどの剣幕に、珠華は目を見張る。同じように風蓮も動揺したのか、首に当てられた短刀が僅わずかに動く。

　慧祥が足を横にずらす。

　今すぐ飛びかかりそうな慧祥を前に、風蓮の沈ちん痛つうな声がした。

「……悪かったな、珠華」

　それと同時に強く肩を押され、地面に背中を打ちつける。

「うわっ！」

　気がつくと風蓮に押し倒されていた。目で追えないほどの動きに、息をのむ。

「くそっ、間に合わないか……」

　風蓮は呟きながら、珠華の額に指を当てる。とたんに珠華は激しい頭痛に襲おそわれる。

（まただ！）

　ピリピリとした不快な感覚と共に、風蓮の気が頭に流れてくるようだ。

「やめろっ！」

　慧祥の声が四瑞園に響ひびき渡る。

　風蓮の肩越しに、剣を振り上げた慧祥が見える。肉を貫く鈍い音がしたかと思うと、動きを止めた風蓮が跳はねるように痙攣する。口元から垂たれた血が、珠華の顔を汚す。

「いやっ……！」

　ふらりと風蓮の体が傾く。それと同時に、真っ赤な炎ほのおが風蓮を包み込んだ。

　激しく燃える炎からは熱を感じない。

「珠華！」

　慧祥は剣を風蓮に突き立てたまま、珠華を風蓮の下から引きずり出す。

「風蓮が、なんで……！」

　慧祥の腕に抱かれながら、燃え盛る炎を見つめる。

　風蓮の体が炎に焼かれ、揺らめいている。耐えきれず、珠華は思わず駆け寄ろうとする。だが、慧祥の胸に押さえつけられ動けない。

　赤い炎から火の粉こが散る。渦うず巻まく炎はまるで、飛び立とうとする鳥のようだ。

（私、この光景をどこかで見たことがある……）

　既き視し感かんを覚えたと同時に、再び不快な頭痛に襲われた。その痛みは、先ほどとは比べ物にならないほどの激しさだ。

（嫌だ、何も考えられなくなる！）

　思考を奪うほどの壮そう絶ぜつな痛みに、珠華は意識をなくした。
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　満月の下、何事もなかったかのように炎ほのおは消えた。焦こげた跡あとさえない地面には、慧けい祥しようの剣つるぎが落ちている。

　その切っ先には、一枚の紙札が刺ささっていた。

「あれは……」

　慧祥は剣に近寄ろうとした。だが同時に、腕うでに抱かかえる珠しゆ華かの異変に気づく。

　目を閉じ、真まっ赤かな顔には汗が滲にじんでいる。呼吸は荒く、息苦しそうだ。

「珠華、聞こえるか！」

　肩を揺ゆさぶって声をかけるが、珠華の意識は戻らない。

　だらり、と珠華の腕が落ちる。顔に貼りついた髪をよけると、慧祥は肌はだの熱さに瞠どう目もくする。

　手のひらに気を集め、珠華の額ひたいに当てると体内の気を探さぐる。珠華の気は体内で激しく動き回っていた。まるで、体を守る殻からのように全身を巡めぐっている。

「──どうして、そなたにこのようなものが」

　体内の気の乱れと、発熱。これは、呪じゆ術じゆつが不完全に解とかれたことによる反動だ。

　先ほど、風ふう蓮れんが珠華の額に指を当てていたが、あれは呪術を解こうとしていたのだ。

（しかしなぜ、風蓮は珠華に呪術がかけられていたことを知っていたのだ？）

　理由は分からないが、このままでは、呪術を解くために目覚めた気が体内で暴れ回り、命を削けずっていく。

（すまない、珠華──）

　苦しそうに浅い呼吸を繰り返す姿が、痛ましい。焦あせる気持ちを押し殺し、慧祥は珠華を抱き上げると駆かけ出した。





[image: ]






「──慧けい祥しよう様、連れてまいりました！」

　太たい医い署しよの一室の扉とびらが開き、苓れい雲うんが入ってくる。

　寝しん台だいに横たわる珠しゆ華かの傍そばにいた慧祥は、振り向いた。苓雲の背後にいる二人の太極医官に、眉み間けんに深くしわが寄る。

「私は呂りよ竜りゆう皓こうを連れてこいと言ったのだが、なぜそやつもいる」

「煩うるさいわ、ボケ！　それよりも、珠華はどないしたんや！」

　殴なぐりかかりそうな勢いで、慈じ恩おんは慧祥に詰め寄る。摑つかみかかりそうな手を振り払い、慧祥は珠華を見下ろす。

「珠華は何者かに呪術をかけられていたようだ。しかも、ずっと一緒に過ごしてきた私でも気づかなかったほどだ。かなり特とく殊しゆな呪術だろう。それを解かれようとした反動で、体内の気が暴走している」

「呪術を……そんなもの、一体誰だれが」

　慈恩が呟つぶやくと、苓雲がそれを制した。

「その話は後だ。今は珠華を助けることが最優先だ」

「苓雲の言う通りだ。私だけでは、これだけ強力な呪術は封ふうじられん。それ故ゆえ──呂竜皓、そなたの力を借りたい」

　慧祥は慈恩の背後に目をやる。竜皓は僅わずかに眉まゆ根ねを動かす。

「──分かりました。では、さっそく取りかかりましょう」

「そんなら、俺も……」

「慈恩は赫かく将軍と、そっちで待っていてくれるかい？」

「なんでや！　俺も太極医官や。呪術の一つや二つ鎮しずめるくらいできる！」

「お前がいても、邪じや魔まなだけだ。大人おとなしく待っていろ」

　普段とは違う冷やかな声こわ音ねに、慈恩は息をのむ。

「りゅうこう、さん？」

　それを一いち瞥べつし、竜皓は寝台に近づく。

　並みの太極術師にはない風格に、慧祥は嘆たん息そくする。だが、すぐに珠華に目を落とすと、意識を集中させた。
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　静かな珠しゆ華かの寝息は、先ほどまでとは違い穏おだやかだ。頰の赤みも引き、健康的な色をしている。

　呪術を解くことはできなかったが、ひとまず鎮めることができた。

　慧けい祥しようは珠華の額に手を当て、熱が下がったことを確認する。ほっと胸を撫なで下ろし、寝台を挟んで向かいに立つ竜りゆう皓こうへ目を向ける。

「助かった。礼を言う」

「いえ、私は太極医官としての仕事をしたまでです。それに、珠華が無事で何よりです」

　竜皓はいつもの人の良い笑みを浮かべる。

「それよりも、これは一時しのぎに過ぎません。この呪術の元を消さなくては、再び暴走するでしょう」

「だろうな。だが、一体誰が珠華に呪術を──」

　慧祥が思案していると、扉を叩たたく音がした。

「珠華の容体は……」

　扉から顔をのぞかせたのは苓れい雲うんだ。その背後には、慈じ恩おんがいる。

　いつもなら、返事を待たずに入室するなどありえないが、よほど焦あせっていたのだろう。

「大丈夫だ」

　慧祥が答えると、苓雲の顔に安あん堵どが浮かぶ。反対に慈恩は渋じゆう面めんを浮かべたままだ。

「一体、何があったんや」

「曹そう風ふう蓮れんに襲おそわれた。──いや、襲われそうになった。と言った方がいいのか」

「やっぱり、あいつは……」

　慈恩は拳こぶしを握にぎりしめる。

「心配ない。あの男は私が始末した。──その遺い体たいは消え失うせたがな」

「始末したってなんや！　それに、遺体が消えたってどういうことや」

「怒ど鳴なるな。珠華が目を覚ます。風蓮を始末した後、残ったのはこの呪符だけだった」

　慧祥は寝台に残っていた紙札を見せた。人型の紙には朱しゆで呪術が書かれている。

「この呪符に書かれているのは、肉体と魂たましいを繫つなぎとめるための禁術だ」

「では、風蓮は何らかの理由で、肉体と魂が別れていたと？」

　苓雲の言葉に、慧祥は頷うなずいてみせる。

「つまり、曹風蓮はすでに死人だったということだ」

「なんでそんなに冷静なんや。珠華がこんな目におうとるのに、風蓮を殺したゆうのに、なんで平然としてられるんや！」

　慈恩は慧祥に近づくと、今度こそ胸むな倉ぐらを摑みあげた。激げつ高こうした慈恩の目は血走っている。その目に滲むのは、怒りではなく憤いきどおりだ。

「華か慈恩、その手を離せ」

　剣を抜き、苓雲は慈恩の背に刃やいばを突きつける。

「やめろ、苓雲。この者の怒りも仕方のないことだ。危険を冒おかして、珠華を後こう宮きゆうに入れたのは私だ。風蓮が毒を盛ったと気づいた後も、奴やつをおびき寄せるために珠華と会った」

「……われ、本気でゆうてんのか！」

　慈恩は拳を振り上げた。だが、その時、

「やめて、慈恩！」

　目を覚ました珠華が、寝台の傍にいた慈恩の衣を摑む。はっと珠華へ視線を落とした慈恩は、握りしめた拳を下ろした。

「慧祥様は王様なんだから、国のことを考えるのが先決でしょ」

　痛みに耐たえるように、珠華は言う。

　目の前で大切な同どう僚りようが亡なくなったうえに、おとりに使ったとまで言ったのだ。本来なら、自分に怒りを一身にぶつけられてもおかしくない。

（なぜだ……。どうして、突き放してもそうやって信じていられる）

　慧祥は唇くちびるを嚙かみしめ珠華を見下ろすと、すべてを見み透すかしているような目を向けられた。

「でも、どうしてそんな噓うそをつくんですか？　私を利用したなんて噓をついて、自分が悪者になってまで、どうして人から逃げるんですか？」

　夜具を握りしめる珠華の手を見ると、かすかに震ふるえている。やっと、珠華の目に僅かな怒りが滲んだ。

　慧祥は拳を握りしめ、まっすぐすぎる瞳ひとみに背を向ける。

「そなたは何も知らぬから、そんなことが言えるのだ」

「だったら、私にも分かるように話してください！」

　その声は、怒ど号ごうにも近かった。

「貴方あなたは私に、女であることを認めろとおっしゃいました。それって、自分を受け入れろってことですよね？　慧祥様のおかげで、私は自分と向き合うことができたんです。食い意地がはってて、不器用で、でも、本当は薄紅色が好きで、可か愛わいい簪かんざしも、花も好きで。そんな自分でもいいって、思えるようになったんです」

　珠華の声は震えていた。

「それなのに、貴方は私から逃げるんですか？　一緒に《仙せん華か》を完成させようって言ったのに、私を受け入れてくれないなんてひどいじゃないですか」

「《仙華》は完成させる。その後はそなたを後宮から出すつもりだ。そして、私は一生一人で生きていく」

「かまいません。だけど、王様だからって、一人じゃないといけないんですか？　王様だって、一人じゃ寂さびしいじゃないですか。誰かに手を握ってもらった時の温かさとか、安心感とか。そういうのを知らない王様が、何を守れるんですか」

「守ってみせる。そなたも、この国も。だから、もう何も心配するな」

　寝台にいるはずの珠華の声が、慧祥にはやけに大きく聞こえた。耳をふさいでしまいたかったのは、これ以上自分の弱さを見せたくなかったからだ。

「もうよい。今日は疲れた。そなたももう寝るがよい」

「待ってください！　逃げないでください！」

　珠華は顔を上気させ、今にも飛びかかってきそうだった。

　それでも慧祥は、立ち止まることなく部屋を後にする。

「おい、待てやコラ！」

　部屋を出た慧祥を、慈恩が追いかける。それでも慧祥は、回かい廊ろうを歩き続けた。

「──そなた、私が王ということを知らないのか？」

「だからなんや」

　慈恩はとうとう、慧祥の前へ立ちはだかった。今度はそれを、苓雲も竜皓も止めない。

「アンタ、珠華のことが好きなんと違うんか。後宮に閉じ込めておきたいくらい、好きなんと違うんか。それなのに、なんであいつを突き放そうとするんや」

「好きだからだ」

　はっきり慧祥が告げると、慈恩は息をのむ。

「珠華が好きだ。だから、私は珠華を捨てる」

　あの時、どうしてもう一度会いたいと思ってしまったのだろうか。

　もしも、あのまま珠華を突き放していれば、後宮に会いに行かなければ。こうして、傷つけることはなかったかもしれない。

　押し寄せる後こう悔かいが、慧祥の背中に重くのしかかる。

（やはり、私は誰かを傷つけることしかできない）

　慧祥は手のひらを握る。珠華のぬくもりを思い出し胸が軋きしむ。

「朱雀すざくをこの国に戻し、本物の王になりたかった。そんな私の我わが儘ままに、珠華は付き合ってくれた。太たい極きよく秘ひ儀ぎを習得したかったからとはいえ、珠華は私のために泣いてくれた。初めて、母上以外の人に抱きしめられた」

　大丈夫だと、自分はここにいるのだと教えてくれるように、強く抱きしめてくれた。不器用なくせに、握り飯めしを作ってくれた。

　温かく、どこまでもまっすぐな心が、慧祥には愛いとおしくて仕方がなかった。

　六年前、小さな手で差し出してくれた握り飯。あの時も、純粋で不器用な手に慧祥は救われた。しかし、あの時とは確実に違う感情が胸を締しめつける。

「珠華が愛おしい。これ以上近づけば、手放せなくなる。だから、私は珠華を捨てる。これ以上傷つけないためにな」

　太極術の稽けい古こ以外では、これからは近づかない。

　そう、心に誓ちかう慧祥の胸倉を慈恩が摑む。

「風蓮が生まれたんは、東方やのうて西方の小さい村や。けどその村は、六年前の戦いくさに巻き込まれてなくなっとる。村人は皆殺し。そん時に、風蓮も死んどるはずや」

　唐とう突とつに、慈恩は風蓮の情報を話しだす。

「そやけど、おかしなことに風蓮にはちゃんと、東方の商家の生まれやっちゅう戸こ籍せきもあったんや。何者かが戸籍の改ざんをした形けい跡せきはなし。風蓮には二つの戸籍があるんや」

「そなた、いきなり何を──」

「珠華が毒を盛られた後、俺が調べた情報や。聞きたくないなら、聞かんかったらええ。この情報を使うかは、アンタに任せる」

　慈恩の話を聞き、慧祥は瞑めい目もくする。

（やはり、この国は何者かに動かされている）

　珠華を後宮にあげることになったのも、風蓮が蘇よみがえったのも、すべてが繫がっているように思えて仕方がない。

（それに──）

　慧祥が目を開き、背後に視線を向けようとした時だ。回廊の向こう、珠華のいる部屋の方から、何かが倒れるような音がした。

「珠華……！」

　嫌いやな予感がする。この場にいない男の顔が頭によぎり、慧祥は駆け出した。
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　月明かりと提ちよう灯ちんの炎だけが、室を照らしている。寝台に潜もぐり込んでいた珠しゆ華かは、夜具から顔を出した。

「こんな状況で、寝られないよ……」

　目を閉じると思い出すのは、すべてを拒きよ絶ぜつして背を向けた慧けい祥しようの姿だ。

（慧祥様、私は貴方の妻ではないのですか？）

《仙華》を発動しようとした時、慧祥の心が見えてしまった。

　拒絶していたのは、慧祥の方だった。

「私のこと、好きだって言ったのに」

　いつだって、追いかけてばかりだ。ようやく追いついたと思えば、すぐに突き放される。

　ずきずきと痛む胸に耐えきれず、夜具をかぶって目を閉じる。しかし、血を流す風ふう蓮れんとその背に剣を突き立てる慧祥の姿が瞼まぶたの裏に浮かび、眠れない。

（風蓮もどうしてあんなことをしたんだろう。それに、風蓮が死んだなんて思えない）

　慧祥のこと、風蓮のこと。考えれば考えるほど、思考は絡からまっていく。特に慧祥のことを考えると、胸のあたりがざわつく。

　同時に頭の中で何かが疼うずき、珠華は頭を抱える。その時、

「……あの、大丈夫ですか」

　不安げな声がした。夜具から出て声がした方へ視線をやると、扉の前に鳳ほう瑛えいがいた。

「鳳瑛？　どうしたの？」

「一応、僕は薬くす師し見習いですから。お薬をお持ちしました」

　鳳瑛は持っていた籠かごの蓋ふたを開けた。中には、懐かい紙しに包まれた薬と水差しが入っている。

「体の方は大丈夫ですか？」

「私は心配ないよ。それより、風蓮のことは──」

　風蓮が卓たく子しに籠を置くと、珠華は上体を起こす。

　見たところ、鳳瑛は風蓮の死を知らないのだろう。宮きゆう廷ていまで追いかけてきた大切な兄貴分の悲運を、どうやって伝えていいのか、分からない。

「あ、あのね、風蓮が、その……」

「申し訳ございません、珠華様！　僕は大変なことをしでかしてしまいました！」

　言いよどむ珠華の声にかぶさり、鳳瑛は勢いよく頭を下げる。

「ど、どうしたの、鳳瑛」

「饅まん頭じゆうに盛られた毒を持ち出したのは、僕なんです」

　床ゆかに手を突き、頭を下げたまま鳳瑛は言った。その手は震え、今にも泣きそうな声だ。

「どういうこと？　とにかく顔をあげてよ、鳳瑛。きちんと話してくれなくちゃ分からないよ」

「いえ、顔をあげるわけにはいきません。風蓮様の命令だったとはいえ、珠華様を殺すところだったのです。どんな顔を向ければいいというのですか」

「殺すって──。それじゃあ、鳳瑛が饅頭に毒を混ぜたの？」

「饅頭に毒を盛ったのは風蓮様です。でも、その毒を薬庫から盗んだのは、僕なんです。僕は、大変な過あやまちを犯おかしました……」

　ぽたぽたと、鳳瑛の手の上に涙が零こぼれる。

　倒れる前、風蓮に襲われた時のことを思い出す。饅頭に毒を盛ったのは風蓮だと、慧祥は言った。あの時は信じられなかったが、鳳瑛の必死な姿に困こん惑わくする。

「風蓮様に脅おどされ、無理やりとはいえ、申し訳ございません……。すべては風蓮様が仕組んだことです。あの方は官かん吏りに恩を売り、私し腹ふくを肥こやしていたのです。それに──」

　泣き崩くずれる鳳瑛を、啞あ然ぜんとして見下ろす。

（なんだろう、変な感じがする）

　珠華の胸に不快な感情が、湧わき上がる。

　泣きじゃくり、嗚お咽えつをあげているというのに、つらつらと出てくる暴ばく露ろ話ばなし。あれだけ風蓮を慕したっていた少年と同じ人間には見えない。

「許してほしいとは言いません、ただ、貴女あなたには真実を伝えたかったのです。貴女が望むというのなら、死んで詫わびてもかまいません……！」

　純じゆん朴ぼくな赤毛の少年は、ようやく泣きはらした顔をあげる。

　寝台の下から見上げてくる目が、そこに浮かぶ涙が、なぜだか怖い。涙に光る双そう眸ぼうは、硝子ガラス玉だまのようだ。

（やだな、まただ……）

　激しい頭痛が再発し、頭を抱える。

　脳のう裏りに浮かんだのは、幼おさない日に出会った少年と、金こん色じきの目をした朱色の鳥だ。その姿が、目の前の少年と不意に重なる。
















「──私、あの時、貴方に会った？」

　夜具を握りしめ、呟いた。鳳瑛の髪が月明かりに照らされ、燃えるように輝いている。

　鳳瑛は珠華の瞳をのぞき込む。その顔からは、涙も表情も消えていた。

「……見かけによらず、ただの馬ば鹿かではないようだな」

「お生あい憎にく様だけど、私は猿さる公こう主しゆだから、野生の勘かんが働くの」

　本当は、飛び出しそうなほど鼓こ動どうが胸を打ちつけている。だが、動どう揺ようを悟さとられないように笑顔を作り、得体の知れない少年を見下ろす。

「そうみたいだな。しかし、お前には私のことを思い出してもらっては困る。私の敷しいた道から外はずれた風蓮のようになりたくなければ、すべてを忘れろ──」

　鳳瑛は珠華に手をかざす。手のひらから光が放たれ、照らされた鮮あざやかな深しん紅くの髪が尾のように伸びる。その髪には、やはり見覚えがある。

　蘇ったのは、六年前の記憶だ。

　朱雀の尾のように長く赤い髪に、黄金の輝き。

（あの日、私が出会ったのは慧祥様だけじゃない）

　慧祥と出会い、おにぎりを渡した日。おにぎりもなくなり、父と兄に会わずに邸やしきへ帰ろうとした。しかし、すっかり夜もふけていたために、帰り道が分からない。

　お腹なかもすき、涙にぬれた顔で膝ひざを抱えていると、不意に視界が黄金色に染まった。

　その光の中にいたのは、美しい神の使いだった。

　──お前には六年後、この国の王の妻になってもらう。

　眩まばゆい光を放ち現れた朱雀は、口づけを落とすように鋭するどいくちばしを珠華の額に当てた。

　そして、気がつけば珠華は、邸の前で倒れていた。

「あの時、貴方は私に呪のろいをかけた。そのせいで、記憶が曖あい昧まいに？」

「そこまで思い出したか。風蓮に呪術を解かれそうになったことで、効力が弱まっているようだな。仕方ない、お前には再び忘れてもらうことにしよう」

　鳳瑛は薄うすら笑い、珠華に手を伸ばす。

「忘れるなんて、もう嫌よ！」

　夜具を放り投げ、珠華は寝台から飛び出した。両手を構え、手のひらに気を集める。

「貴方の狙ねらいはなんなの──朱雀」

「私はいまだ果たされぬ盟めい約やくを終わらせたいだけだ。……ここで戦い、お前を失うわけにはいかない。お前にはまだ私の駒こまになってもらわないと困る」

　朱雀は寝台から数歩離れる。金色に変わった目を伏せると、体が淡あわい光を放ち始める。

（ここから逃にげるつもりだ！）

　光に包まれ今にも消えそうな朱雀に耐たえきれず、思い切り床を蹴けり上げる。

「逃がすかあっ！」

　光の中にいる朱雀に飛びかかり、首にしがみつく。その拍ひよう子しに、傍かたわらの卓子が倒れ、籠に入っていた水差しが割れた。

「慧祥様と約束したから、アンタをこのまま逃がすわけにはいかない！」

「言っただろう。お前を失うわけにはいかないと。このままでは、死に急ぐだけだ」

　しがみつく珠華を一瞥するだけで、朱雀は身じろぎもしない。

　徐々に強まる光に、視界が吞のみ込まれていく。強きよう烈れつな光明に、頭がぐらついた。

「珠華！」

　とその時、慧祥が室内に飛び込んできた。

　だが、すでに珠華は引き返すことができなかった。

「慧祥様、先に行って待っていますから！」

　朱雀に抱きついたまま、慧祥に言い放つ。

「とんだ、じゃじゃ馬娘だな。いいだろう、連れて行ってやろう。──そこの若造、この娘を返してほしければ、とっとと私の元に来るがいい」

　朱雀は慧祥を見て笑う。

　次の瞬間、光の渦うずは珠華と朱雀をのみ込み、跡形もなく消え去った。
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　珠しゆ華かの消えた部屋で、慧けい祥しようは目眩めまいを覚える。しかし、すぐに拳を握りしめて踵きびすを返した。廊ろう下かに出ると、竜りゆう皓こうたちが集まっていた。

「さっきの光はなんですか。それに、珠華はどこへ行ったのですか」

　室内をのぞき見る竜皓の横を通り過ぎたところで、慧祥は立ち止まる。

「珠華は攫さらわれ……いや、自ら攫われた」

「攫われた？　一体誰に。それに、窓も開いていませんし、扉からは誰も出てきていないというのに、どうやって珠華を連れ出したと言うのですか」

　今すぐ駆け出そうとしていた慧祥を、竜皓が引きとめる。

「風ふう蓮れんの戸籍が詐さ称しようされたものなら、もう一人不自然な人物がいるだろう」

「……鳳ほう瑛えいですか」

「恐おそらく、鳳瑛という薬くす師し見習いは、この国の神しん獣じゆう──朱雀だ」

「そんな、まさか」

　狼ろう狽ばいの声を漏もらしたのは、苓れい雲うんだ。

「宮廷占せん術じゆつ師したちの占いの結果を操作し、珠華を王の妻とし、戦で肉体のなくなった風蓮をこの世に繫ぎとめる。これらすべては、神獣朱雀の仕し業わざだ。そうだろう、曹そう風蓮よ」

　竜皓たちの背後に目をやり、慧祥は呼びかける。

　一斉に、竜皓たちが振り返る。その先には、一人の男が立っていた。

　こうして、不意を突かれるのは二度目だ。半透明な体をした男に、この場にいる全員が目を奪うばわれる。

「風蓮！　なんや、幽霊か……？」

　いち早く反応したのは、慈じ恩おんだ。

「まあ、似たようなものだ。体はとっくに朽くち果はててしまったからな」

　偉えらそうに腕を組んだ風蓮は、ふよふよと宙に浮いている。

「……慧祥様、お下がりください」

　すっと抜ばつ刀とうし、苓雲が慧祥を隠かくすように立つ。その行動を風蓮は鼻で笑う。

「俺に剣は無意味だ。──そう警けい戒かいするな。俺はお前たちに忠告しに来ただけだ。この国の行く末についてな。死人のたわごとだと思わず、よく聞くんだな」

「いいだろう、話してみよ。……苓雲、剣を下ろせ」

　慧祥に命じられ、戸と惑まどいながらも苓雲が剣を下ろすと、風蓮は口を開いた。

「俺はすでに死んでいる。だが、朱雀から再び肉体を与えられた。理由は分からないが、朱雀の手足となるために俺は蘇った」

　風蓮の顔は苦く渋じゆうに満ち、懺ざん悔げをするように話す。

「そなた、珠華を襲ったわけではないのか？」

　その問いに、風蓮は答えない。代わりに、奥歯を嚙みしめ何かを堪こらえているようだ。

「奴に命じられて薬庫から毒を盗み、毒入り饅頭を作った。だがそれが、珠華に使われるとは思わなかった。奴を問い詰めている時に、珠華に呪いがかけられていることを知り、俺は珠華を助けようと──」

　そこで、風蓮は言葉を詰まらせる。

「いかがなさるおつもりですか、陛へい下か」

　俯うつむき感情を押し殺す風蓮から視線をそらし、苓雲が訊きく。

（やはり、珠華は私のせいで巻き込まれたに違いない。太極秘儀の完成を阻そ止しするために、奴は珠華を襲ったのか？）

　だとしたら、ここで自分が動いてもいいのだろうか。慧祥が苓雲の問いに答えられないでいると、慈恩に胸倉を摑まれた。

「ここまで来て、まだ迷うとるんか。あの意地っ張りが、アンタの前では弱みを見せたんや。あいつが待っとるんは、悔くやしいけどアンタや」

　それでも、アンタは動かんのか。そう言われた瞬間、慧祥が思い出したのは朱雀と共に消えた珠華だ。

　待っていると言った珠華の目に、迷いはなかった。どれだけ傷つけられても、裏切られても、彼女は六年もの間、信じ続けていてくれた。

　珠華はずっと、修しゆ羅らでも王でもない、ただの少年を追いかけてきた。ならば、今度は何者でもない焰えん慧祥として彼女を追いかける番だ。

（何よりも、明日も珠華に会いたい）

　単純な願いが、今の慧祥にとっての答えだった。

「私は珠華を追う」

　顔をあげて慧祥が告げると、慈恩はようやく胸元から手を離した。

「その前に、最後に一つだけ忠告しておく」

　かぶせるように風蓮が口を挟む。

　最後に──そう告げた意味を悟り、慧祥は風蓮を見やる。

「奴は、宮廷を裏で動かすための駒をいくつも持ってる」

「それは覚かく悟ごの上だ。私が相手にする者がどれだけ強大だろうと、引く気はない」

　迷まよいなく答えると、風蓮は満足そうに口の端はしを引き上げる。

「奴が持っている駒の中には、捨て駒もいるからな。奴の遊びに振り回された駒が、貴様に嫌がらせをするとしたら、狙う相手は一人しかいない。そいつが、すでにそこにいないと気づかずにな」

「後宮やな……」

　呟いたのは慈恩だ。

「どうしますか、陛下。貴方はこの国も珠華も守るとおっしゃいました。ここまできて、一人で戦いますか？」

　試すような口ぶりで言ったのは竜皓だ。

（横道にそれそうになったら、珠華に身を任まかせてみるといい、か）

　赫かく潤じゆんの言葉を思い出し、慧祥は目を伏ふせる。

「竜皓、共に珠華を追うぞ」

「え、私ですか？　まさか、私は朱雀と戦うなんて、とても──」

「一人で戦うのか、と聞いたのはそなただろう。いいから、黙だまってついて来い。慈恩、苓雲、後のことは任せたぞ」

　慧祥は苓雲と慈恩を見やった。二人は跪ひざまずき、拱きよう手しゆする。

「御ぎよ意い」

　声を合わせた臣下を見届けると、慧祥は風蓮へ顔を向ける。

「必ず珠華は助ける」

「当たり前だ。──もし失敗なんてしてみろ。毎晩、枕元に出てやる」

　最後まで偉そうに言うと、風蓮の体はまるで霧きりのように消えていった。

「──では、行くぞ」

「ちょっと、私はまだ行くなんて言ってませんよ！　私の信条は、波風立てずに穏やかに、なんですからね！」

　嫌がる竜皓の首根っこを摑み、慧祥は太医署を飛び出した。
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　薄暗い森に、燃え盛さかる鮮あざやかな赤をまとった鳥。神の使いである獣けものは、何を望んでいるのか。はたして、なんのために人間界に紛まぎれていたのか。

　朱雀がなぜ、ただの小娘に呪術をかけたのか。姿を消した理由は、そのことと関係があるのか。

　考えても、人間である珠しゆ華かには何も分からなかった。

「……やっぱり、悩むのは苦手だな」

　いつの間にか消えた頭痛に、珠華の頭の中が晴れていく。

「それは、困ったな。時に悩むことも必要だぞ、小娘」

「イタっ！」

　何者かに肩を強く踏ふまれ、珠華は目を覚ます。

「──こんな状況で、よくそのように寝てられるな」

　視界に飛び込んできたのは、少年の皮をかぶった朱雀だ。いつまでも起き上がらない珠華を再び踏みつけようと、朱雀は足をあげる。

　それをかわし、珠華は起き上がった。

「ここは……どこ？」

「宮廷の一角にある高こう楼ろうだ。この場所に来るのも、まったく久しい」

　篝かがり火びに照らされた室内は、金と朱に彩いろどられている。

　十数本もある柱に描えがかれた、金の昇しよう竜りゆう。円形の天てん井じようで翼を広げるのは、鮮やかな色彩で描かれた朱雀だ。

「これが本当の貴方？」

「ああ、そうだ。若々しいこの姿も気に入っているが、早く本来の姿に戻りたいものだ」

　ということは、今は何らかの理由で元の姿に戻れないということか。

「六年前、お前にこの国のすべてを託たくしたが。ここまで無む鉄てつ砲ぽうに育つとは、私も思わなかった。私の選せん択たくは間違っていたのか」

「私に国を託した？　こんな小娘に朱雀が何を託したの？」

　無鉄砲と言われて若じやつ干かん苛立いらだったが、その通りなだけに言い返せない。何よりも、知らない間に国を託されていたことに、困惑する。

「言えない。それに、今となってはどうでもいいことだ。盟約の期限は六年。その六年目である、次の夜明けまでにあの未熟な王が死ねば、私も元の姿に戻れる。奴には、父親の代わりに盟約を果たしてもらう」

「慧けい祥しよう様に何をするつもりなの。あの人に手を出すことは許さない」

「お前のような小娘が、私を許さないだと？　思い上がるのはよせ」

　朱雀は口を歪ゆがめて嘲あざ笑わらう。

「私は先王、焰えん儀ぎ心しんと交かわした盟約を果たしたいだけだ。儀心は黄燐との戦いの勝利と引き換えに、命を差し出した。だが、奴はすでに病やまいに冒おかされ、交換条件になりえなかった。そこで、奴は自分の盟約を息子に引き継つがせたのだ。ただし、少しの温情として二は十た歳ちになるまでの六年間の猶ゆう予よをやった。その六年目が今日だ」

「まさか、先王は貴方とそんな盟約を？」

　華弓が黄燐との戦で勝利したのは、朱雀との盟約のおかげ。そんな考えが頭をよぎり、膝の力が抜けそうになる。

　だが、ぐっと足に力を入れると自分を奮ふるい立たせる。

「そんなこと、させない。慧祥様はアンタなんかに殺されない。慧祥様を殺させるくらいなら、私がアンタを倒す」

「お前みたいな小娘に、私が倒せると？」

「やってみないと、分からないでしょ。これでも赫かく家の秘蔵っ子って、呼ばれてるの。そこらの武人なんかより、腕は立つんだから」

　珠華は下か衣いの裾すそを破き、左右の手にきつく巻きつけていく。

「大人しくしておけば綺き麗れいな顔に傷がつかなかったというのに、厄やつ介かいな娘だ」

　深いため息をついた朱雀は、すっと目を細める。

　そのとたん、激しい渦うずのような殺気に、肌が震えた。

（これが、朱雀の力……）

　思わず後ずさりしそうになりながらも、拳を構かまえて朱雀を見み据すえる。

　呼吸を整え、気を足に集めると、地面を強く蹴りあげる。同時に、朱雀が腕を振り長い袖そでをたなびかせた。

　刹せつ那な、体に強い衝しよう撃げきが走る。みぞおちに感じた痛みに、息が止まる。そのまま、後方に弾はじかれた体が柱にぶつかる。

　起き上がろうと顔をあげた時には、朱雀が眼がん前ぜんまで迫せまっていた。
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　闇やみ夜よに包まれた宮廷は、静まり返っている。

　月光に照らされた黄色い瑠る璃り瓦がわらを頼りに、慧けい祥しようは駆けていく。塀へいに沿って進んでいく足に、迷いはない。

　その背後から、竜りゆう皓こうが付き従う。

「──珠しゆ華かがいるのは、恐らく朱雀を祀まつる聖せい瑞ずい殿でんだ」

　宮廷の中心に造られた太極宮の一角、そこに朱雀は祀られている。宮廷儀礼の行われる宮、その片かた隅すみに立つ楼ろう閣かくだ。

「間違いないでしょうね。……ほら、見てください。あそこに衛え士じが倒れていますよ」

　気のない声を出し、竜皓は聖瑞殿に繫がる門を指さす。

　暗闇に、一本の松たい明まつが落ちている。その炎に照らされているのは、二人の衛士だ。

　慧祥は二人に近づき、膝を折る。

「喉のどを搔かっ切られているな」

　息いき絶たえた衛士の目を閉じてやると、竜皓を見やる。

　こくりと頷くのを確認し、半開きとなった門を慎しん重ちように開く。腰に差した剣に手を伸ばし、中へ足を踏み入れた。

「……上か」

　慧祥は瞬時に抜刀し、殺気を感じた頭上に構える。

　瞬間、甲かん高だかい金属のかち合う音がした。

「くそっ……！」

　塀の上から慧祥に跳とびかかったのは、黒い装しよう束ぞくを着た男だ。恐らく、朱雀の駒である官吏の刺し客かくだろう。

　慧祥は受け止めた匕ひ首しゆを弾はじき飛ばす。一瞬、体勢を崩した刺客の首を長剣で搔かっ切る。

　叫さけぶ間もなく、刺客は息絶えた。

「お見事。暗闇でも太た刀ちさばきが乱れないとは、さすがですね」

「軽口はよい。他人の尻しり拭ぬぐいをする気はないからな。己おのれの身は己で守ることだ」

　慧祥がそう告げると、竜皓は剣を抜く。

「……確かに、他人に構っている暇ひまはなさそうですね。嫌だな、戦いは好きじゃないんです。そういえば、宮中での太極武術は禁止でしたね」

「それがどうした。こんな奴ら、剣一本で十分であろう」

　慧祥は剣の腹で肩を叩くと、前を見据える。その先にそびえるのは、闇夜でも浮かび上がる朱塗りの楼ろう閣かくだ。

　その頂上についた金色の相輪が、鈍にぶく光る。

　楼閣の前には、数人の黒い影が立ちはだかっている。刺客の持つ白はく刃じんが月光に反射し、ギラリと光る。

「──華か弓きゆう国王、焰えん慧祥とお見受けする」

　くぐもった声がした。刺客の一人が、慧祥の前に歩み出る。それに合わせ、慧祥も歩みを進めた。

「それがどうした。私は先を急ぐ。そこをどけ」

「それはできませぬ。我が主あるじの命めいにより、貴公の命いのちを貰もらい受ける」

　言うが早いか、男は剣を振りあげる。

「この修羅を相手にするには、策がお粗そ末まつすぎるな」

　慧祥は一歩も動かず、冷笑する。

　その瞬間、竜皓が剣を振り抜いた。続くように、慧祥も剣で刺客を斬きりあげる。慧祥が斬りつけたのは、目の前の男ではなく、背後から奇き襲しゆうをかけようとした刺客だ。

　正面から襲いかかった男は、竜皓に胸を斬りつけられ息絶えた。

「先を急ぎたい。そこを退どいてくれぬか？」

　剣についた血を払い、目に見えぬところに隠れた者に話しかける。門の上や、庭にある木の陰かげ、そこかしこから気配を感じる。

　どうやら、この中に太極術をまともに使える者はいないようだ。

「残念ながら、ここは強行突破しかないみたいですね」

「そのようだな。では──」

　二人は互いの背をつけ、剣を構える。じり、と姿を現した数人の刺客が動く気配がした。

　それを合図に、竜皓が動く。

「いざ、尋じん常じように勝負！」

　だが、走りだした竜皓の背を見届け、慧祥は剣を下ろす。

「……誰が、そんなことをするか」

「はあっ!?」

　慧祥の言葉に、竜皓が声をひっくり返す。

　素すっ頓とん狂きようなその顔を、慧祥は笑い飛ばす。

「ここは、そなたに任せる」

　そう言うと、剣を構えて楼閣へ駆け出した。

　虚きよを衝つかれた刺客たちに隙すきができる。慧祥は足の裏に練ねった気を使い、啞然とする刺客たちを飛び越える。

「──では、楼閣で待っている」

　ぽすんと優雅に着地し、慧祥は背後にいる竜皓に告げた。

「なっ……！　ま、待ってください！　本当に私を置いていく気ですか!?　嫌ですよ、逃げるのは私の専売特許なんですからね！」

「そなたは、この華弓国の太極医官であろう。臣しん下かが王に尽つくすのは、至し極ごく当然のこと。──しっかりと私に忠義を見せてみよ。信じておるぞ。そなたなら、無事にこやつらを倒せると」

　そう言い残し、慧祥は楼閣に向かって突っ走った。背後から何か聞こえた気がしたが、足を止めることはできない。

　一目散に走り抜けると、目の前に迫った扉を蹴破る。躍おどり出るようにその中へ飛び込み、逸はやる胸を押さえつけると楼閣の外へ目をやる。

（もう一度、信じてやる。珠華の信じる私をな）

　背後を初めて誰かに任せた慧祥は、振り返ることなく先を急いだ。





[image: ]






　月は沈しずみかけ、楼閣が赤い炎の色に照らし出される。

　その最上階、神に仕える獣の前で珠しゆ華かは膝を折った。

「……人間風ふ情ぜいが私に敵かなうと思うたか。愚おろかにもほどがある」

　涼すずしげな顔で、朱雀は珠華を見下ろす。

「人間風情な上に、馬鹿で、大食らいで、猪いのししで猿さるな女ですけど、まだ負けてないんで！」

　そうは言ったものの、両手に巻いた布は擦すりきれ、衣ころももぼろぼろだ。やはり、実戦経験のないひよっこ太極術師では、朱雀には敵わないのか。

（けど、きっとあと少しで……）

　あの人が来るまで、朱雀を引きとめなければ。自分に関心を持っている限り、ここから逃げ出すことはないだろう。

　珠華は残り僅かな力を振り絞しぼり、手のひらで気を練る。

「ほう、まだそんな小こ細工ざいくをするのか……」

　構えるそぶりもせず、朱雀は近づいてくる。

「小細工かどうか、試してみなさいよ！」

　珠華は左手で気功を放つ。だが、朱雀は顔色一つ変えず、それを袖で振り払う。

　気づいた時には、眼前で深紅の髪が舞っていた。あどけない少年の顔で微笑ほほえみ、珠華の首に手が伸びる。

「うっ……」

　そのまま押し倒され、背中から床に倒れ込んだ。打ちつけた体以上に、息が苦しい。

「このまま、首の骨を折ってやろうか？　そうすれば、あの未熟な王も自分の愚かさに気づくだろう。己の力を過信し、差し出された手でさえ気づかない。自分は孤独だと叫び、耳を押さえて現実から目をそらす。足元ばかりを気にして俯いている王など、国を滅ほろぼすだけだ」

「慧けい祥しよう様は愚かな王なんかじゃない」

「なぜ、そう言える。身勝手な王のせいで命を狙われ、挙あげ句くにこうして私に殺されそうになっているというのに。命を救われたことに、恩義を感じているからか？」

　冷れい淡たんな目で珠華を見下ろし、朱雀は問う。

　骨を折られそうなほど強く首を絞しめられ、視界が白しらんできた。呼吸が苦しくなり、思考が止まりそうになる。

　体から力が抜けていき、漠ばく然ぜんと死を予感する。

（本当に、なんでこんなに必死になってるんだろ。朱雀の言う通り、死にそうになってまで、どうしてあの人のことを信じてるんだろ）

　嫌いになることができたら、きっと楽になる。背中を向けられた冷たさに、傷つかずにすんだはずだ。

　だけど、どれだけ傷つけられたとしても、あの人のことを裏切れない。その理由を考えると、涙があふれ出した。

「慧祥様が好きだから」

　辿たどりついたのは、たった一つの想いだ。

「あの人のことが好きだから信じてる。悔しいけど、それ以外に理由なんてない」

　慧祥に会いたい。

　つまらない冗じよう談だんを聞いて、手を繫いで、お菓子を食べて。そんな、当たり前のことがなくなるなんて嫌だ。

　だからこそ、こんなところで死ぬわけにはいかない。

「ならば、愚かな自分を悔くやめ。あの男を好いたことを、この国が滅びることを、苦しみ死んでいくことを、あの世で嘆なげくがいい」

　朱雀が手に力を込めると、骨が軋きしむ音がした。

　だが、珠華は怯ひるむことなく笑う。

「慧祥様に出会ったことを、後悔なんてしない。それに、私は死なない」

「……哀あわれで愚かな娘よ、このまま私が楽にしてやる」

　苦しむ姿を楽しむように、朱雀は少しずつ力を込めていく。

　眩くらむ視界に瞼が閉じかけた、その時だ。

「──その手を離せ」

　扉が開く音が辺あたりに響ひびいた。首にかかる力がふっと弱まる。聞こえた声に、胸がざわめいた次の瞬間、頭上を一いつ閃せんの軌き跡せきが横切る。

　朱雀は珠華から手を離し、その場から飛び退のいた。

「やっぱり、来てくれた」

　すっと、呼吸が楽になり息を吸い込む。その場にへたり込み、見上げた先にいたのは慧祥だ。一見、怪け我がもしていないようで安あん堵どする。

「すまない、少し遅れた」

　額に滲んだ汗を拭ぬぐい、慧祥は珠華の腕を引いて立ち上がらせる。

「残念だったな。もう少しで楽になれたというのに。どうやらこの男は、父親や国民に裏切られてもなお、英雄になることを諦あきらめられないらしい」

「私は英雄になりに来たわけではない。そんなこと、昔から望んでいなかった」

　剣を朱雀に向けた慧祥を、朱雀は嘲ちよう笑しようする。

「強がりを言うな。この六年、ずっとお前を見ていた。哀れな父親のせいで、修羅となったお前をな」

「父上のせいで、だと？」

「焰えん儀ぎ心しんは、命と引き換えに黄燐との戦の勝利を願った。だから私は、お前に修羅のごとき力を与えた。……父親に化ばけ物に変えられた気分はどうだ？」

　朱雀は嘲笑を込めて言う。しかし、慧祥はそれを鼻で笑い飛ばす。

「最高の気分だ。この力のおかげで、私は大切な者を守れるのだからな」

　その声はどこか晴れやかだ。迷いのない言葉が、珠華の胸を打つ。

　慧祥は珠華の目を見て、表情を和やわらげる。

（やっと、私の顔を見てくれた）

　すでに朱雀の方へ体を向けているが、その背中を見ても寂しくない。腕を伸ばした距離にいても、触ふれ合っているように体が温かい。

　ようやく、慧祥の心に触れることができた。その喜びを嚙みしめていると、慧祥が朱雀に剣を向けた。

「盟約は父上の死と共に終わったはずだ。なぜお前は人間の姿でい続ける」

「決まっているだろう。盟約が終わっていないからだ。お前には、父親の代わりにその命を渡してもらう」

　両手を合わせた朱雀は、赤い炎のような気を出す。それは長く伸び、剣に変わる。炎にくべられた鉄のように赤く鋭い剣だ。

「悪いが、私はまだ死ぬわけにはいかない。そなたがこの国の守護獣であろうと、仇あだなすのなら、仕方がない」

　慧祥は自分の剣に手をかざす。朱雀の気とよく似た深紅の気が、長剣を覆おおう。

　対たい峙じした慧祥と朱雀の気き迫はくに、息をすることも忘れてしまいそうだ。

　じりりと、慧祥が足を横にずらす。

　それは、瞬まばたきをした一瞬のうちだった。気づいた時には、二つの剣がぶつかり合っていた。だが、剣を両手で振り下ろした慧祥に対して、朱雀は片手で受け止めている。

「さすがは、修羅と恐れられた男だな。太刀筋はなかなかのものだ」

「当たり前だろう。私はお前を殺す男だぞ？」

「お前のような若造が、神獣殺しの名を背負うというのか！」

（危ないっ……！）

　朱雀が剣を振り抜く。ひと太刀で、慧祥は体ごと吹き飛ばされる。

「そのようななまくらで、私を殺すことができると思うたか」

　膝をついた慧祥を、朱雀の放った気功が襲う。炎の玉のようなそれを、慧祥は間かん一いつ髪ぱつでよける。

「どうした。私を殺すのだろう。未熟な王よ、早く私を殺してみろ」

　朱雀は剣を捨てる。広げた両手に合わせて、長い深紅の袖が翼つばさのように広がった。

「望み通り、殺してやるさ」

　立ち上がった慧祥は、朱雀の横腹を斬りつける。だが、朱雀は薄く微笑んでいた。

「この朱雀を傷つけるとは、さすがは修羅。だが、お前の力が私を超えることはない。その剣を私の心臓に突き立てたところで、私を殺すことなどできない」

　剣は朱雀の横腹に食い込んだまま、止まっている。力の差を見せつけるように、朱雀は素す手でで刃を摑み、腹から引き抜いた。

「神獣の力を与えられても、所しよ詮せんは一人の人間に過ぎない。借り物の力では、お前は私を傷つけることすらできないのだ」

　朱雀は再び剣を作り出し、振り上げる。

　しかし、慧祥は逃げることなく剣を構える。

「確かに、私一人の力では朱雀を倒せないだろう。──だが、教えてやろう。私はもう一人ではないのだ」

　慧祥は唇を引き上げ、朱雀の背後に目をやる。その視線を追って、朱雀が振り向く。

「そうです。慧祥様には、私がついていますから！」

　珠華はそう言うと、朱雀の背後に両手を向ける。

「なにっ……！」

　朱雀は目を見開く。動揺した朱雀の顔に、珠華は歯を見せて笑う。

「慧祥様、私の力を受け取ってください！」

　溜ためこんだ気を放ち、力の限り叫ぶ。

　咄とつ嗟さに、朱雀は放たれた気を避ける。その先にいた慧祥は白刃で珠華の気を受け止めた。

「もう迷わない。朱雀がいなくても、この国の王は私だ！」

　慧祥の目が黄金の光を放つ。慧祥は自分と珠華の気をまとう剣を、朱雀の心臓めがけて突き立てる。

「ぐぅっ……」

　足元をふらつかせた朱雀は、血を吐はいた。だらりと手を垂たれ下げ、前のめりに倒れる。慧祥は朱雀の胸から剣を抜き取る。

　朱雀は力なく、慧祥の肩に凭もたれかかった。珠華は急いで慧祥に駆け寄る。

　だが、朱雀の顔が見えるまで近づいた時だ。力ない神獣が、妖あやしく微笑んでいることに気づいた。

「──それではまだ、未完成だ」

　消え入りそうな声で、朱雀が呟く。

　次の瞬間、朱雀の胸に刻きざまれた傷から、鮮せん血けつが噴ふき上がった。大量の血しぶきが、慧祥の体を真っ赤に染めあげる。

　ふらりと体を離して慧祥を指さすと、朱雀は霧のように消え失せた。

　辺りは静まり返る。

　すでに高楼の外は白んできている。夜明けを感じる肌寒い風に、呆ぼう然ぜんとしていた珠華は我われに返る。

「慧祥様、ご無事ですか！」

　剣を片手に立ちすくむ慧祥へ近づく。

「ああ、大丈夫だ」

　顔についた血を拭い、慧祥は珠華の手を取る。

「そなたも無事で何よりだ。……しかし、まったくなんという無茶をするのだ」

「でも、あそこで朱雀を逃がすわけにはいかなかったじゃないですか。せっかく獲物が目の前に飛んできたのに、やすやすと見み逃のがすわけにはいきませんから。それに、絶対に慧祥様なら私を見つけられると思ったんです」

「そうか」

　呆あきれたように息を吐くが、慧祥の表情は柔やわらかい。

「珠華──」

　そっと頰に手が触れたと思った時には、珠華は慧祥の胸に閉じ込められていた。背中に回る腕に、目を丸くする。

「けいしょう、さま？」

「そなたのおかげだ。ようやく、この国と、人と、向き合う覚悟ができた。ようやく、逃げずにそなたと触れ合う覚悟ができた。──ありがとう」

　その言葉に、珠華はこみあげる涙を止められなかった。

「私も、慧祥様にお礼を言わないと」

　六年もの間、艶つやめく黒髪の影を追ってきた。ようやく少しは、恩を返すことができたのだろうか。

「慧祥様、私は貴方と出会えて──」

　そっと体を離そうとした時だ。

　急に慧祥が肩に凭れかかる。荒い息使いと、時折漏れる苦しそうな声が耳元で聞こえる。力を失くした体が、ずるりと肩口から滑すべり落ち、床に倒れ込んだ。その背中には、深紅の鋭い翅はねが突き刺さっていた。

「慧祥様！　どうされたのですか！」

　珠華は床に横たえた慧祥の肩を揺さぶる。

　その直後、室へやに響いたのは朱雀の声だった。

　──まだ、盟約は果たされていない。約束どおり、未熟な王の命を渡してもらおう。

　声のした天井を見上げると、描かれた朱雀から、ひらひらと深紅の羽が舞っている。

「そんな！　駄だ目めです、慧祥様、起きてください！」

　いくら呼びかけようとも、慧祥は目を覚まさない。背中に刺さった羽を抜くと、どろりと血があふれ出す。

　珠華は首元に手を当て、脈をとる。弱弱しい鼓動に、心臓が冷える。

　傷口に触れ、慧祥の気を探る。

（これは、普通の傷じゃない。朱雀の呪術がかけられてる）

　傷口を中心に、珠華の気を遮しや断だんするように朱雀の気が体を侵しん食しよくしている。まるで朱雀が、慧祥の命を喰くらっているようだ。徐々に弱まる慧祥の精気に手が震える。

　このままでは、慧祥は呪いに食い殺されてしまう。零れ落ちそうになった涙を拭うと、珠華は慧祥を抱き起こす。

「……駄目です。絶対に貴方を死なせない！」

　涙を堪えて慧祥に顔を寄せる。

　そして、慧祥の唇に自分の唇を重ねた。慧祥の口をこじ開け、そこから自分の気を直接送り込む。口から感じる慧祥の気に、必死に呼びかける。

（慧祥様、私は貴方を受け入れます。だから、貴方も私を受け入れてください）

　心の中で語りかける。すると、かすかに動いた慧祥の手が珠華の手を摑んだ。

　同時に流れ込んできたのは、温かい慧祥の気だ。陰いんと陽ようの気が、二人の体を一つにするように溶け合っていく。
















　刹那、二人の頭上に眩まばゆい光の玉が現れ、弾かれるように珠華は慧祥から顔を離した。

（イタっ……）

　額が急に痛みだし、思わず気が乱れそうになる。しかし、固く繫がった慧祥の手が意識を繫ぎとめる。

　二人の間に生まれた光明が、高い天井を突き破るように解き放たれる。それはまるで、夜明けのように瞬またたき、天井に描かれた朱雀を照らし出す。

　金と朱で描かれた朱雀の極ごく彩さいな尾が揺れる。それを皮切りに、翼が大きく広がり、朱雀は羽ばたいた。

　──盟約は果たされた。

　頭の中に朱雀の声が響く。

　それと同時に、額の痛みが引いていく。妙みように頭の中がすっきりして息を吐くと、震えた慧祥の瞼が視界に入った。

「慧祥様！」

「珠華……あれを見てみろ」

　薄く目を開いた慧祥は、天井を指さす。その先を追い、頭上を見た珠華は「あっ」と声を漏らす。

　円形の天井で、翼を広げた優ゆう麗れいな朱雀が飛んでいる。

　──貴殿らの太極秘儀、しかと見届けた。これにて、盟約は終了とする。

　そう告げた朱雀は一声啼なくと、天井をすり抜けて飛んで行った。

「……そっか、思わず太極秘儀《仙華》を完成させちゃったんだ」

　太極医術で慧祥にかけられた、朱雀の呪術を解こうとした。それが、どうやら勢いで仙華を完成させたようだ。

「さすが、太極秘儀ですね。朱雀の力にも勝っちゃうなんて」

「それだけではない。盟約の終了、と朱雀は言っていた。どうやら、父と朱雀の間で交わした盟約の交換条件には、命の他に太極秘儀の発動もふくまれていたようだ」

「それじゃあ、先王陛下は朱雀に慧祥様を殺さないように、頼んでくれていたのかもしれませんね」

「そう、かもしれないな」

　照れたように頰ほおを搔く慧祥は、最後にくれた父親の愛を嚙みしめているようだった。

「きっとそうですよ」

　天井を見上げる慧祥を横目に、珠華はひっそりと笑う。

「──慧祥様、やっぱり私を助けてくれたのは貴方だったんですね」

「思い、出したのか？」

　ぼんやりと天井を見つめていた慧祥が、弾かれたように珠華を見る。

　期待を込めた瞳に応こたえるように、珠華は強く頷き立ち上がる。

「《仙華》を完成させたおかげで、朱雀の呪いも解けたみたいです。今まではっきりと顔を思い出せなくてすみませんでした。それから、ありがとうございます。私、貴方を追って太極術師になりました」

「……知っている。ずっと、そなたを見ていたからな」

　慧祥は腰をあげ、珠華の顔についた汚れを拭ふく。

「だが、礼を言うのは私の方だ。あの日、小さな手から渡された塩しお辛からい握り飯に、初めて生きていると感じた。そなたの腕にできた傷の償つぐないをしようと髪を切り、王として生きると決めたのだ」

「私の腕の傷は、私が貴方と出会った証です。償いなんて必要ないのに」

　珠華はそっと傷のある腕に触れる。その上から、慧祥が手を重ねる。

「いや、好いた女子に傷を作ってしまったのだ。これからは一生そなたを守り通すと、誓わせてくれないか？」

「いっ、一生ですか！　そんな、恐れ多いです。こんな大食らいで不器用な女を一生守るなんて、時間の無む駄だですよ。それに、白饅頭みたいに柔やわな体してないですし。骨が折れたくらいなら、自分の太極医術で治しますし。それに、それに──」

「逃げるな！　そう言ったのは、そなただぞ」

「うえっ！　ええと、ええと……。ああ、もう！　そうやって、私が口じゃ勝てないことを知ってて、知恵比べですか！」

「知恵を使うほど難しい言葉は使っていない。そなたが勝手に、ややこしく考えているだけだ。むしろ、猪のようにまっすぐ伝えているつもりだが、仕方がない。これでも分からないのなら、そなたでも分かるように言ってやろう」

　甘く熱のこもった瞳が、朝陽に照らされ煌きらめく。

　早はや鐘がねを打ち鳴らす胸に、珠華はぎゅっと目を閉じる。

「珠華、私は──」

　武骨で誰よりも優しい手が、珠華の頰を撫でる。そのまま手は顎あごに下り、くいと顔を上に向けられる。

　思わず目を開くと、視界に飛び込んできた慧祥の近すぎる顔に叫ぶ。

「だっ……！」

　しかし、その声が響き渡る直前、疲れきった声が扉の方からした。

「──いーところで悪いんですが、私のこと、忘れてます？」

「りゅ、竜りゆう皓こうさん！」

　蝶ちよう番つがいが外れて壊れた扉の前で、竜皓は剣を片手に立っていた。

「おお、竜皓よ、やっと辿りついたか。無事で何よりだ」

「……陛下って、結構いい根こん性じようしてますね。尊敬しますよ」

「臣下に尊敬されて、悪い気はしない。なるほど、これが人望というやつか」

「違いますよ、嫌味ですから。喜ばないでください」

　竜皓はがくりと肩を落とした。その姿は、珠華たちと同じようにボロボロだ。

　珠華は二人を交互に見て、首をよじる。なんだか、少しだけ仲良くなっている気がする。

「……何はともあれ、ご無事で何よりです、陛下」

　ため息をつきながらも、竜皓はいつもの柔にゆう和わな顔で拱手する。それを見て、満足そうに慧祥は笑っている。

（よかった。慧祥様には私以外にも、信頼できる人ができたんだ）

　嬉うれしいと思いながらも、どこか寂しさを感じて、珠華は窓の外へ視線を向ける。

　燃える朝陽が目に染みる。その光は眩まぶしすぎて、思わず顔をそむけてしまった。
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　楼閣の上、光の粒の降り注そそいだ瓦かわらに座り込んだ男は、くいと酒を飲みほした。

「いやあ、鳳ほう安あんの夜明けはいつ見ても綺麗だねぇ。そう思わねぇか？」

　酒さか瓶びん片手に朝陽を見ていた赫かく潤じゆんは、片方だけしかない目を後ろに向ける。

　すると、頭上で髪を吹き上げるほどの風が起こった。

「──飲んだくれにこの美しさが分かるとは、意外だな」

　気け高だかい朱色の翼を広げた朱雀が、屋根に降り立つ。巨体を震わせると、瞬またたく間に少年の姿に戻る。

「どうやら、終わったみてぇだな」

「ああ、これでやっとあの男の呪じゆ縛ばくから解放される」

　腕を組み、鼻を鳴らす姿は神獣とは思えないほどに人間臭くさかった。

「いやあ、悪いな。俺の亡き友が迷めい惑わくをかけたようで」

「私はこの国のために動いたまでだ。しかし、あの男も人の子だったのだな。私に頭を下げてまで、盟約の条件を変えてくれと頼むとは思わなかった」

　嘲笑にも似た口ぶりに、潤はまだ両眼があった頃のことを思い出す。

　──朱雀と盟約を結ぼうと思う。

　そう言ったのは、古くからの良き友人であり、当時の王である儀ぎ心しんだ。

　命を懸かけた盟約は、魂と引き換えに神獣の力を借りることができる。神獣は盟約と共に体を封ふう印いんされ、魂だけの姿へと変わる。だが病やまいに冒おかされていた儀心は自分の命を朱雀に差し出すことができなかった。

　盟約は次代の王となる慧けい祥しように引き継がれることになったが、儀心は朱雀に頼み盟約の交換条件を太極秘儀の完成としたようだ。

　慧祥が二十歳になる六年後までに太極秘儀を完成させることができなければ、慧祥の命を奪ってもいい。そう頼み込み、慧祥の命を奪おうとしていた朱雀を引きとめたのだ。

「盟約の条件に、太極秘儀を選ぶとは考えたな。孤独な王は、いつかは人に食い殺される。太極秘儀は嫌でも人と心を通わせなければ、完成できない。あの未熟な王には、一番の試練だったろう」

「最さい期ごまで、息子の尻を叩く役割を他人にやらせるとはな。まったく、あの親子は根ね暗くらで嫌になるねぇ」

　カラカラと笑い、また酒をあおる。

「確かに私は黄燐との戦の勝利をもたらすために、力を貸した。だが、あの若造が私の力を使ったのは、たったの一度きりだ。恐らく、無意識に自分の中に眠る得体の知れない力を、拒絶していたのだろう」

「それじゃあ、六年前の戦は……」

　潤の視線に、朱雀は面おも白しろくなさそうな表情を浮かべた。

「私の力のおかげなどではない。お前たち人間の力だ」

　へぇ……と、呟き、酒瓶に蓋をすると「じゃあ」と、低い声を出す。

「お前が、珠しゆ華かを王の相手に選んだ理由はなんだ」

　ずっと疑問に思っていたことだ。大事な娘が選ばれたと気づいた時には、目眩を覚えたものだ。それを、適当に選んだなんて言われてはたまらない。

　そんな潤の気持ちを知ってか、朱雀は薄く笑う。

「固く心を閉ざしていた慧祥が、初めて心の内を見せたのが、お前の娘の前だった。それに、あの娘を助けるために、たった一度だけ私の力を使ったのだ。その想いの中に、華弓を作り出す陰いん陽ようを見た気がした。老ろう婆ば心しんながら、縁えん結むすびを買って出たまでだ」

　ということは、どうやら本当に珠華はこの神獣に巻き込まれただけのようだ。

（まあ、いいか……）

　赫家の娘として、武人さながらに逞たくましく育った娘。だが、太極術師として成長したいのなら、女としての成長が必要だった。

　母親の面おも影かげに嫉しつ妬とし、珠華は女であることを避さけてきた。そんな娘が太極秘儀を完成させることができたのは、慧祥と出会ったからだ。

　それに、慧祥なら盟約に巻き込まれた珠華を守れる。そう思ったからこそ、大事な一人娘を後宮に入れたのだ。

「うちの子たちが世話になったな」

「気にするな。これも、神獣としての役目だ」

　生意気そうに笑った朱雀は、両手を広げた。はためいた袖が瞬く間に翼へ変わる。

「山に帰るのか？」

「ああ。六年ぶりの我わが家やにな。……だが、その前にこの魂をあっちの世界に送り届けなくてはな」

　朱雀は足に摑んだ光の玉を見せた。それは恐らく、儀心の魂だろう。

「じゃあ、あっちについたらそいつに伝えてくれよ。また会う時は、一緒に酒でも飲もうってな」

　潤は酒さか瓶びんを掲かかげて言った。

「いいだろう。伝えておいてやる。……ではな、飲んだくれ。人間は脆もろい。そのまま屋根から落ちて死ぬなよ」

　朱雀は飛び上がると、翼を羽ばたかせる。巻き起こる風は、春風のように温かい。

　そして美しい神獣は天高く飛び立ち、瞬く間に見えなくなった。
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　華か弓きゆう国こく──夏か風ふう山ざんに朱雀すざくが戻ったのは、大戦から六年がたった晩ばん春しゆんの頃だった。

　国を一いち望ぼうできるほどにそびえる夏風山は、宮きゆう廷ていのどこにいようと望める。

「──今日も、ちゃんと飛んでるのね」

　珠しゆ華かは太たい医い署しよの一室から、ぼやーと外を眺ながめていた。

　あの日、朱雀との戦いで気き功こうを使いすぎたせいで、三日三晩寝込んでしまった。ようやく目覚めてから、早一週間。後こう宮きゆうで療りよう養ようするはずだったが、慧けい祥しように無理を言って、今日は太医署まで検診を受けに来ていた。

　久しぶりに訪れた職場の空気を感じていると、扉とびらを叩たたく音がした。

「珠華、終わったか？」

　扉から顔をのぞかせたのは慧祥だ。

「はい、とっくに終わりましたよ。もう、力が有り余るくらい元気になったみたいです」

「そうか。では、今日は四し瑞ずい園えんでお茶をしよう」

「わぁ、久しぶりですね。最近は、体に障さわるって玉ぎよく琳りんが言うから、お饅まん頭じゆうも食べられなかったしなぁ」

　拗すねたように唇くちびるを突き出してみるが、本当に怒っているわけではない。

　三日三晩寝込んだ時、目を覚まして最初に目に飛び込んできたのが玉琳の顔だった。痛いほどに抱きしめられ、馬ば鹿か公こう主しゆと罵ののしられた珠華は、初めて幼おさな馴な染じみの涙を見た。

（あの時は可か愛わいかったのに。やっぱり、鬼おに教きよう官かんみたいに厳しいんだもんなぁ）

　珠華はいそいそと窓から離れ、慧祥へ駆かけ寄る。

「──それにしても、慧祥様は私とお茶なんかしていても大丈夫なんですか？　最近は働きづめだって、兄上が言っていましたよ」

「問題ない。やっと、一段落したところだ。それに、私には優秀な臣しん下かがいる。少しくらい息抜きをしても、かまわんだろう」

　近寄ってから気づいたが、慧祥の目の下には薄うすく隈くまができている。

　朱雀を解放した日、後宮が汪おう杔たくの刺し客かくに襲おそわれたらしい。女によ官かんが襲われる直前に苓れい雲うんと慈じ恩おんが後宮に乗り込み、最小限の被害で食い止められたようだ。

　その後、事件に関わる官かん吏りすべてが暴かれた。

　朱雀にそそのかされたのか、変わりつつある王に危機感を覚えたのかは分からない。どちらにせよ、その全ぜん貌ぼうは汪杔を中心とした王への嫌いやがらせに過ぎない。

　計画性の欠片かけらもない事件に、珠華でさえも呆あきれて何も言えなかった。慧祥も「やるなら、玉ぎよく座ざを狙ねらうくらいのことをしろ」などと、汪杔を痛つう罵ばしたくらいだ。

「でも、汪長官たちも不ふ憫びんですよね。朱雀に何を言われたのか、あんな血ち迷まよったことをしでかして投とう獄ごくされちゃうなんて」

「まあ、これで馬鹿をあぶり出すことができたからな。あれだけのことをやれば、処しよ罰ばつに文句を言う奴もいないだろう」

　事件に関わった者たちは地下牢へ投獄された。突然の処罰に、集められた官吏たちは言葉を失っていた。

　だが、太極宮の前庭に集められた彼らは眼がん前ぜんにそびえる山へ目をやり、頭こうべを垂たれた。その視線の先には、太陽の下で自由に飛び回る朱雀を従えた、慧祥がいた。

　神の獣けものを従えた王に、膝ひざを折ったのだ。彼らを見回し、慧祥は朗ろう々ろうと諭さとした。

　──この国を治めるのは、神しん獣じゆうでも、神でも、ましてや先王でもない。この国の王は私だ。そなたらは王に仕つかえることを許された、選ばれた者たちだ。国のため、王のため、民のために邁まい進しんせよ。

　慧祥は初めて他者に力を借りると、口にした。その言葉と姿に、官吏たちの王へ向ける目が変わったと、苓雲が言っていた。

　ようやく、彼らと向き合うことができたのだ。不器用ではあるが、懐ふところが広く高こう潔けつな国王だと、すぐに彼らにも伝わるだろう。

　そのことが嬉うれしくてニヤニヤしていると、慧祥に不ふ審しんな目を向けられた。

「何をしている、行くぞ。私は早く、そなたの淹いれた茶が飲みたい」

「お、お茶ですか？」

「どうした？　茶を淹れたことがないのか？」

　眉まゆを寄せた慧祥の視線に、珠華は喉のどの奥でぐっと言葉を詰まらせる。

「そのくらいありますよ。けど、一生お前には淹れさせない、と父上から禁止令が出ています」

「そうか、では私が淹れてやる」

「王様にお茶を淹れさせるなんて、恐れ多いです！　ここは間をとって、玉琳に淹れてもらいましょう」

「気にするな。私はそなたと少しでも長く、二人きりで過ごしたいのだ。三日間もそなたの寝顔しか見ていなかったのだからな。──そうだな、今日は花はな茶ちやにでもするか？　香りがよくて、そなたも気に入るぞ」

　慧祥は珠華の手を取り、太医署を出た。

「うわっ！」

　歩きだした慧祥に手を引かれ、珠華はすっ転びそうになる。けれど、慧祥に教わった長ちよう裙くんでの身のこなしも、今や慣れたものだ。

　ぐっと足に力を入れ、体勢を立てなおし、前を向く。

　太医署の回かい廊ろうを歩いていると、中庭から騒さわがしい声がした。窓の外をのぞくと、薬草園の世話をする新人太極医官たちがいた。

　その中には、消えたはずの風ふう蓮れんもいる。朱雀が山に帰った後、風蓮は四瑞園に倒れているところを発見された。目覚めた風蓮は、まだまだ未熟な王の見張りをするために戻ってきたと、慧祥に話したらしい。朱雀は華弓の守護獣だ。国が傾くことがあれば、今度こそ慧祥の命を貰もらい受ける。そう、風蓮に言こと付づけをしたようだ。

（移民の子に、隣国からの留学生、それに神獣の使いか）

　実力と能力のある者は、どんな出自でも受け入れる。

　そんな、慧祥の心の広さが分かる人選だ。

「慧祥様は、太極医術が苦手だっておっしゃっていましたけど、そんなことはないと思いますよ」

「……なんだ、急に」

「国のためなら、誰だれでも受け入れる。これだけ懐の広い慧祥様が、太極医術が苦手なんておかしいです！」

　胸の前で拳こぶしを握にぎりしめて力説する。慧祥は照れくさかったのか、顔をそらして「そうか」と、短く返事をしただけだった。

「私のことはもういい。……これからは、太極医術の発展に今まで以上に力を入れるつもりだ。太極医官たちと共に、私もその発展に貢こう献けんできればいいと思っている。兄上のように、私もこの国を守りたい。私がこの国の礎いしずえとならなければならないのだ」

　中庭を見下ろす慧祥の横顔は、気高い熱意に満ちていた。

「私も、微び力りよくながらその手助けを──」

　そう言いかけた時、強く手を握りしめられた。

「そろそろ、行こう。立ち話ばかりでは、疲れるだろう？」

　珠華の声を奪うばうように話し、慧祥は歩きだす。半なかば無理やり窓まど際ぎわから遠ざけられ、珠華は振り返る。

　楽しそうな慈恩の笑い声が、窓の向こうから聞こえる。徐々に小さくなる声を聞きながら、今まで歩いてきた道を断ち切るように前を向いた。
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　春も終わりに近づいているが、芍しやく薬やくは爛らん漫まんの時期だ。そんな景色けしきの中で、慧けい祥しようは花茶を入れた籠かごを手に、四瑞園の橋の前で佇たたずんでいた。

「どうせなら、兄上から貰もらった茶器を使いたい」と、珠しゆ華かは後宮へ茶器を取りに行っている。

「……ふむ、これがおしどり夫婦になる方法その二十二、逢おう瀬せの待ち合わせだな」

　久しぶりに苓れい雲うんから貰った、おしどり夫婦となるための百の方法を思い出す。苓雲によれば、待ち合わせは相手への想いを募つのらせる格かつ好こうの機会らしい。

（だが、私には必要ないな）

　そんなことをしなくても、珠華への想いは持て余すほどにふくれ上がっている。

　手放すなど、今さら考えられないほどだ。

「だが、それだけでは駄だ目めなのだろうな……」

　ぽつりと呟つぶやいたかすかな声は、誰にも届かず消えていく。

　目を閉じて川のせせらぎを聞いていると、六年前の自分を思い出す。唐とう突とつに浮かぶ風景は、いつもこれだ。忌いまわしい戦いくさの記憶は、六年たった今でも消えてくれない。

　襲いくる敵兵を、無心で斬きり殺したあの日。父や兄、周囲の人々に認めてもらいたい。自分はここにいるのだと、気づいてほしい。そんな願いが、いつしか自分を本当の修しゆ羅らに変えていった。

（きっと私は、朱雀のせいで修羅になったのではないのだな）

　己おのれの弱い心のせいで、人としての気持ちを失なくしていた。周囲が噂うわさするように、あの時の自分は、人の皮を被かぶった化ばけ物だった。

　だが、その化け物を人に戻してくれたのは、塩しお辛からい握り飯をくれた少女だ。

　修羅に隠かくれた心を見つけ、触ふれてくれた。胸に点ついた小さな灯火ともしびが、失いかけた人間の心を繫つなぎとめてくれた。

　珠華がいたから、人に戻れた。珠華と再会できたから、人を信じられるようになった。

　それならば、もしもこの先彼女がいなくなったら、自分はどうなってしまうのか。もしかしたら、再び修羅に戻ってしまうかもしれない。

　そこまで考え、目を開く。

「いっそ、籠にでも閉じ込めておけたら──」

　零こぼれ落ちたのは、心の底に隠した修羅から生まれた言葉だ。

　思わず口を押さえ、続く言葉をのみ込む。

　空を見上げると、そこには一匹の蝶ちようが飛んでいた。ひらひらと可か憐れんに舞う姿が愛くるしく、思わず手を伸ばす。けれど、蝶はするりとそれを避けて芍薬の咲く方へ飛んでいく。

「そなたも、私の手になど捕まりたくはないか……」

　いっそ、花にでもなれたらあの蝶もとまってくれただろう。

（だが、私は花ではなく蜘く蛛もだな。捕とらえたが最後、いつかは食らい尽つくしてしまう）

　自じ嘲ちようの笑みを零していると、庭園の向こうから珠華が駆けてきた。

　珠華が駆けるたびに、淡あわい薄うす紅べに色の長裙が、蝶のようにひらひらと揺ゆれている。

　花の咲き誇ほこる庭園を軽かろやかに駆けてくる姿が眩まぶしくて、慧祥は思わず目を細めた。
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　綺き麗れいに糸で縛しばった花が、茶器の中で咲き誇ほこる。豊かな茉莉花ジヤスミンの香りが、亭ていを満たしていく。

　四し瑞ずい園えんを見渡せる亭で、珠しゆ華かは慧けい祥しようの淹れたお茶を前に眉尻を下げる。

「あの、本当にお茶を淹れてもらうなんてすみません……」

「うむ、気にするな。それより、どうだ？　美しいだろう」

「はい！　本物の花が入っているお茶なんて、初めて見ました。いつもは、お饅頭のことしか見ていないから、こんなにじっくりお茶の香りを楽しむなんて初めてです」

　芳かぐわしい香りは、心を落ち着かせる。口をつけるのも勿もつ体たいないほど美しいお茶を眺ながめていると、慧祥が急に立ち上がった。

「男女の仲を深めるために、逢瀬を重ねる。──茉莉花の香りに誘さそわれての巻か」

「それ、まだやってたんですか。いい加減、忘れてください。そして、毎回変な題名付けるのやめてください。なんですか、その気取った料理みたいな題名は。それに、《仙華》も完成させたことですし、もう必要ないでしょう」

　茶器の中で揺れる花から視線をあげ、慧祥を見やる。

「何を言っている。私たちは夫婦だろう。仲を深めることに終わりはない」

　ほら、行くぞと手を引かれ、珠華は亭を出た。

　橋を渡り、池のほとりを静々と歩く。庭園に吹き込んだ風に、柳やなぎの葉が擦すれて涼すずしげな音を奏かなでる。それに合わせて満開の芍薬が、甘い香りを運んできた。

　珠華は先を歩く慧祥の背を見つめる。

　穏おだやかなその背はどこか頼りなく、繫がる手の冷たさが不安をあおる。

　その理由を必死に考えていると、ふと慧祥の歩みが止まった。

　一本の柳を見つめる慧祥に、珠華は尋たずねる。

「何か、見えるのですか？」

「──ああ、蜘蛛が綺麗な巣を作っているな、と思ってな」

　慧祥の視線を追うと、柳の木に大きな蜘蛛の巣がある。よく見ると、複雑な紋もん様ようのようで意外と綺麗だ。

　慧祥はぼんやりと蜘蛛の巣を見つめていたかと思うと、珠華へ視線を向けた。

「……珠華。もしも、この蜘蛛の巣に蝶が捕らえられた時、その蝶を助けるか？」

「蝶を、ですか？」

　聞き返した珠華に、慧祥は至し極ごく真剣な表情で頷うなずく。

　珠華はひらひらと舞う蝶へ目をやる。少しの間思案すると、蜘蛛に目を移す。

「何もしないと思います。蜘蛛だって生きるために蝶を食べるんです。私にはどちらの味方もできません。──でも、きっと心の隅すみっこで、蝶が逃にげられますようにって、願っちゃうと思います」

　困りました、と眉み間けんにしわを寄せて考え込む。その姿を見た慧祥が、かすかに笑う。

「私もきっとそうだ。私が蜘蛛ならば、美しく空を舞う蝶が巣にかからないでくれと、願うだろうな。……捕らえてしまえば、逃がすことができない。そのことが、分かっているからな」

　目を細めた慧祥は、遠い目をして柳りゆう眉びを寄せる。どこか影のある表情だ。

　珠華は慧祥から視線をそらすと、芍薬の花を一本手た折おる。

「慧祥様は、どちらかというと蜘蛛ではなく花だと思いますよ？」

　花を慧祥の耳元に宛あてがい、首を傾ける。

　慧祥はそれを受け取り、いつものように「ふむ」と、頷く。

「──花が似合うのは、やはりそなたの方だ」

「私に、花がですか？　花より百個の饅頭がお似合いと玉ぎよく琳りんに罵ののしられる私に、花が？」

「まだそんなことを言っているのか。馬鹿にしてるのかこいつは──と、思っているな？　そのじっとりした視線を向けるのはやめろ」

　目を細めていた珠華の頰を、慧祥はぐにっとつねる。

「それから、自分を卑ひ下げするのもそろそろやめろ。──そなたは花の蜜みつを求めて舞う蝶のように愛らしい。自由気ままに空を飛び回り、気まぐれに花にとまる蝶だ」

「私が蝶？」

「そうだ。私が花ならば、きっとそなたが蜘蛛に捕まるのではないかと、いつも肝きもを冷やしているだろうな。だから、そなたは美しく舞う蝶だ」

「……それって、褒ほめてるんですか？」

　初めて会った時は猿さると言われたが、今は蝶らしい。

　花を見つめた慧祥は、何かに納なつ得とくして頷いている。

「なるほど。だから珠華は、あのように熱い接せつ吻ぷんをしたのか。珠華は蜜を求めて私にとまったのだな」

「うわああああ！　恥はずかしいことを思い出させないでください！　それにあれは、慧祥様を助けようとしただけですからね！」

　熱くなった耳を押さえて身み悶もだえる。

　そんな珠華をよそに、慧祥は適当にひらひらと手を振ってみせるだけだ。

「ふむ、分かっておる。冗じよう談だんだ」

「もう、悪い冗談はよしてください。今後、あのことを話すのは禁止です！　それに、変なたとえもやめてください！」

「むぅ、そんなに嫌がることはないだろう……」

　慧祥は拗ねたように唇を結ぶ。けれど、すぐに顔から表情が消える。

　黙だまり込んだ慧祥に段々と不安になり、おずおずと呼びかける。

「あの、慧祥さっ……」

　慧祥は珠華の腕を強く引き寄せ、広い胸に抱きしめた。

「やっと、気づいた。私は籠に閉じ込めた蝶より、自由に舞う蝶の方が好きだ。──だから、珠華。私の籠から逃げるがいい」

「慧祥様の籠からですか？　そんな、私は捕らえられたなんて、思っていません」

　首を振り、黄色い衣を握りしめた。急に突き放された気がして、不安が胸に渦うず巻まく。

　じっと見下ろす慧祥の双そう眸ぼうから、その言葉の真意に気がつく。

「私の役割が終わったからですか？　慧祥様には、もう私は必要ではないのですか？　ずっと、慧祥様を追いかけてきたのに、今さら突き放すんですか？」

「それは違う。私はそなたに傍そばにいてほしい。──だが、そなたが追いかけてきたのは、太極術師である私ではないのか？」

　諭さとすような声に、あふれ出しそうになった涙がせき止められる。

「太極術師に憧あこがれ、どれだけ努力をしてきたのか、私は知っている。女によ人にんだというのに傷を作り、男に交じり剣を振るい、太極術を学び、夢を諦あきらめることなく必死にもがき生きてきた。その先には、いつも同じものが見えていたのではないか？」

　震ふるえる珠華の肩に手をかけ、慧祥はひたすら穏やかに問いかける。

「お前が追いかけた先には、いつも太極術があった。太極術師になり、生きてきた証あかしであるその力を、私のために使いたい。そう、思ってくれたのではないか？」

「慧祥様……」

　慧祥に告げられた言葉に、引っ込んでいた涙が次々に零れ落ちる。それは、嬉しいのか、悲しいのか、どちらの涙か自分でも分からない。

「泣くな、珠華。そなたにそのような顔をされると、どうしていいのか、分からなくなる」

　ぐしっ、と珠華が鼻を鳴らすと、慧祥はその瞳ひとみに唇を落とす。優しい仕草に、涙がさらにあふれ出す。

「見ないでください。誰かに涙を見られるのは嫌いです。……本当は私、結構泣き虫なんです。だから、泣かないように今まで前しか向いてこなかったのに」

「知っている。それから、そなたの負けず嫌いも筋すじ金がね入りだからな。悔くやしがっている顔も好きだが、こちらへ来い」

　慧祥はしな垂れた柳の枝葉の下へ入ると、珠華を引き寄せた。

「ここなら、誰にも見られない。そなたの泣き顔を見るのは、私だけだ」

　御み簾すのような枝葉に囲まれ、まるで籠に閉じ込められてしまったようだ。

「珠華、そなたはこの先も後宮にいたいか？」

　顔をあげると、慧祥がじっと返事を待っていた。きっと、答えを聞くまで、この萌もえ黄ぎ色いろの籠から出してくれないだろう。

　答えを探すように、足元に咲き誇る芍薬へ視線を落とす。

　その上を、一匹の蝶が飛んでいた。ひらひらと舞う姿に、慧祥の言葉を思い出す。

「私が蝶で、慧祥様が花……。そうかもしれませんね。私は貴方あなたの蜜を追い求めてここまで来たから。六年前からそうでした。貴方の背を追いかけて、私はここまで来ました」

　あの日、出会った少年に恩義を返したい。ずっと、そう思っていた。だが、太極術師を目指した本当の理由を慧祥が気づかせてくれた。

「貴方に会って、いろいろなことを学び、前だけではなく、自分と向き合うことができた。だから今は、新しい夢ができたんです」

「夢？」

「太極医官として、今度こそ、誇りを持って生きていきたい。今まで目をそらした分だけ見落としてきたものを、もう一度見つめなおしたい。それから、慧祥様の兄君のように多くの人を太極医術で助けたい、です」

「そうか……」

　一言呟き、慧祥は瞑めい目もくする。

　長い沈ちん黙もくの後、ようやく目を開いた。

「私もそなたと出会い、多くを学んだ。──このままそなたと過ごすこともできるだろう。だが、そなたが傍にいても、きっと私は幸せになれない」

　そっと伸びた慧祥の手が、珠華の頰ほおを撫なでる。

「そなたが笑っていないと意味がない。そなたが心から笑う顔が私は好きだ。人の心に触れることのできるその小さな手は、自分の涙を拭ぬぐうためにあるのではない。多くの人を助ける手を縛り、そなたの笑顔を取り上げて、幸せになどなれるはずがない」

「慧祥様、わたし……」

　迷いの言葉を口にしようとした時、慧祥は奪うように珠華に口づけをした。

「──覚えていてくれ。そなたの花は私だけだ。笑うことに疲れ、泣きたくなった時は、いつでも私の元へ帰ってこい。そなたの代わりに、涙を拭ってやる」

　珠華の涙を優しい指先が拭い去る。
















（本当に、この人には敵かなわない）

　そっと、唇に触れると、不意に笑みが零れる。

　六年前から、目の前の男に振り回されてばかりだ。だが、六年前とは違い、今は背中ではなく、顔を見ることができる。

「それなら、ずっと綺麗に咲いていてください。また、私がとまりたくなるくらいに。春でも、夏でも、秋でも、冬でも、貴方は私が憧れる花でいてください」

「ああ、約束しよう。だから、そなたも覚かく悟ごしておくといい。そなたが誘われるような大輪の花を、この国に咲かせてみせるからな」

「微力ながら、私もお手伝いをさせてもらいます。私はこの国の太極医官ですからね」

　やっと、胸を張って答えることができた。

　珠華の言葉を聞いた慧祥は、顔を引きしめると言った。

「では珠華、そなたに命を言い渡す。──この国のために、一生私のために生きてゆけ」

「もちろんです。国のため、貴方のために、私は生きていきます」

（そうか、私はこの人の笑った顔が見たくて、追いかけてきたんだ）

　幼おさない頃に見た慧祥の顔は、満開の花とは程遠かった。けれど、笑った顔は何よりも綺麗だと予感していた。

　笑った顔が見たい。好奇心の種は、いつしか憧れとなり芽を出していた。それは蕾つぼみとなり、気づかない間に花開こうとしている。

　今まさに咲き誇ろうとする花。満開になる頃には、どんな形になっているのだろうか。

　大事な花を温めるように、珠華は胸に手を当てる。




　朱雀の守る国の下──聖なる獣からも隠れるように、柳の陰かげでふくらんだ蕾。

　その蕾は、いつしか国中が羨うらやむほどの大輪の花となるだろう。





《了》










あとがき












　はじめまして、甘あま夏なつ千ち歳とせです。この本をお手にとってくださり、ありがとうございます。

　本作は、ミライショウセツ大賞にて優秀賞をいただいた作品《太たい極きよく仙せん華か伝でん》を改稿したものです。

　この話は《木から落ちた少女が王様の花嫁になる》という、シンデレラストーリー……。と、なっているのですが、はじめに書いたプロットでは全く違う話でした。

　西洋風の世界観以外のものを書こう、それじゃあ中華風の世界観で。とは決めていたものの、はじめは従軍看護婦っぽい仕事をする少女たちの青春（？）物語でした。その段階ではヒーローが熱血漢の軍人で、慧けい祥しようはヒーローの恋こい敵がたき役だったのです。

　途中で「あれ、これ自分しか楽しくない設定なんじゃ……？」と思いなおし、王様との恋物語へと軌き道どう修正し、今の設定に変更しました。そして太たい極きよく医い官かんたちは、性転換をすることになったのです。

　今回、機会をいただいたので、初期に書きたかった《太極医術》の設定を前面に出した形で改稿しています。

　結果、最終的に出来上がったのは、猪ちよ突とつ猛もう進しんで、大食いで、脳筋な少女の成長物語。

　ここだけでも、しっかり読者の皆様に伝わっていれば個人的には大成功です。




　この作品を出版するにあたってご尽じん力りよくいただいたすべての方へ、感謝を捧ささげます。

　中でも、口くち下べ手たな私に根気よくご指導してくださった担当編集様、素敵なイラストを描いて下さったひむか透とお留る先生。大変感謝しております。ありがとうございました。

　それから、作品を読んでは感想をくれた家族、死ぬほど落ち込んでいた時に励はげましてくれた友人たち。本当にありがとう！

　そして、本を読んでくださった皆様に心よりお礼申し上げます。




　小説を書き始めて今年で五年目。飽あき性しような私が《小説を書く》ということを続けられたのは、努力が苦痛じゃなかったということが一番の理由だと思います。書くことが楽しい──という気持ちを、これからも大切にしていきたいです。

　なによりも読者の皆様に楽しんでいただければ幸いです。

　読み終わった後、読者の皆様が笑顔になっていることを心より願っています。





甘夏千歳










著者

甘夏千歳

Chitose Amanatsu




広島県在住。11月6日生まれ。

ミライショウセツ大賞にて、優秀賞をいただきました。

某アイドル集団と創作が世界の中心な人間。

可愛い女の子の笑顔が活力。頑張る女の子が大好き。デビュー作も、そんな女の子が活躍する物語です。

読んだだけで笑顔になれるような物語を紡いでいきたいです。

よろしくお願いします！










イラスト

ひむか透留

Tohru Himuka




ビーズログさんでははじめまして。

普段は少女漫画やＢＬ等を描いています。

今回はたくさんのキャラを描かせて頂きましたがイチオシは赫潤さんです。

渋いおっさん楽しい！




TwitterID:hi_tohru
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太たい極きよく仙せん華か伝でん




～頭ず上じよう注ちゆう意い！花はな嫁よめは木きから落おちてくる～
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